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正誤 
○ 埼玉県告示第 1309号中訂正（財政課） 

 

 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
手
数
料
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
二
十
八
号
）
（
財
政
課
） 

一 

趣
旨 

 

長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
長
期
優
良
住
宅
維

持
保
全
計
画
の
認
定
申
請
に
係
る
手
数
料
の
額
を
定
め
、
教
育
職
員
の
免
許
更
新
に
係
る
手
数

料
の
額
の
定
め
を
廃
止
す
る
な
ど
の
改
正 

二 

内
容 

 

㈠ 

埼
玉
県
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正 

 
 

ア 

長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
手
数
料
の
新
設 

 
 

 

（
例
）
長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
等
認
定
申
請
手
数
料 

 
 

 
 

 
 

確
認
書
等
の
あ
る
も
の
で
建
築
を
伴
わ
な
い
一
戸
建
て
の
住
宅
の
場
合 一

万
三
千
円 

 
 

イ 

教
育
職
員
免
許
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
教
育
職
員
の
免
許
更
新
に
係
る
手
数
料
の
廃
止 

（
例
）
教
育
職
員
の
普
通
免
許
状
又
は
特
別
免
許
状
の
有
効
期
間
更
新
手
数
料 
 

 
 

ウ 

規
定
の
整
備 

 

㈡ 

埼
玉
県
証
紙
条
例
の
一
部
改
正 

 
 

 

証
紙
に
よ
る
収
入
の
方
法
に
よ
り
徴
収
す
る
こ
と
と
す
る
手
数
料
の
名
称
変
更
及
び
廃
止 

三 

施
行
期
日 

 
 

令
和
四
年
十
月
一
日 

 

た
だ
し
、
二
㈠
イ
及
び
二
㈡
の
一
部
は
公
布
の
日
、
二
㈠
ウ
の
一
部
は
公
布
の
日
又
は
令
和

五
年
二
月
二
十
日 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

 

 
埼
玉
県
議
会
議
員
又
は
埼
玉
県
知
事
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使
用
等
の
公
営

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
二
十
九
号
）
（
市
町
村
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使
用
、
選
挙
運
動
用
ビ
ラ
の
作
成
及
び
選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
の
作

成
の
公
営
に
係
る
公
費
負
担
額
を
改
定
す
る
た
め
の
改
正 

二 

内
容 

 

㈠ 

選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使
用
の
公
営 

 
 

（
例
）
自
動
車
の
借
入
れ
（
一
日
当
た
り
） 

現
行 

 

一
万
五
千
八
百
円 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

改
正
後 

一
万
六
千
百
円 

 

㈡ 

選
挙
運
動
用
ビ
ラ
の
作
成
の
公
営 

 
 

（
例
）
五
万
枚
以
下
（
一
枚
当
た
り
） 

現
行 

 

七
円
五
十
一
銭 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

改
正
後 
七
円
七
十
三
銭 

 

㈢ 

選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
の
公
営 

 
 

（
例
）
印
刷
費
（
一
枚
当
た
り
） 

ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
数
が
五
百
以
下 

現
行 

 

五
百
二
十
五
円
六
銭 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

改
正
後 

五
百
四
十
一
円
三
十
一
銭 

三 

施
行
期
日
等 

 
 

公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
施
行
の
日
以
後
そ
の
期
日
を
告
示
さ
れ
る
選
挙
か
ら
適
用 

   



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
職
員
の
高
齢
者
部
分
休
業
に
関
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
三
十
号
）
（
人
事
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

地
方
公
務
員
法
第
二
十
六
条
の
三
の
規
定
に
基
づ
き
、
高
齢
期
の
職
員
の
多
様
な
働
き
方
の

推
進
に
資
す
る
た
め
、
職
員
の
定
年
の
引
上
げ
に
合
わ
せ
て
、
高
齢
者
部
分
休
業
制
度
を
設
け

る
も
の 

二 

内
容 

 
 

㈠ 

休
業
時
間 

 
 

 
 

一
週
間
当
た
り
の
勤
務
時
間
の
二
分
の
一
を
超
え
な
い
範
囲
内 

 
 

㈡ 

給
与 

 
 

 
 

減
額
し
て
支
給 

三 

施
行
期
日 

 
 

令
和
五
年
四
月
一
日 

 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
三
十
一
号
）

（
人
事
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

地
方
公
務
員
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
埼
玉
県
人
事
委
員
会
か
ら
の
意
見
・
報
告
（
令
和

三
年
九
月
九
日
付
け
）
を
踏
ま
え
、
職
員
の
定
年
の
引
上
げ
等
に
関
し
て
必
要
な
事
項
を
定
め

る
な
ど
の
改
正
を
行
う
も
の
で
あ
る
。 

二 

内
容 

 

㈠ 

職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正 

 
 

ア 

職
員
の
定
年
を
六
十
歳
※
か
ら
六
十
五
歳
ま
で
（
医
師
・
歯
科
医
師
に
つ
い
て
は
六
十

五
歳
か
ら
七
十
歳
ま
で
）
二
年
に
一
歳
ず
つ
引
上
げ 

 
 

 

※ 

調
理
等
の
用
務
に
従
事
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
六
十
三
歳 

 
 

イ 

管
理
監
督
職
の
職
員
は
、
原
則
と
し
て
、
六
十
歳
に
達
し
た
日
以
後
、
次
の
四
月
一
日

に
管
理
監
督
職
以
外
の
職
に
降
任
等
さ
せ
る
管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢
制
を
導
入 

 
 

ウ 

六
十
歳
に
達
し
た
日
以
後
定
年
前
に
退
職
し
た
職
員
を
、
本
人
の
希
望
に
よ
り
短
時
間

勤
務
の
職
に
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
を
導
入 

 
 

エ 

六
十
歳
以
後
の
任
用
及
び
給
与
に
関
す
る
情
報
提
供
及
び
職
員
の
六
十
歳
以
後
の
勤
務

の
意
思
確
認
を
行
う
制
度
を
導
入 

 

㈡ 

職
員
の
再
任
用
に
関
す
る
条
例
の
廃
止 

 
 

 

現
行
の
再
任
用
制
度
は
廃
止
し
、
経
過
措
置
と
し
て
、
定
年
の
段
階
的
な
引
上
げ
期
間
中
、

現
行
と
同
様
の
再
任
用
制
度
を
存
続 

 

㈢ 

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正 

 
 

 

六
十
歳
に
達
し
た
日
以
後
、
次
の
四
月
一
日
以
降
、
給
料
の
月
額
は
六
十
歳
前
の
七
割
水

準 

 

㈣ 

職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正 

 
 

ア 

六
十
歳
に
達
し
た
日
以
後
、
定
年
前
に
退
職
し
た
職
員
の
退
職
手
当
は
、
定
年
退
職
と

同
様
に
算
定 

 
 

イ 

国
に
準
じ
た
失
業
者
の
退
職
手
当
の
給
付
内
容
の
改
正 

 

㈤ 

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正 

 
 

 

非
常
勤
職
員
の
育
児
休
業
の
取
得
要
件
を
緩
和
す
る
ほ
か
、
定
年
の
引
上
げ
等
に
伴
う
所

要
の
改
正 

 

㈥ 

関
係
条
例
の
規
定
整
備 

 
 

 

職
員
の
分
限
に
関
す
る
条
例 



 
 

 

職
員
の
懲
戒
の
手
続
及
び
効
果
に
関
す
る
条
例 

等 

三 

施
行
期
日 

 
 

令
和
五
年
四
月
一
日
（
た
だ
し
、
一
部
規
定
は
、
公
布
の
日
等
） 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
三
十
二
号
）
（
税
務
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
個
人
県
民
税
の
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
の
適
用

期
限
の
延
長
等
の
改
正
を
行
う
。 

二 

内
容 

 

㈠ 

個
人
県
民
税 

 
 

 

住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
の
適
用
期
限
を
令
和
二
十
年
度
ま
で
延
長
す
る
。 

 

㈡ 

不
動
産
取
得
税 

 
 

 

不
動
産
を
取
得
し
た
者
が
、
表
示
に
関
す
る
登
記
又
は
所
有
権
の
登
記
の
申
請
を
し
た
場

合
は
、
不
動
産
取
得
税
に
係
る
申
告
等
を
原
則
不
要
と
す
る
。 

 

㈢ 

そ
の
他 

 
 

 

地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
い
規
定
の
整
備
を
行
う
。 

三 

施
行
期
日 

 
 

令
和
五
年
一
月
一
日 

 
 

た
だ
し
、
二
㈡
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
性
の
多
様
性
を
尊
重
し
た
社
会
づ
く
り
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
三
十
三
号
）
（
人
権
・

男
女
共
同
参
画
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

性
的
指
向
及
び
性
自
認
の
多
様
性
（
以
下
「
性
の
多
様
性
」
と
い
う
。
）
を
尊
重
し
た
社
会

づ
く
り
に
関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
、
県
、
県
民
及
び
事
業
者
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
、
性
の
多
様
性
を
尊
重
し
た
社
会
づ
く
り
に
関
す
る
施
策
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定

め
る
こ
と
に
よ
り
、
性
の
多
様
性
を
尊
重
し
た
社
会
づ
く
り
に
関
す
る
取
組
を
推
進
し
、
も

っ
て
全
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の 

二 

内
容 

 

㈠ 

定
義 

 
 

ア 

性
的
指
向 

 
 

 
 

自
己
の
恋
愛
又
は
性
的
な
関
心
の
対
象
と
な
る
性
別
に
つ
い
て
の
指
向 

 
 

イ 

性
自
認 

 
 

 
 

自
己
の
性
別
に
つ
い
て
の
認
識 

 
 

ウ 

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ 

 
 

 
 

互
い
を
人
生
の
パ
ー
ト
ナ
ー
又
は
家
族
と
し
て
尊
重
し
、
継
続
的
に
協
力
し
合
う
関
係 

 

㈡ 

基
本
理
念 

 
 

ア 

性
の
多
様
性
を
尊
重
し
た
社
会
づ
く
り
は
、
全
て
の
人
が
あ
ら
ゆ
る
場
に
お
い
て
性
の

多
様
性
を
尊
重
さ
れ
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

イ 

性
の
多
様
性
を
尊
重
し
た
社
会
づ
く
り
に
当
た
っ
て
は
、
性
の
多
様
性
に
関
す
る
理
解

の
増
進
、
相
談
体
制
の
整
備
及
び
暮
ら
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
関
す
る
取
組
が
行
わ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

㈢ 

差
別
的
取
扱
い
等
の
禁
止 

 
 

ア 

性
的
指
向
又
は
性
自
認
を
理
由
と
す
る
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
を
し
て
は
な
ら
な
い
。 

 
 

イ 

性
的
指
向
又
は
性
自
認
の
表
明
に
関
し
て
、
強
制
し
、
又
は
禁
止
し
て
は
な
ら
な
い
。 

 
 

ウ 

正
当
な
理
由
な
く
ア
ウ
テ
ィ
ン
グ
（
性
的
指
向
又
は
性
自
認
に
関
し
て
本
人
の
意
に
反

し
て
本
人
が
秘
密
に
し
て
い
る
こ
と
を
明
か
す
こ
と
）
を
し
て
は
な
ら
な
い
。 

 

㈣ 

県
の
責
務 

 
 

ア 

基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
性
の
多
様
性
を
尊
重
し
た
社
会
づ
く
り
に
関
す
る
施
策
を
総

合
的
か
つ
計
画
的
に
実
施
す
る
。 

 
 

イ 

施
策
を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
市
町
村
、
関
係
団
体
等
と
相
互
に
連
携
を
図
る
。 

 

㈤ 

市
町
村
へ
の
支
援 



 
 

 

県
は
、
市
町
村
が
性
の
多
様
性
を
尊
重
し
た
社
会
づ
く
り
に
関
す
る
施
策
を
実
施
す
る
た

め
、
情
報
の
提
供
、
助
言
そ
の
他
の
必
要
な
支
援
を
行
う
。 

 
㈥ 

県
民
の
責
務 

 
 

 
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
性
の
多
様
性
に
関
す
る
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
県
が
実
施

す
る
性
の
多
様
性
を
尊
重
し
た
社
会
づ
く
り
に
関
す
る
施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
。 

 

㈦ 

事
業
者
の
責
務 

 
 

 

基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
性
の
多
様
性
に
関
す
る
理
解
を
深
め
、
そ
の
事
業
活
動
を
行
う

に
当
た
っ
て
性
の
多
様
性
に
配
慮
し
た
取
組
を
行
う
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
県
が
実
施

す
る
性
の
多
様
性
を
尊
重
し
た
社
会
づ
く
り
に
関
す
る
施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
。 

 

㈧ 

主
要
な
施
策
等 

 
 

ア 

基
本
計
画
の
策
定 

 
 

イ 

県
が
実
施
す
る
事
務
事
業
に
お
け
る
性
の
多
様
性
へ
の
合
理
的
な
配
慮 

 
 

ウ 

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
制
度
の
整
備
等 

 
 

エ 

啓
発
、
教
育 

 
 

オ 

人
材
の
育
成 

 
 

カ 

相
談
体
制
等
の
整
備 

 
 

キ 

財
政
上
の
措
置 

三 

施
行
期
日 

 

公
布
の
日 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
三
十
四
号
）
（
人
権
・
男

女
共
同
参
画
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

部
落
差
別
の
解
消
に
関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
、
県
、
県
民
及
び
事
業
者
の
責
務
を
明
ら
か

に
す
る
と
と
も
に
、
部
落
差
別
の
解
消
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
定
め

る
こ
と
に
よ
り
、
部
落
差
別
の
解
消
を
推
進
し
、
も
っ
て
部
落
差
別
の
な
い
社
会
を
実
現
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の 

二 

内
容 

 

㈠ 

基
本
理
念 

 
 

部
落
差
別
の
解
消
に
関
す
る
施
策
は
、
全
て
の
県
民
が
等
し
く
基
本
的
人
権
を
享
有
す

る
か
け
が
え
の
な
い
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
の
理
念
に
の
っ
と
り
、
部

落
差
別
を
解
消
す
る
必
要
性
に
対
す
る
県
民
一
人
一
人
の
理
解
を
深
め
る
よ
う
努
め
る
こ

と
に
よ
り
、
部
落
差
別
の
な
い
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
を
旨
と
し
て
、
行
わ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

 

㈡ 

部
落
差
別
の
禁
止 

 

何
人
も
、
図
書
、
地
図
そ
の
他
資
料
の
公
表
又
は
流
布
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に

よ
る
情
報
の
提
供
、
結
婚
又
は
就
職
に
際
し
て
の
身
元
の
調
査
、
土
地
建
物
等
を
取
引
の

対
象
か
ら
除
外
す
る
た
め
の
調
査
そ
の
他
の
行
為
に
よ
り
、
部
落
差
別
を
行
っ
て
は
な
ら

な
い
。 

 

㈢ 

県
の
責
務 

 
 

ア 

基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
部
落
差
別
の
解
消
に
関
す
る
総
合
的
な
施
策
を
実
施
す
る
。 

 
 

イ 

施
策
を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
国
、
市
町
村
、
県
民
及
び
事
業
者
と
の
連
携
を
図

る
。 

 
 

ウ 

部
落
差
別
の
解
消
に
関
し
、
市
町
村
が
実
施
す
る
施
策
並
び
に
県
民
及
び
事
業
者
の
取

組
に
必
要
な
情
報
の
提
供
、
助
言
そ
の
他
の
支
援
を
行
う
。 

 

㈣ 

県
民
の
責
務 

 
 

 

基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
部
落
差
別
を
解
消
す
る
必
要
性
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
と
と

も
に
、
県
が
実
施
す
る
部
落
差
別
の
解
消
に
関
す
る
施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
。 

 

㈤ 

事
業
者
の
責
務 

 
 

 

基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
部
落
差
別
を
解
消
す
る
必
要
性
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
と
と

も
に
、
そ
の
事
業
活
動
を
行
う
に
当
た
っ
て
県
が
実
施
す
る
部
落
差
別
の
解
消
に
関
す
る

施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
。 



 

㈥ 

主
要
な
施
策
等 

 
 

ア 

教
育
及
び
啓
発 

 
 

イ 

相
談
体
制
の
充
実 

 
 

ウ 
部
落
差
別
の
実
態
把
握 

三 

施
行
期
日 

 

公
布
の
日 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県

条
例
第
三
十
五
号
）
（
建
築
安
全
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

建
築
基
準
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
新
た
に
規
定
さ
れ
た
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
一
部

を
市
町
村
が
処
理
す
る
た
め
の
改
正
。 

二 

内
容 

 
 

新
た
に
移
譲
を
行
う
事
務
（
二
事
務
） 

三 

施
行
期
日 

 
 

公
布
の
日 

  



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉

県
条
例
第
三
十
六
号
）
（
公
営
企
業
・
総
務
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

県
の
一
般
職
員
に
準
じ
、
六
十
歳
に
達
し
た
企
業
職
員
の
給
料
月
額
に
関
し
特
例
措
置
を
定

め
る
と
と
も
に
、
規
定
の
整
備
を
す
る
も
の 

二 

内
容 

 

㈠ 

六
十
歳
に
達
し
た
企
業
職
員
の
給
料
月
額
に
つ
い
て
、
管
理
者
が
定
め
る
旨
を
明
記 

㈡ 

そ
の
他
の
規
定
の
整
備 

三 

施
行
期
日 

 
 

令
和
五
年
四
月
一
日 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
三
十
七
号
）
（
下
水
道
管
理
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

県
の
一
般
職
員
に
準
じ
、
六
十
歳
に
達
し
た
流
域
下
水
道
事
業
企
業
職
員
の
給
料
月
額
に
関

し
特
例
措
置
を
定
め
る
と
と
も
に
、
規
定
の
整
備
を
す
る
も
の 

二 

内
容 

 

㈠ 

六
十
歳
に
達
し
た
流
域
下
水
道
事
業
企
業
職
員
の
給
料
月
額
に
つ
い
て
、
管
理
者
が
定
め

る
旨
を
明
記 

㈡ 

そ
の
他
の
規
定
の
整
備 

三 

施
行
期
日 

 
 

令
和
五
年
四
月
一
日 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
三
十
八
号
）

（
教
職
員
課
） 

一 

趣
旨 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
か
ら
の
意
見
・
報
告
（
令
和
三
年
九
月
九
日
付
け
）
を
踏
ま
え
、
職
員

の
定
年
の
引
上
げ
等
に
関
し
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
な
ど
の
改
正
を
行
う
も
の
で
あ
る
。 

二 

内
容 

学
校
職
員
が
六
十
歳
に
達
し
た
日
後
、
最
初
の
四
月
一
日
以
降
、
給
料
の
月
額
を
六
十
歳
前

の
七
割
水
準
と
す
る
改
正
等 

三 

施
行
期
日 

令
和
五
年
四
月
一
日 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
三
十
九
号
）
（
県
立
学
校

人
事
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

県
立
特
別
支
援
学
校
一
校
の
設
置
、
県
立
高
等
学
校
四
校
の
統
合
及
び
県
立
高
等
学
校
一
校

の
位
置
の
表
示
の
変
更
を
す
る
た
め
の
改
正 

二 

内
容 

 

㈠ 

埼
玉
県
立
岩
槻
は
る
か
ぜ
特
別
支
援
学
校
の
設
置 

 

㈡ 

県
立
高
等
学
校
四
校
の
統
合 

 
 

ア 

埼
玉
県
立
児
玉
高
等
学
校
と
埼
玉
県
立
児
玉
白
楊
高
等
学
校
を
統
合
し
、
埼
玉
県
立
児 

 
 

 

玉
高
等
学
校
と
す
る
。 

 
 

イ 

埼
玉
県
立
飯
能
高
等
学
校
と
埼
玉
県
立
飯
能
南
高
等
学
校
を
統
合
し
、
埼
玉
県
立
飯
能 

 
 

 

高
等
学
校
と
す
る
。 

 

㈢ 

埼
玉
県
立
栗
橋
北
彩
高
等
学
校
の
位
置
の
表
示
の
変
更 

三 

施
行
期
日 

 
 

令
和
五
年
四
月
一
日 

 
 

た
だ
し
、
二
㈢
に
つ
い
て
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
四
十
号
）
（
保
健
体
育
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

公
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
の
基
準
を
定
め
る 

 

政
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
県
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
に
対
す
る 

 

介
護
補
償
の
額
の
改
定
を
す
る
た
め
の
改
正 

二 

内
容 

 
 

介
護
補
償
の
額
の
改
定 

三 

施
行
期
日 

 
 

公
布
の
日 



条

例 

埼
玉
県
手
数
料
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
四
年
七
月
八
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
条
例
第
二
十
八
号 

 
 

 

埼
玉
県
手
数
料
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

（
埼
玉
県
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
一
条 

埼
玉
県
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
埼
玉
県
条
例
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。 

別
表
都
市
整
備
部
の
項
第
五
十
五
号
中
「
第
八
十
五
条
第
五
項
」
を
「
第
八
十
五
条
第
六
項
」

に
改
め
、
同
項
第
五
十
六
号
中
「
第
八
十
五
条
第
六
項
」
を
「
第
八
十
五
条
第
七
項
」
に
改
め
、

同
項
第
六
十
九
号
中
「
第
八
十
七
条
の
三
第
五
項
」
を
「
第
八
十
七
条
の
三
第
六
項
」
に
改
め
、

同
項
第
七
十
号
中
「
第
八
十
七
条
の
三
第
六
項
」
を
「
第
八
十
七
条
の
三
第
七
項
」
に
改
め
、

同
項
第
百
九
号
中
「
第
五
項
」
を
「
第
七
項
」
に
、
「
長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
の
認
定
」

を
「
長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
又
は
長
期
優
良
住
宅
維
持
保
全
計
画
の
認
定
」
に
、
「
長
期

優
良
住
宅
建
築
等
計
画
認
定
申
請
手
数
料
」
を
「
長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
等
認
定
申
請
手

数
料
」
に
改
め
、
同
号
イ
⑴
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

  

別
表
都
市
整
備
部
の
項
第
百
九
号
イ
⑵
㈠
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

  

別
表
都
市
整
備
部
の
項
第
百
九
号
イ
⑵
㈡
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

  

別
表
都
市
整
備
部
の
項
第
百
九
号
イ
⑵
㈢
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

  

別
表
都
市
整
備
部
の
項
第
百
九
号
イ
⑵
㈣
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

  

別
表
都
市
整
備
部
の
項
第
百
九
号
イ
⑵
㈤
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

  

㈢ 

建
築
を
伴
わ
な
い
場
合 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
万
三
千
円 

 
 

(ハ ) 

建
築
を
伴
わ
な
い
場
合 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二
万
五
千
円 

 

 

(ハ ) 

建
築
を
伴
わ
な
い
場
合 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

四
万
二
千
円 

 

 

(ハ ) 

建
築
を
伴
わ
な
い
場
合 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

七
万
八
千
円 

 

 

(ハ ) 

建
築
を
伴
わ
な
い
場
合 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

十
一
万
八
千
円 

 

 

(ハ ) 

建
築
を
伴
わ
な
い
場
合 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

十
七
万
三
千
円 

 



別
表
都
市
整
備
部
の
項
第
百
九
号
イ
⑵
㈥
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

  
別
表
都
市
整
備
部
の
項
第
百
九
号
イ
⑵
㈦
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

  

別
表
都
市
整
備
部
の
項
第
百
九
号
イ
⑵
㈧
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

  

別
表
都
市
整
備
部
の
項
第
百
九
号
ロ
⑴
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

  

別
表
都
市
整
備
部
の
項
第
百
九
号
ロ
⑵
㈠
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

  

別
表
都
市
整
備
部
の
項
第
百
九
号
ロ
⑵
㈡
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

  

別
表
都
市
整
備
部
の
項
第
百
九
号
ロ
⑵
㈢
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

  

別
表
都
市
整
備
部
の
項
第
百
九
号
ロ
⑵
㈣
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

  

別
表
都
市
整
備
部
の
項
第
百
九
号
ロ
⑵
㈤
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

  

別
表
都
市
整
備
部
の
項
第
百
九
号
ロ
⑵
㈥
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

  

別
表
都
市
整
備
部
の
項
第
百
九
号
ロ
⑵
㈦
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

  

別
表
都
市
整
備
部
の
項
第
百
九
号
ロ
⑵
㈧
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 

(ハ ) 

建
築
を
伴
わ
な
い
場
合 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
十
万
円 

 

 

(ハ ) 

建
築
を
伴
わ
な
い
場
合 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

十
九
万
四
千
円 

 

 

(ハ ) 

建
築
を
伴
わ
な
い
場
合 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
三
十
万
六
千
円 

 

 

(ハ ) 

建
築
を
伴
わ
な
い
場
合 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

五
十
九
万
九
千
円 

 

 
(ハ ) 
建
築
を
伴
わ
な
い
場
合 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三
十
八
万
六
千
円 

 

 

(ハ ) 

建
築
を
伴
わ
な
い
場
合 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

百
六
万
八
千
円 

 

 

(ハ ) 

建
築
を
伴
わ
な
い
場
合 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

百
八
十
三
万
二
千
円 

 

 

(ハ ) 

建
築
を
伴
わ
な
い
場
合 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三
百
三
十
八
万
四
千
円 

 

 

(ハ ) 

建
築
を
伴
わ
な
い
場
合 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

四
十
五
万
千
円 

 

㈢ 

建
築
を
伴
わ
な
い
場
合 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

八
万
五
千
円 

 

 

(ハ ) 

建
築
を
伴
わ
な
い
場
合 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

四
百
八
十
三
万
二
千
円 

 



  

別
表
都
市
整
備
部
の
項
第
百
十
一
号
中
「
長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
の
変
更
」
を
「
長
期

優
良
住
宅
建
築
等
計
画
又
は
長
期
優
良
住
宅
維
持
保
全
計
画
の
変
更
」
に
、
「
長
期
優
良
住
宅

建
築
等
計
画
変
更
認
定
申
請
手
数
料
」
を
「
長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
等
変
更
認
定
申
請
手

数
料
」
に
改
め
、
同
号
イ
⑴
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

  

別
表
都
市
整
備
部
の
項
第
百
十
一
号
イ
⑵
㈠
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

  

別
表
都
市
整
備
部
の
項
第
百
十
一
号
イ
⑵
㈡
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

  

別
表
都
市
整
備
部
の
項
第
百
十
一
号
イ
⑵
㈢
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

  

別
表
都
市
整
備
部
の
項
第
百
十
一
号
イ
⑵
㈣
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

  

別
表
都
市
整
備
部
の
項
第
百
十
一
号
イ
⑵
㈤
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

  

別
表
都
市
整
備
部
の
項
第
百
十
一
号
イ
⑵
㈥
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

  

別
表
都
市
整
備
部
の
項
第
百
十
一
号
イ
⑵
㈦
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

  

別
表
都
市
整
備
部
の
項
第
百
十
一
号
イ
⑵
㈧
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

  

別
表
都
市
整
備
部
の
項
第
百
十
一
号
ロ
⑴
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 

 

(ハ ) 

建
築
を
伴
わ
な
い
場
合 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

五
百
九
十
一
万
九
千
円 

 

 

(ハ ) 

建
築
を
伴
わ
な
い
場
合 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二
十
二
万
五
千
五
百
円 

 

㈢ 

建
築
を
伴
わ
な
い
場
合 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

六
千
五
百
円 

 

 

(ハ ) 

建
築
を
伴
わ
な
い
場
合 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
万
二
千
五
百
円 

 

 

(ハ ) 

建
築
を
伴
わ
な
い
場
合 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
万
千
円 

 

 

(ハ ) 

建
築
を
伴
わ
な
い
場
合 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三
万
九
千
円 

 

 

(ハ ) 

建
築
を
伴
わ
な
い
場
合 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

五
万
九
千
円 

 

 

(ハ ) 

建
築
を
伴
わ
な
い
場
合 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

八
万
六
千
五
百
円 

 

 

(ハ ) 

建
築
を
伴
わ
な
い
場
合 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

十
五
万
円 

 

 

(ハ ) 

建
築
を
伴
わ
な
い
場
合 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

十
九
万
三
千
円 

 



  

別
表
都
市
整
備
部
の
項
第
百
十
一
号
ロ
⑵
㈠
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

  

別
表
都
市
整
備
部
の
項
第
百
十
一
号
ロ
⑵
㈡
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

  

別
表
都
市
整
備
部
の
項
第
百
十
一
号
ロ
⑵
㈢
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

  

別
表
都
市
整
備
部
の
項
第
百
十
一
号
ロ
⑵
㈣
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

  

別
表
都
市
整
備
部
の
項
第
百
十
一
号
ロ
⑵
㈤
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

  

別
表
都
市
整
備
部
の
項
第
百
十
一
号
ロ
⑵
㈥
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

  

別
表
都
市
整
備
部
の
項
第
百
十
一
号
ロ
⑵
㈦
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

  

別
表
都
市
整
備
部
の
項
第
百
十
一
号
ロ
⑵
㈧
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

  

 
 

別
表
教
育
委
員
会
の
項
第
一
号
中
「
第
十
六
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
十
六
条
第
一
項
」
に

改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
五
条
第
三
項
」
を
「
第
五
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中

「
第
五
条
第
六
項
」
を
「
第
五
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
か
ら
第
九
号
ま
で
を
削
り
、

同
項
第
十
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
十
一
号
か
ら
第
十
八
号
ま
で
を
六
号
ず
つ
繰
り
上

げ
る
。 

（
埼
玉
県
手
数
料
条
例
及
び
埼
玉
県
証
紙
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
二
条 

埼
玉
県
手
数
料
条
例
及
び
埼
玉
県
証
紙
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
令
和
三
年
埼

玉
県
条
例
第
五
十
三
号
）
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

㈢ 

建
築
を
伴
わ
な
い
場
合 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

四
万
二
千
五
百
円 

 

 
(ハ ) 

建
築
を
伴
わ
な
い
場
合 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

九
万
七
千
円 

 

 

(ハ ) 

建
築
を
伴
わ
な
い
場
合 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

十
五
万
三
千
円 

 

 

(ハ ) 

建
築
を
伴
わ
な
い
場
合 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二
十
九
万
九
千
五
百
円 

 

 

(ハ ) 

建
築
を
伴
わ
な
い
場
合 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

五
十
三
万
四
千
円 

 

 

(ハ ) 

建
築
を
伴
わ
な
い
場
合 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

九
十
一
万
六
千
円 

 

 

(ハ ) 

建
築
を
伴
わ
な
い
場
合 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

百
六
十
九
万
二
千
円 

 

 

(ハ ) 

建
築
を
伴
わ
な
い
場
合 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二
百
四
十
一
万
六
千
円 

 

 

(ハ ) 

建
築
を
伴
わ
な
い
場
合 

 
 

 
 

 
 

 

二
百
九
十
五
万
九
千
五
百
円 

 



 
 

附
則
第
三
項
を
削
る
。 

 
 

 

附 

則 

 
（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
埼
玉
県
手
数
料

条
例
別
表
都
市
整
備
部
の
項
第
五
十
五
号
、
第
五
十
六
号
、
第
六
十
九
号
及
び
第
七
十
号
の
改

正
規
定
並
び
に
同
表
教
育
委
員
会
の
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
改
正
規
定
及
び
同
項
第
四

号
か
ら
第
九
号
ま
で
を
削
り
、
同
項
第
十
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
十
一
号
か
ら
第
十

八
号
ま
で
を
六
号
ず
つ
繰
り
上
げ
る
改
正
規
定
並
び
に
次
項
中
埼
玉
県
証
紙
条
例
別
表
埼
玉
県

手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
埼
玉
県
条
例
第
九
号
）
の
項
第
三
百
九
十
八
号
か
ら
第
四
百
三
号

ま
で
を
削
り
、
同
項
第
四
百
四
号
を
同
項
第
三
百
九
十
八
号
と
し
、
同
項
第
四
百
五
号
か
ら
第

四
百
十
二
号
ま
で
を
六
号
ず
つ
繰
り
上
げ
る
改
正
規
定
は
公
布
の
日
か
ら
、
第
二
条
の
規
定
は

令
和
五
年
二
月
二
十
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
埼
玉
県
証
紙
条
例
の
一
部
改
正
） 

２ 

埼
玉
県
証
紙
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。 

別
表
埼
玉
県
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
埼
玉
県
条
例
第
九
号
）
の
項
第
三
百
七
十
七
号
中

「
長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
認
定
申
請
手
数
料
」
を
「
長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
等
認
定

申
請
手
数
料
」
に
改
め
、
同
項
第
三
百
七
十
九
号
中
「
長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
変
更
認
定

申
請
手
数
料
」
を
「
長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
等
変
更
認
定
申
請
手
数
料
」
に
改
め
、
同
項

第
三
百
九
十
八
号
か
ら
第
四
百
三
号
ま
で
を
削
り
、
同
項
第
四
百
四
号
を
同
項
第
三
百
九
十
八

号
と
し
、
同
項
第
四
百
五
号
か
ら
第
四
百
十
二
号
ま
で
を
六
号
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。 



条

例 

埼
玉
県
議
会
議
員
又
は
埼
玉
県
知
事
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使
用
等
の
公
営

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
四
年
七
月
八
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
条
例
第
二
十
九
号 

埼
玉
県
議
会
議
員
又
は
埼
玉
県
知
事
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使
用
等
の

公
営
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
議
会
議
員
又
は
埼
玉
県
知
事
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使
用
等
の
公
営

に
関
す
る
条
例
（
平
成
五
年
埼
玉
県
条
例
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
四
条
第
二
号
イ
中
「
一
万
五
千
八
百
円
」
を
「
一
万
六
千
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
七

千
五
百
六
十
円
」
を
「
七
千
七
百
円
」
に
改
め
る
。 

 

第
九
条
第
一
号
中
「
七
円
五
十
一
銭
」
を
「
七
円
七
十
三
銭
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
五

円
二
銭
」
を
「
五
円
十
八
銭
」
に
、
「
三
十
七
万
五
千
五
百
円
」
を
「
三
十
八
万
六
千
五
百
円
」

に
改
め
る
。 

 

第
十
三
条
第
一
号
中
「
五
百
二
十
五
円
六
銭
」
を
「
五
百
四
十
一
円
三
十
一
銭
」
に
、
「
三
十 

一
万
五
百
円
」
を
「
三
十
一
万
六
千
二
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
二
十
七
円
五
十 

銭
」
を
「
二
十
八
円
三
十
五
銭
」
に
、
「
五
十
七
万
三
千
三
十
円
」
を
「
五
十
八
万
六
千
九
百
五 

円
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
埼
玉
県
議
会
議
員
又
は
埼
玉
県
知
事
の
選

挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使
用
等
の
公
営
に
関
す
る
条
例
の
規
定
は
、
こ
の
条
例
の
施

行
の
日
以
後
そ
の
期
日
を
告
示
さ
れ
る
選
挙
か
ら
適
用
す
る
。 

 



条

例 

職
員
の
高
齢
者
部
分
休
業
に
関
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
四
年
七
月
八
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
条
例
第
三
十
号 

 
 

 

職
員
の
高
齢
者
部
分
休
業
に
関
す
る
条
例 

 

（
趣
旨
） 

第
一
条 

こ
の
条
例
は
、
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
。
次
条
第
二

項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
六
条
の
三
の
規
定
に
基
づ
き
、
職
員
の

高
齢
者
部
分
休
業
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
高
齢
者
部
分
休
業
の
承
認
） 

第
二
条 

高
齢
者
部
分
休
業
の
承
認
は
、
職
員
の
一
週
間
当
た
り
の
勤
務
時
間
の
二
分
の
一
を
超

え
な
い
範
囲
内
で
、
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
（
次
条
第
一
項
に
お
い
て
「
委
員
会
規
則
」
と

い
う
。
）
で
定
め
る
時
間
を
単
位
と
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。 

２ 

法
第
二
十
六
条
の
三
第
一
項
の
高
年
齢
と
し
て
条
例
で
定
め
る
年
齢
は
、
六
十
歳
と
す
る
。 

３ 

法
第
二
十
六
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
承
認
す
る
高
齢
者
部
分
休
業
の
期
間
の
始
期
は
、

前
項
に
定
め
る
年
齢
に
達
し
た
日
後
の
最
初
の
四
月
一
日
以
後
で
あ
っ
て
任
命
権
者
が
定
め
る

日
と
す
る
。 

 

（
高
齢
者
部
分
休
業
を
し
て
い
る
職
員
の
給
与
の
取
扱
い
） 

第
三
条 

職
員
が
高
齢
者
部
分
休
業
の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
い
場
合
に
は
、
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
七
年
埼
玉
県
条
例
第
十
九
号
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
給

与
条
例
」
と
い
う
。
）
第
十
三
条
第
一
項
（
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
一

年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
三
号
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
学
校
職
員
給
与
条
例
」
と

い
う
。
）
第
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
勤

務
し
な
い
一
時
間
に
つ
き
、
給
料
の
月
額
（
給
料
の
調
整
額
及
び
教
職
調
整
額
を
含
む
。
）
並

び
に
こ
れ
に
対
す
る
地
域
手
当
、
特
地
勤
務
手
当
（
給
与
条
例
第
十
二
条
の
三
の
規
定
に
よ
る

手
当
を
含
む
。
）
、
農
林
業
普
及
指
導
手
当
及
び
へ
き
地
手
当
（
学
校
職
員
給
与
条
例
第
十
条

の
三
の
規
定
に
よ
る
手
当
を
含
む
。
）
並
び
に
管
理
職
手
当
、
初
任
給
調
整
手
当
、
定
時
制
通

信
教
育
手
当
、
産
業
教
育
手
当
及
び
義
務
教
育
等
教
員
特
別
手
当
並
び
に
特
殊
勤
務
手
当
（
第

四
項
に
規
定
す
る
も
の
を
除
き
、
委
員
会
規
則
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）
の
月
額
の
合
計
額

に
十
二
を
乗
じ
、
そ
の
額
を
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
七
年
埼
玉
県

条
例
第
二
号
。
第
四
項
に
お
い
て
「
勤
務
時
間
条
例
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す

る
勤
務
時
間
に
五
十
二
を
乗
じ
た
も
の
で
除
し
て
得
た
額
を
減
額
し
て
給
与
を
支
給
す
る
。 

２ 

高
齢
者
部
分
休
業
を
し
て
い
る
職
員
に
対
す
る
給
与
条
例
第
十
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
の



適
用
に
つ
い
て
は
同
号
中
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
と
あ
る
の
は
「
職
員
の
高
齢

者
部
分
休
業
に
関
す
る
条
例
（
令
和
四
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す

る
高
齢
者
部
分
休
業
を
し
て
い
る
職
員
」
と
、
学
校
職
員
給
与
条
例
第
九
条
の
五
第
二
項
第
二

号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
同
号
中
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
学
校
職
員
」
と
あ
る
の

は
「
職
員
の
高
齢
者
部
分
休
業
に
関
す
る
条
例
（
令
和
四
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
号
）
第
二
条

第
一
項
に
規
定
す
る
高
齢
者
部
分
休
業
を
し
て
い
る
学
校
職
員
」
と
す
る
。 

３ 

高
齢
者
部
分
休
業
を
し
て
い
る
職
員
に
対
す
る
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
（
平

成
十
一
年
埼
玉
県
条
例
第
五
号
。
次
項
に
お
い
て
「
特
殊
勤
務
手
当
条
例
」
と
い
う
。
）
第
二

十
四
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」

と
あ
る
の
は
「
職
員
の
高
齢
者
部
分
休
業
に
関
す
る
条
例
（
令
和
四
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
号
）

第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
高
齢
者
部
分
休
業
を
し
て
い
る
職
員
」
と
、
「
に
、
勤
務
時
間
条

例
第
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す

る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
」
と
あ
る
の
は
「
か
ら
、
そ
の
者
が
高
齢
者
部
分
休

業
又
は
職
員
の
修
学
部
分
休
業
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
三
年
埼
玉
県
条
例
第
九
号
）
第
二

条
第
一
項
に
規
定
す
る
修
学
部
分
休
業
の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
い
一
時
間
に
つ
き
、
当
該

額
に
十
二
を
乗
じ
、
そ
の
額
を
勤
務
時
間
条
例
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
に
五
十

二
を
乗
じ
た
も
の
で
除
し
た
額
を
減
額
し
て
」
と
す
る
。 

４ 

高
齢
者
部
分
休
業
を
し
て
い
る
職
員
が
特
殊
勤
務
手
当
条
例
第
二
十
四
条
第
一
項
各
号
に
掲

げ
る
特
殊
勤
務
手
当
の
支
給
さ
れ
る
業
務
に
従
事
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
ご
と
の
日
数
が
、
一

月
に
つ
い
て
そ
の
月
の
勤
務
を
要
す
る
日
数
（
そ
の
月
の
現
日
数
か
ら
勤
務
時
間
条
例
第
三
条

第
一
項
、
第
四
条
及
び
第
五
条
の
規
定
に
基
づ
く
週
休
日
、
勤
務
時
間
条
例
第
八
条
第
一
項
に

規
定
す
る
職
員
の
休
日
（
勤
務
時
間
条
例
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
代
休
日
を
指
定
さ
れ

て
、
当
該
職
員
の
休
日
に
割
り
振
ら
れ
た
勤
務
時
間
の
全
部
を
勤
務
し
た
場
合
を
除
く
。
）
、

勤
務
時
間
条
例
第
九
条
に
規
定
す
る
代
休
日
並
び
に
高
齢
者
部
分
休
業
又
は
職
員
の
修
学
部
分

休
業
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
三
年
埼
玉
県
条
例
第
九
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
修

学
部
分
休
業
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
修
学
部
分
休
業
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
勤
務
し
な
か

っ
た
日
を
差
し
引
い
た
日
数
を
い
う
。
）
の
二
分
の
一
に
満
た
な
い
場
合
に
お
け
る
当
該
業
務

に
係
る
特
殊
勤
務
手
当
の
額
は
、
特
殊
勤
務
手
当
条
例
第
二
十
五
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

高
齢
者
部
分
休
業
又
は
修
学
部
分
休
業
の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
い
一
時
間
に
つ
き
、
特
殊

勤
務
手
当
条
例
の
規
定
（
第
二
十
五
条
を
除
く
。
）
に
よ
り
受
け
る
べ
き
特
殊
勤
務
手
当
の
月

額
に
十
二
を
乗
じ
、
そ
の
額
を
勤
務
時
間
条
例
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
に
五
十

二
を
乗
じ
た
も
の
で
除
し
た
額
を
減
額
し
て
得
た
額
の
百
分
の
六
十
に
相
当
す
る
額
と
す
る
。 

 

（
高
齢
者
部
分
休
業
を
し
た
職
員
の
退
職
手
当
の
取
扱
い
） 

第
四
条 

高
齢
者
部
分
休
業
の
承
認
を
受
け
て
職
員
が
一
週
間
の
勤
務
時
間
の
一
部
に
つ
い
て
勤



務
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
勤
務
し
な
か
っ
た
期
間
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
期
間
を
職

員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
八
年
埼
玉
県
条
例
第
十
八
号
）
第
八
条
第
一
項
か

ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
在
職
期
間
か
ら
除
算
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

同
条
第
七
項
中
「
前
各
項
」
と
あ
る
の
は
「
前
各
項
及
び
職
員
の
高
齢
者
部
分
休
業
に
関
す
る

条
例
（
令
和
四
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
号
）
第
四
条
」
と
、
同
条
第
九
項
中
「
前
各
項
」
と
あ

る
の
は
「
前
各
項
及
び
職
員
の
高
齢
者
部
分
休
業
に
関
す
る
条
例
第
四
条
」
と
す
る
。 

 

（
高
齢
者
部
分
休
業
の
承
認
の
取
消
し
又
は
休
業
時
間
の
短
縮
） 

第
五
条 

任
命
権
者
は
、
高
齢
者
部
分
休
業
を
し
て
い
る
職
員
の
業
務
を
処
理
す
る
た
め
の
措
置

を
講
ず
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
と
な
っ
た
場
合
で
当
該
職
員
の
同
意
を
得
た
と
き
は
、
高
齢
者

部
分
休
業
の
承
認
を
取
り
消
し
、
又
は
休
業
時
間
（
高
齢
者
部
分
休
業
の
承
認
を
受
け
た
一
週

間
当
た
り
の
勤
務
し
な
い
時
間
を
い
う
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き

る
。 

 

（
高
齢
者
部
分
休
業
の
休
業
時
間
の
延
長
の
承
認
） 

第
六
条 

任
命
権
者
は
、
既
に
高
齢
者
部
分
休
業
を
し
て
い
る
職
員
か
ら
休
業
時
間
の
延
長
の
申

出
が
あ
っ
た
場
合
で
公
務
の
運
営
に
支
障
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
職
員
に
係
る
休
業

時
間
の
延
長
を
承
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
埼
玉
県
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

２ 

埼
玉
県
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
一
年
埼
玉
県
条
例

第
六
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
十
八
条
第
二
項
中
「
）
又
は
」
を
「
）
、
」
に
、
「
に
つ
き
管
理
者
」
を
「
又
は
高
齢
者

部
分
休
業
（
当
該
職
員
が
管
理
者
が
定
め
る
年
齢
に
達
し
た
日
以
後
の
日
で
申
請
に
お
い
て
示

し
た
日
か
ら
当
該
職
員
に
係
る
定
年
退
職
日
（
地
方
公
務
員
法
第
二
十
八
条
の
六
第
一
項
に
規

定
す
る
定
年
退
職
日
を
い
う
。
）
ま
で
の
期
間
中
、
一
週
間
の
勤
務
時
間
の
一
部
に
つ
い
て
勤

務
し
な
い
こ
と
を
い
う
。
）
に
つ
き
管
理
者
」
に
改
め
る
。 

 

（
埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

３ 

埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十

一
年
埼
玉
県
条
例
第
七
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
二
十
条
第
二
項
中
「
）
又
は
」
を
「
）
、
」
に
、
「
に
つ
き
管
理
者
」
を
「
又
は
高
齢
者

部
分
休
業
（
当
該
職
員
が
管
理
者
が
定
め
る
年
齢
に
達
し
た
日
以
後
の
日
で
申
請
に
お
い
て
示

し
た
日
か
ら
当
該
職
員
に
係
る
定
年
退
職
日
（
地
方
公
務
員
法
第
二
十
八
条
の
六
第
一
項
に
規

定
す
る
定
年
退
職
日
を
い
う
。
）
ま
で
の
期
間
中
、
一
週
間
の
勤
務
時
間
の
一
部
に
つ
い
て
勤



務
し
な
い
こ
と
を
い
う
。
）
に
つ
き
管
理
者
」
に
改
め
る
。 

 

（
職
員
の
修
学
部
分
休
業
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

４ 
職
員
の
修
学
部
分
休
業
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
三
年
埼
玉
県
条
例
第
九
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
三
条
第
三
項
中
「
の
承
認
」
を
「
又
は
職
員
の
高
齢
者
部
分
休
業
に
関
す
る
条
例
（
令
和

四
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
高
齢
者
部
分
休
業
の
承
認
」
に
改

め
、
同
条
第
四
項
中
「
に
よ
り
勤
務
」
を
「
又
は
職
員
の
高
齢
者
部
分
休
業
に
関
す
る
条
例
（
令

和
四
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
高
齢
者
部
分
休
業
（
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
「
高
齢
者
部
分
休
業
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
勤
務
」
に
、
「
の
承
認
」
を
「
又
は

高
齢
者
部
分
休
業
の
承
認
」
に
改
め
る
。 



条

例 

職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
四
年
七
月
八
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
条
例
第
三
十
一
号 

 
 

 

職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
条
例 

 

（
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
一
条 

職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
五
十
九
年
埼
玉
県
条
例
第
四
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

題
名
の
次
に
次
の
目
次
及
び
章
名
を
付
す
る
。 

 

目
次 

 
 

第
一
章 

総
則
（
第
一
条
） 

 
 

第
二
章 

定
年
制
度
（
第
二
条
―
第
五
条
） 

 
 

第
三
章 

管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢
制
（
第
六
条
―
第
十
一
条
） 

 
 

第
四
章 

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
制
（
第
十
二
条
・
第
十
三
条
） 

 
 

第
五
章 

雑
則
（
第
十
四
条
） 

 
 

附
則 

 
 

 
 

第
一
章 

総
則 

 
 

第
一
条
中
「
）
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
及
び
第
二
十
八
条
の
三
並
び
に
」

を
「
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
二
十
二
条
の
五

第
一
項
、
第
二
十
八
条
の
二
、
第
二
十
八
条
の
五
、
第
二
十
八
条
の
六
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま

で
並
び
に
第
二
十
八
条
の
七
、
」
に
改
め
、
「
第
四
十
三
条
第
三
項
」
の
下
に
「
並
び
に
警
察

法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
五
十
六
条
の
四
第
二
項
」
を
加
え
、
同
条
の
次

に
次
の
章
名
を
付
す
る
。 

 
 

 
 

第
二
章 

定
年
制
度 

 
 

第
三
条
中
「
六
十
年
」
を
「
六
十
五
年
」
に
改
め
、
同
条
た
だ
し
書
及
び
各
号
を
削
り
、
同

条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

 

２ 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
別
表
に
掲
げ
る
施
設
等
に
お
い
て
医
療
業
務
に
従
事
す
る

医
師
及
び
歯
科
医
師
の
定
年
は
、
年
齢
七
十
年
と
す
る
。 

 
 

第
四
条
第
一
項
中
「
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
」
を
「
次
に
掲
げ
る
事
由
が
あ
る
」

に
、
「
そ
の
職
員
に
」
を
「
同
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
職
員
に
」
に
、
「
そ
の
職
員

を
当
該
」
を
「
当
該
職
員
を
当
該
定
年
退
職
日
に
お
い
て
従
事
し
て
い
る
」
に
、
「
引
き
続
い

て
」
を
「
、
引
き
続
き
」
に
改
め
、
同
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。 

 
 

 

た
だ
し
、
第
九
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
異
動
期
間
（
同
条
第
一
項
に



規
定
す
る
異
動
期
間
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
（
同
条
第
一
項

又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
異
動
期
間
を
含
む
。
）
を
延
長
し
た
職
員
で
あ
つ

て
、
定
年
退
職
日
に
お
い
て
管
理
監
督
職
（
第
六
条
に
規
定
す
る
職
を
い
う
。
以
下
こ
の
条

及
び
次
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
占
め
て
い
る
職
員
に
つ
い
て
は
、
第
九
条
第
一
項
又
は
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
異
動
期
間
を
延
長
し
た
場
合
で
あ
つ
て
、
引
き
続
き
勤
務
さ
せ
る

こ
と
に
つ
い
て
埼
玉
県
人
事
委
員
会
の
承
認
を
得
た
と
き
に
限
る
も
の
と
し
、
当
該
期
限
は
、

当
該
職
員
が
占
め
て
い
る
管
理
監
督
職
に
係
る
異
動
期
間
の
末
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三

年
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

 
 

第
四
条
第
一
項
第
一
号
中
「
そ
の
」
を
「
当
該
」
に
改
め
、
「
退
職
に
よ
り
」
の
下
に
「
生

ず
る
欠
員
を
容
易
に
補
充
す
る
こ
と
が
で
き
ず
」
を
加
え
、
「
と
き
」
を
「
こ
と
」
に
改
め
、

同
項
第
二
号
中
「
そ
の
職
員
」
を
「
当
該
職
員
」
に
、
「
で
き
な
い
と
き
」
を
「
で
き
ず
公
務

の
運
営
に
著
し
い
支
障
が
生
ず
る
こ
と
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
そ
の
」
を
「
当
該
」
に
、

「
と
き
」
を
「
こ
と
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
の
事
由
」
を
「
前
項
各
号
に
掲
げ
る

事
由
」
に
、
「
存
す
る
」
を
「
あ
る
」
に
改
め
、
「
得
て
、
」
の
下
に
「
こ
れ
ら
の
期
限
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
」
を
加
え
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
そ
の
」
を
「
当
該
」
に
改
め
、
「
定
年
退

職
日
」
の
下
に
「
（
同
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
職
員
に
あ
つ
て
は
、
当
該
職
員
が
占
め
て
い

る
管
理
監
督
職
に
係
る
異
動
期
間
の
末
日
）
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
引
き
続
い
て
」
を

「
引
き
続
き
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
任
命
権
者
は
」
の
下
に
「
、
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
引
き
続
き
勤
務
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
職
員
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
期
限
が
延
長
さ
れ
た

職
員
に
つ
い
て
」
を
加
え
、
「
第
一
項
の
事
由
」
を
「
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
由
」
に
、
「
存

し
な
く
な
つ
た
」
を
「
な
く
な
つ
た
」
に
、
「
そ
の
」
を
「
当
該
」
に
、
「
繰
り
上
げ
て
退
職

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
」
を
「
繰
り
上
げ
る
も
の
と
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
埼
玉

県
人
事
委
員
会
規
則
」
の
下
に
「
（
以
下
「
人
事
委
員
会
規
則
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
る
。 

 
 

本
則
に
次
の
三
章
を
加
え
る
。 

 
 

 
 

第
三
章 

管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢
制 

 
 

（
管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢
制
の
対
象
と
な
る
管
理
監
督
職
） 

 

第
六
条 

法
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
条
例
で
定
め
る
職
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
職
（
別
表
に
掲
げ
る
施
設
等
に
お
い
て
医
療
業
務
に
従
事
す
る
医
師
及
び
歯
科
医
師
が
占

め
る
職
を
除
く
。
）
と
す
る
。 

 
 

一 

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
七
年
埼
玉
県
条
例
第
十
九
号
）
第
七
条
の
二

第
一
項
、
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
三
号
）

第
十
二
条
の
六
第
一
項
、
埼
玉
県
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
（
昭

和
四
十
一
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
四
号
）
第
四
条
又
は
埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
企
業
職

員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
一
年
埼
玉
県
条
例
第
七
十
一
号
）



第
四
条
に
規
定
す
る
管
理
職
手
当
を
支
給
さ
れ
る
職
員
の
職 

 
 

二 

警
視
又
は
警
部
の
階
級
に
あ
る
警
察
官
（
前
号
に
掲
げ
る
職
を
除
く
。
） 

 
 

三 

前
二
号
に
掲
げ
る
職
と
の
権
衡
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
職
と
し
て
人
事
委
員
会

規
則
で
定
め
る
職 

 
 

（
管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢
） 

 

第
七
条 

法
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢
は
、
年
齢
六

十
年
と
す
る
。 

 
 

（
他
の
職
へ
の
降
任
等
を
行
う
に
当
た
つ
て
遵
守
す
べ
き
基
準
） 

 

第
八
条 

任
命
権
者
は
、
法
第
二
十
八
条
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
他
の
職
へ
の
降
任
等
（
以

下
こ
の
章
に
お
い
て
「
他
の
職
へ
の
降
任
等
」
と
い
う
。
）
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
法
第

十
三
条
、
第
十
五
条
、
第
二
十
三
条
の
三
、
第
二
十
七
条
第
一
項
及
び
第
五
十
六
条
に
定
め

る
も
の
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
基
準
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

一 

当
該
職
員
の
人
事
評
価
の
結
果
又
は
勤
務
の
状
況
及
び
職
務
経
験
等
に
基
づ
き
、
降
任

又
は
転
任
（
降
給
を
伴
う
転
任
に
限
る
。
）
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
十
条
に
お
い
て
「
降

任
等
」
と
い
う
。
）
を
し
よ
う
と
す
る
職
の
属
す
る
職
制
上
の
段
階
の
標
準
的
な
職
に
係

る
法
第
十
五
条
の
二
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
標
準
職
務
遂
行
能
力
（
次
条
第
三
項
に

お
い
て
「
標
準
職
務
遂
行
能
力
」
と
い
う
。
）
及
び
当
該
降
任
等
を
し
よ
う
と
す
る
職
に

つ
い
て
の
適
性
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
職
に
、
降
任
等
を
す
る
こ
と
。 

 
 

二 

人
事
の
計
画
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
た
上
で
、
管
理
監
督
職
以
外
の
職
又
は
管
理
監

督
職
勤
務
上
限
年
齢
が
当
該
職
員
の
年
齢
を
超
え
る
管
理
監
督
職
の
う
ち
で
き
る
限
り
上

位
の
職
制
上
の
段
階
に
属
す
る
職
に
、
降
任
等
を
す
る
こ
と
。 

 
 

三 

当
該
職
員
の
他
の
職
へ
の
降
任
等
を
す
る
際
に
、
当
該
職
員
が
占
め
て
い
た
管
理
監
督

職
が
属
す
る
職
制
上
の
段
階
よ
り
上
位
の
職
制
上
の
段
階
に
属
す
る
管
理
監
督
職
を
占
め

る
職
員
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
上
位
職
職
員
」
と
い
う
。
）
の
他
の
職
へ
の
降
任
等

も
す
る
場
合
に
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
基
準
に
従
つ
た
上
で
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
考

慮
し
て
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
を
除
き
、
上
位
職
職
員
の
降
任
等
を
し
た
職

が
属
す
る
職
制
上
の
段
階
と
同
じ
職
制
上
の
段
階
又
は
当
該
職
制
上
の
段
階
よ
り
下
位
の

職
制
上
の
段
階
に
属
す
る
職
に
、
降
任
等
を
す
る
こ
と
。 

 

２ 

前
項
の
規
定
は
、
警
察
法
第
五
十
六
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
任
命
に
つ
い
て
準
用

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
項
中
「
任
命
権
者
」
と
あ
る
の
は
「
警
察
本
部
長
」
と
、

「
法
第
二
十
八
条
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
他
の
職
へ
の
降
任
等
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て

「
他
の
職
へ
の
降
任
等
」
と
い
う
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
警
察
法
第
五
十
六
条
の
二
第
一
項

に
規
定
す
る
特
定
地
方
警
務
官
（
以
下
単
に
「
特
定
地
方
警
務
官
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、

同
法
第
五
十
六
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
任
命
（
以
下
「
特
定
任
命
」
と
い
う
。
）
」



と
、
同
項
第
一
号
中
「
職
員
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
地
方
警
務
官
」
と
、
「
降
任
又
は
転
任

（
降
給
を
伴
う
転
任
に
限
る
。
）
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
十
条
に
お
い
て
「
降
任
等
」
と
い

う
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
任
命
」
と
、
「
降
任
等
を
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
任
命
を
」

と
、
同
項
第
二
号
中
「
職
員
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
地
方
警
務
官
」
と
、
「
降
任
等
」
と
あ

る
の
は
「
特
定
任
命
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
職
員
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
地
方
警
務
官
」

と
、
「
他
の
職
へ
の
降
任
等
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
任
命
」
と
、
「
降
任
等
を
し
た
」
と
あ

る
の
は
「
特
定
任
命
を
し
た
」
と
、
「
、
降
任
等
」
と
あ
る
の
は
「
、
特
定
任
命
」
と
読
み

替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

（
管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢
に
よ
る
降
任
等
及
び
管
理
監
督
職
へ
の
任
用
の
制
限
の
特
例
） 

 

第
九
条 

任
命
権
者
は
、
他
の
職
へ
の
降
任
等
を
す
べ
き
管
理
監
督
職
を
占
め
る
職
員
に
つ
い

て
、
次
に
掲
げ
る
事
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
職
員
が
占
め
る
管
理
監
督
職
に
係

る
異
動
期
間
（
当
該
管
理
監
督
職
に
係
る
管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢
に
達
し
た
日
の
翌
日

か
ら
同
日
以
後
に
お
け
る
最
初
の
四
月
一
日
ま
で
の
間
を
い
う
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同

じ
。
）
の
末
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
期
間
内
（
当
該
期
間
内
に
定
年
退

職
日
が
あ
る
職
員
に
あ
つ
て
は
、
当
該
異
動
期
間
の
末
日
の
翌
日
か
ら
定
年
退
職
日
ま
で
の

期
間
内
。
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
当
該
異
動
期
間
を
延
長
し
、
引
き
続
き
当
該
管
理

監
督
職
を
占
め
る
職
員
に
、
当
該
管
理
監
督
職
を
占
め
た
ま
ま
勤
務
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
。 

 
 

一 

当
該
職
務
が
高
度
の
知
識
、
技
能
又
は
経
験
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
当
該

職
員
の
他
の
職
へ
の
降
任
等
に
よ
り
生
ず
る
欠
員
を
容
易
に
補
充
す
る
こ
と
が
で
き
ず
公

務
の
運
営
に
著
し
い
支
障
が
生
ず
る
こ
と
。 

 
 

二 

当
該
職
務
に
係
る
勤
務
環
境
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
特
殊
性
が
あ
る
た
め
、
当
該
職
員

の
他
の
職
へ
の
降
任
等
に
よ
る
欠
員
を
容
易
に
補
充
す
る
こ
と
が
で
き
ず
公
務
の
運
営
に

著
し
い
支
障
が
生
ず
る
こ
と
。 

 
 

三 

当
該
職
務
を
担
当
す
る
者
の
交
替
が
当
該
業
務
の
遂
行
上
重
大
な
障
害
と
な
る
特
別
の

事
情
が
あ
る
た
め
、
当
該
職
員
の
他
の
職
へ
の
降
任
等
に
よ
り
公
務
の
運
営
に
著
し
い
支

障
が
生
ず
る
こ
と
。 

 

２ 

任
命
権
者
は
、
前
項
又
は
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
異
動
期
間
（
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
延

長
さ
れ
た
期
間
を
含
む
。
）
が
延
長
さ
れ
た
管
理
監
督
職
を
占
め
る
職
員
に
つ
い
て
、
前
項

各
号
に
掲
げ
る
事
由
が
引
き
続
き
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
埼
玉
県
人
事
委
員
会
の
承
認
を

得
て
、
延
長
さ
れ
た
当
該
異
動
期
間
の
末
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
期
間

内
（
当
該
期
間
内
に
定
年
退
職
日
が
あ
る
職
員
に
あ
つ
て
は
、
延
長
さ
れ
た
当
該
異
動
期
間

の
末
日
の
翌
日
か
ら
定
年
退
職
日
ま
で
の
期
間
内
。
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
延
長
さ

れ
た
当
該
異
動
期
間
を
更
に
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
更
に
延
長
さ
れ
る
当
該



異
動
期
間
の
末
日
は
、
当
該
職
員
が
占
め
る
管
理
監
督
職
に
係
る
異
動
期
間
の
末
日
の
翌
日

か
ら
起
算
し
て
三
年
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

 
３ 

任
命
権
者
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
異
動
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
を
除

き
、
他
の
職
へ
の
降
任
等
を
す
べ
き
特
定
管
理
監
督
職
群
（
職
務
の
内
容
が
相
互
に
類
似
す

る
複
数
の
管
理
監
督
職
で
あ
つ
て
、
こ
れ
ら
の
欠
員
を
容
易
に
補
充
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

年
齢
別
構
成
そ
の
他
の
特
別
の
事
情
が
あ
る
管
理
監
督
職
と
し
て
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め

る
管
理
監
督
職
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
属
す
る
管
理
監
督
職
を
占
め

る
職
員
に
つ
い
て
、
当
該
特
定
管
理
監
督
職
群
に
属
す
る
管
理
監
督
職
の
属
す
る
職
制
上
の

段
階
の
標
準
的
な
職
に
係
る
標
準
職
務
遂
行
能
力
及
び
当
該
管
理
監
督
職
に
つ
い
て
の
適
性

を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
職
員
（
当
該
管
理
監
督
職
に
係
る
管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢
に

達
し
た
職
員
を
除
く
。
）
の
数
が
当
該
管
理
監
督
職
の
数
に
満
た
な
い
等
の
事
情
が
あ
る
た

め
、
当
該
職
員
の
他
の
職
へ
の
降
任
等
に
よ
り
当
該
管
理
監
督
職
に
生
ず
る
欠
員
を
容
易
に

補
充
す
る
こ
と
が
で
き
ず
業
務
の
遂
行
に
重
大
な
障
害
が
生
ず
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該

職
員
が
占
め
る
管
理
監
督
職
に
係
る
異
動
期
間
の
末
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え

な
い
期
間
内
で
当
該
異
動
期
間
を
延
長
し
、
引
き
続
き
当
該
管
理
監
督
職
を
占
め
て
い
る
職

員
に
当
該
管
理
監
督
職
を
占
め
た
ま
ま
勤
務
を
さ
せ
、
又
は
当
該
職
員
を
当
該
管
理
監
督
職

が
属
す
る
特
定
管
理
監
督
職
群
の
他
の
管
理
監
督
職
に
降
任
し
、
若
し
く
は
転
任
す
る
こ
と

が
で
き
る
。 

 

４ 

任
命
権
者
は
、
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
異
動
期
間
（
こ
れ
ら
の
規
定
に

よ
り
延
長
さ
れ
た
期
間
を
含
む
。
）
が
延
長
さ
れ
た
管
理
監
督
職
を
占
め
る
職
員
に
つ
い
て

前
項
に
規
定
す
る
事
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
（
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
当
該

異
動
期
間
を
更
に
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
を
除
く
。
）
、
又
は
前
項
若
し
く
は
こ
の

項
の
規
定
に
よ
り
異
動
期
間
（
前
三
項
又
は
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
期
間
を
含

む
。
）
が
延
長
さ
れ
た
管
理
監
督
職
を
占
め
る
職
員
に
つ
い
て
前
項
に
規
定
す
る
事
由
が
引

き
続
き
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
埼
玉
県
人
事
委
員
会
の
承
認
を
得
て
、
延
長
さ
れ
た
当
該

異
動
期
間
の
末
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
期
間
内
で
延
長
さ
れ
た
当
該
異

動
期
間
を
更
に
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

（
異
動
期
間
の
延
長
等
に
係
る
職
員
の
同
意
） 

 

第
十
条 

任
命
権
者
は
、
前
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
異
動
期
間
を
延
長
す

る
場
合
及
び
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
他
の
管
理
監
督
職
に
降
任
等
を
す
る
場
合
に
は
、

あ
ら
か
じ
め
職
員
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

（
異
動
期
間
の
延
長
事
由
が
消
滅
し
た
場
合
の
措
置
） 

 

第
十
一
条 

任
命
権
者
は
、
第
九
条
の
規
定
に
よ
り
異
動
期
間
を
延
長
し
た
場
合
に
お
い
て
、

当
該
異
動
期
間
の
末
日
の
到
来
前
に
当
該
異
動
期
間
の
延
長
の
事
由
が
消
滅
し
た
と
き
は
、



他
の
職
へ
の
降
任
等
を
す
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

 
 

第
四
章 

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
制 

 
 

（
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
任
用
） 

 

第
十
二
条 

任
命
権
者
は
、
年
齢
六
十
年
に
達
し
た
日
以
後
に
退
職
（
臨
時
的
に
任
用
さ
れ
る

職
員
そ
の
他
の
法
律
に
よ
り
任
期
を
定
め
て
任
用
さ
れ
る
職
員
及
び
非
常
勤
職
員
が
退
職
す

る
場
合
を
除
く
。
）
を
し
た
者
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
第
一
項
に
お
い
て
「
年
齢
六
十
年

以
上
退
職
者
」
と
い
う
。
）
を
、
従
前
の
勤
務
実
績
そ
の
他
の
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る

情
報
に
基
づ
く
選
考
に
よ
り
、
短
時
間
勤
務
の
職
（
当
該
職
を
占
め
る
職
員
の
一
週
間
当
た

り
の
通
常
の
勤
務
時
間
が
、
常
時
勤
務
を
要
す
る
職
で
そ
の
職
務
が
当
該
短
時
間
勤
務
の
職

と
同
種
の
職
を
占
め
る
職
員
の
一
週
間
当
た
り
の
通
常
の
勤
務
時
間
に
比
し
短
い
時
間
で
あ

る
職
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
採
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
た
だ
し
、
年
齢
六
十
年
以
上
退
職
者
が
そ
の
者
を
採
用
し
よ
う
と
す
る
短
時
間
勤
務

の
職
に
係
る
定
年
退
職
日
相
当
日
（
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
職
員
が
、
常
時
勤
務
を
要

す
る
職
で
そ
の
職
務
が
当
該
短
時
間
勤
務
の
職
と
同
種
の
職
を
占
め
て
い
る
も
の
と
し
た
場

合
に
お
け
る
定
年
退
職
日
を
い
う
。
）
を
経
過
し
た
者
で
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 

第
十
三
条 

任
命
権
者
は
、
前
条
本
文
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
県
が
加
入
す
る
地
方
自
治
法
（
昭

和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
八
十
四
条
第
一
項
の
一
部
事
務
組
合
又
は
広
域
連

合
の
年
齢
六
十
年
以
上
退
職
者
を
、
従
前
の
勤
務
実
績
そ
の
他
の
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め

る
情
報
に
基
づ
く
選
考
に
よ
り
、
短
時
間
勤
務
の
職
に
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

２ 

前
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
前
条
た
だ
し
書
の
規
定
を
準
用
す
る
。 

 
 

 
 

第
五
章 

雑
則 

 
 

（
雑
則
） 

 

第
十
四
条 

こ
の
条
例
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
。 

 
 

附
則
第
三
項
の
見
出
し
を
削
り
、
同
項
の
前
に
見
出
し
と
し
て
「
（
定
年
に
関
す
る
経
過
措

置
）
」
を
付
し
、
同
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

３ 

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
三
条
第
一

項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
期
間
の
区
分
に
応
じ
、
同
項
中

「
六
十
五
年
」
と
あ
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。 

      

令
和
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

令
和
九
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

六
十
四
年 

六
十
三
年 

六
十
二
年 

六
十
一
年 

 



 
 

附
則
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。 

 

４ 

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
職
員
の
定

年
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
条
例
（
令
和
四
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
一

号
。
以
下
こ
の
項
か
ら
附
則
第
六
項
ま
で
に
お
い
て
「
令
和
四
年
改
正
条
例
」
と
い
う
。
）

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
第
三
条
第
二
号
に
掲
げ
る
職
員
に
対
す
る
第
三
条
第
一
項

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
期

間
の
区
分
に
応
じ
、
第
三
条
第
一
項
中
「
六
十
五
年
」
と
あ
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下

欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。 

    

５ 

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
令
和
四
年

改
正
条
例
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
第
三
条
第
一
号
に
掲
げ
る
職
員
に
対
す
る
第
三

条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
附
則
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
表
の

上
欄
に
掲
げ
る
期
間
の
区
分
に
応
じ
、
第
三
条
第
二
項
中
「
七
十
年
」
と
あ
る
の
は
、
そ
れ

ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。 

       
 

附
則
に
次
の
見
出
し
及
び
二
項
を
加
え
る
。 

 
 

（
情
報
の
提
供
及
び
勤
務
の
意
思
の
確
認
） 

 

６ 

任
命
権
者
は
、
当
分
の
間
、
職
員
（
臨
時
的
に
任
用
さ
れ
る
職
員
そ
の
他
の
法
律
に
よ
り

任
期
を
定
め
て
任
用
さ
れ
る
職
員
、
非
常
勤
職
員
並
び
に
第
三
条
第
二
項
及
び
令
和
四
年
改

正
条
例
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
第
三
条
第
一
号
に
掲
げ
る
職
員
を
除
く
。
以
下
こ

の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
年
齢
六
十
年
（
令
和
四
年
改
正
条
例
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改

正
前
の
第
三
条
第
二
号
に
掲
げ
る
職
員
に
あ
つ
て
は
同
号
に
定
め
る
年
齢
。
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
同
じ
。
）
に
達
す
る
日
の
属
す
る
年
度
の
前
年
度
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
情
報

の
提
供
及
び
勤
務
の
意
思
の
確
認
を
行
う
べ
き
年
度
」
と
い
う
。
）
（
情
報
の
提
供
及
び
勤

務
の
意
思
の
確
認
を
行
う
べ
き
年
度
に
職
員
で
な
か
つ
た
者
で
、
当
該
情
報
の
提
供
及
び
勤

務
の
意
思
の
確
認
を
行
う
べ
き
年
度
の
末
日
後
に
採
用
さ
れ
た
職
員
（
異
動
等
に
よ
り
情
報

の
提
供
及
び
勤
務
の
意
思
の
確
認
を
行
う
べ
き
年
度
の
末
日
を
経
過
す
る
こ
と
と
な
つ
た
職

令
和
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

六
十
四
年 

六
十
三
年 

 

令
和
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

令
和
九
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

六
十
九
年 

六
十
八
年 

六
十
七
年 

六
十
六
年 

 



員
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
末
日
経
過
職
員
」
と
い
う
。
）
を
除
く
。
）
に
あ
つ
て
は
、

当
該
職
員
が
採
用
さ
れ
た
日
か
ら
同
日
の
属
す
る
年
度
の
末
日
ま
で
の
期
間
、
末
日
経
過
職

員
に
あ
つ
て
は
、
当
該
職
員
の
異
動
等
の
日
が
属
す
る
年
度
（
当
該
日
が
年
度
の
初
日
で
あ

る
場
合
は
、
当
該
年
度
の
前
年
度
）
）
に
お
い
て
、
当
該
職
員
に
対
し
、
当
該
職
員
が
年
齢

六
十
年
に
達
す
る
日
以
後
に
適
用
さ
れ
る
任
用
及
び
給
与
に
関
す
る
措
置
の
内
容
そ
の
他
の

必
要
な
情
報
を
提
供
す
る
も
の
と
す
る
と
と
も
に
、
同
日
の
翌
日
以
後
に
お
け
る
勤
務
の
意

思
を
確
認
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

７ 

警
察
本
部
長
は
、
当
分
の
間
、
警
察
法
第
五
十
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
地
方

警
務
官
（
以
下
単
に
「
特
定
地
方
警
務
官
」
と
い
う
。
）
が
年
齢
六
十
年
に
達
す
る
日
の
属

す
る
年
度
の
前
年
度
に
お
い
て
、
当
該
特
定
地
方
警
務
官
に
対
し
、
当
該
特
定
地
方
警
務
官

が
年
齢
六
十
年
に
達
す
る
日
以
後
に
適
用
さ
れ
る
任
用
及
び
給
与
に
関
す
る
措
置
の
内
容
そ

の
他
の
必
要
な
情
報
を
提
供
す
る
も
の
と
す
る
と
と
も
に
、
同
日
の
翌
日
以
後
に
お
け
る
勤

務
の
意
思
を
確
認
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

別
表
中
「
第
三
条
関
係
」
を
「
第
三
条
、
第
六
条
関
係
」
に
改
め
る
。 

 

（
職
員
の
分
限
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
二
条 

職
員
の
分
限
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
六
年
埼
玉
県
条
例
第
五
十
一
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

附
則
を
附
則
第
一
項
と
し
、
同
項
に
見
出
し
と
し
て
「
（
施
行
期
日
）
」
を
付
し
、
附
則
に

次
の
見
出
し
及
び
二
項
を
加
え
る
。 

 
 

（
降
給
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

 

２ 

当
分
の
間
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
措
置
に
つ
い
て
は
、
法
第
二
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す

る
降
給
と
み
な
す
。 

 
 

一 

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
七
年
埼
玉
県
条
例
第
十
九
号
）
附
則
第
十
三

項
の
措
置 

 
 

二 

学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
三
号
）
附
則

第
八
項
の
措
置 

 
 

三 

埼
玉
県
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
一
年
埼
玉
県

条
例
第
六
十
四
号
）
附
則
第
五
項
の
措
置 

 
 

四 

埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
（
平
成

二
十
一
年
埼
玉
県
条
例
第
七
十
一
号
）
附
則
第
五
項
の
措
置 

 
 

五 

前
各
号
に
掲
げ
る
措
置
に
相
当
す
る
も
の
で
規
則
そ
の
他
の
規
程
で
定
め
る
も
の 

 

３ 

前
項
各
号
に
掲
げ
る
措
置
の
適
用
を
受
け
る
職
員
に
は
、
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
の
規

定
又
は
任
命
権
者
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
措
置
の
適
用
に
よ
り
給
料
月
額
が
異
動

す
る
こ
と
と
な
つ
た
旨
の
通
知
を
行
う
も
の
と
す
る
。 



 

（
職
員
の
懲
戒
の
手
続
及
び
効
果
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
三
条 

職
員
の
懲
戒
の
手
続
及
び
効
果
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
六
年
埼
玉
県
条
例
第
五
十

二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
四
条
中
「
給
料
の
月
額
」
を
「
そ
の
発
令
の
日
に
受
け
る
給
料
の
月
額
」
に
改
め
、
同
条

に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

 

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
減
ず
る
額
が
現
に
受
け
る
給
料
の
月
額
の
十
分
の
一
に
相
当

す
る
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
額
を
減
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
四
条 

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
七
年
埼
玉
県
条
例
第
十
九
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
四
条
第
六
項
及
び
第
八
項
中
「
そ
の
者
」
を
「
当
該
職
員
」
に
改
め
、
同
条
第
十
二
項
を

次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

12 

地
方
公
務
員
法
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
又
は
第
二
十
二
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

採
用
さ
れ
た
職
員
で
同
法
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め

る
も
の
（
以
下
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
と
い
う
。
）
の
給
料
月
額
は
、
当
該

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
に
適
用
さ
れ
る
給
料
表
の
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職

員
の
欄
に
掲
げ
る
基
準
給
料
月
額
の
う
ち
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
定
年
前
再
任
用
短

時
間
勤
務
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
に
応
じ
た
額
に
、
勤
務
時
間
条
例
が
適
用
さ
れ
る
者
に

あ
つ
て
は
勤
務
時
間
条
例
第
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
当
該
定
年
前
再
任
用

短
時
間
勤
務
職
員
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
、
学
校
職
員
勤
務

時
間
条
例
が
適
用
さ
れ
る
者
に
あ
つ
て
は
学
校
職
員
勤
務
時
間
条
例
第
三
条
第
三
項
の
規
定

に
よ
り
定
め
ら
れ
た
当
該
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に

規
定
す
る
勤
務
時
間
で
そ
れ
ぞ
れ
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。 

 
 

第
四
条
の
二
を
削
る
。 

 
 

第
十
条
第
一
項
第
一
号
中
「
以
下
」
の
下
に
「
こ
の
項
か
ら
第
三
項
ま
で
に
お
い
て
」
を
加

え
、
同
項
第
二
号
中
「
以
下
」
の
下
に
「
こ
の
条
に
お
い
て
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
第
一
号

中
「
算
出
し
た
そ
の
者
」
を
「
算
出
し
た
当
該
職
員
」
に
改
め
、
「
相
当
す
る
額
（
以
下
」
の

下
に
「
こ
の
号
及
び
次
項
に
お
い
て
」
を
加
え
、
同
号
た
だ
し
書
中
「
以
下
」
の
下
に
「
こ
の

号
及
び
第
三
号
に
お
い
て
」
を
加
え
、
「
そ
の
者
」
を
「
当
該
職
員
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号

中
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
、
同
項
第

三
号
中
「
そ
の
者
」
を
「
当
該
職
員
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
交
通
機
関
等
（
以
下
」
を

「
交
通
機
関
等
（
第
一
号
に
お
い
て
」
に
、
「
。
以
下
」
を
「
。
第
一
号
に
お
い
て
」
に
改
め
、

同
項
第
一
号
中
「
算
出
し
た
そ
の
者
」
を
「
算
出
し
た
当
該
職
員
」
に
改
め
、
同
号
た
だ
し
書

中
「
以
下
」
の
下
に
「
こ
の
号
に
お
い
て
」
を
加
え
、
「
そ
の
者
」
を
「
当
該
職
員
」
に
改
め



る
。 

 
 

第
十
四
条
第
一
項
中
「
場
合
は
」
を
「
場
合
に
は
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
再
任
用
短

時
間
勤
務
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
（
前

項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
（
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
削
り
、
「
場
合
は
」
を
「
場

合
に
は
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
場
合
は
」
を
「
場
合
に
は
」
に
改
め
る
。 

第
十
九
条
第
二
項
中
「
第
十
九
条
の
四
」
を
「
第
十
九
条
の
四
第
二
項
各
号
」
に
、
「
そ
の

者
」
を
「
当
該
職
員
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
再
任
用
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時

間
勤
務
職
員
」
に
改
め
る
。 

第
十
九
条
の
二
第
三
号
及
び
第
四
号
並
び
に
第
十
九
条
の
三
第
一
項
第
一
号
及
び
第
三
項
第

一
号
中
「
禁
錮こ

」
を
「
禁
錮
」
に
改
め
る
。 

第
十
九
条
の
四
第
一
項
中
「
こ
の
条
」
を
「
こ
の
項
か
ら
第
三
項
ま
で
」
に
、
「
そ
の
者
」

を
「
当
該
職
員
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
各
号
中
「
再
任
用
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時

間
勤
務
職
員
」
に
改
め
る
。 

第
十
九
条
の
六
第
二
項
中
「
第
七
条
の
三
」
を
「
第
四
条
第
四
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
、
第

七
条
の
三
」
に
、
「
再
任
用
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
る
。 

 
 

附
則
第
五
項
中
「
取
扱
」
を
「
取
扱
い
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
但
し
、
そ
の
者
」

を
「
た
だ
し
、
当
該
未
帰
還
職
員
」
に
改
め
る
。 

附
則
に
次
の
十
項
を
加
え
る
。 

13 

当
分
の
間
、
職
員
の
給
料
月
額
は
、
当
該
職
員
が
六
十
歳
に
達
し
た
日
後
に
お
け
る
最
初

の
四
月
一
日
（
附
則
第
十
五
項
及
び
第
十
七
項
に
お
い
て
「
特
定
日
」
と
い
う
。
）
以
後
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。 

 

一 

別
表
第
一
、
別
表
第
二
、
別
表
第
三
又
は
別
表
第
四
ロ
若
し
く
は
ハ
が
適
用
さ
れ
る
職

員 

当
該
職
員
に
適
用
さ
れ
る
給
料
表
の
給
料
月
額
の
う
ち
、
第
四
条
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
当
該
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
並
び
に
同
条
第
四
項
、
第
五
項
、
第
七
項
及
び
第
八

項
の
規
定
に
よ
り
当
該
職
員
の
受
け
る
号
給
に
応
じ
た
額
（
こ
の
給
料
月
額
を
計
算
す
る

場
合
に
は
、
別
表
第
一
の
備
考
２
、
別
表
第
二
の
備
考
２
、
別
表
第
三
の
備
考
２
又
は
別

表
第
四
ロ
の
備
考
２
若
し
く
は
ハ
の
備
考
２
の
規
定
（
以
下
こ
の
項
、
附
則
第
十
五
項
及

び
第
十
七
項
に
お
い
て
「
給
料
表
の
備
考
」
と
い
う
。
）
を
適
用
し
な
い
も
の
と
す
る
。
）

に
百
分
の
七
十
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
額
に
、
五
十
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は

こ
れ
を
切
り
捨
て
、
五
十
円
以
上
百
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を
百
円
に
切

り
上
げ
る
も
の
と
す
る
。
）
に
給
料
表
の
備
考
を
適
用
さ
せ
た
額 

 

 

二 

前
号
に
掲
げ
る
職
員
以
外
の
職
員 

当
該
職
員
に
適
用
さ
れ
る
給
料
表
の
給
料
月
額
の

う
ち
、
第
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
並
び
に
同
条
第
四



項
、
第
五
項
、
第
七
項
及
び
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
職
員
の
受
け
る
号
給
に
応
じ
た

額
に
百
分
の
七
十
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
額
に
、
五
十
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き

は
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
五
十
円
以
上
百
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を
百
円
に

切
り
上
げ
る
も
の
と
す
る
。
） 

 

14 

前
項
の
規
定
は
、
次
に
掲
げ
る
職
員
に
は
適
用
し
な
い
。 

一 

臨
時
的
に
任
用
さ
れ
る
職
員
そ
の
他
の
法
律
に
よ
り
任
期
を
定
め
て
任
用
さ
れ
る
職
員

及
び
非
常
勤
職
員 

二 

職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
条
例
（
令
和
四
年
埼
玉
県

条
例
第
三
十
一
号
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
（
昭

和
五
十
九
年
埼
玉
県
条
例
第
四
号
）
第
三
条
第
一
号
に
掲
げ
る
職
員
に
相
当
す
る
職
員 

三 

職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
第
九
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
地
方
公
務

員
法
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
異
動
期
間
（
同
条
例
第
九
条
第
一
項
又
は
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
期
間
を
含
む
。
）
を
延
長
さ
れ
た
同
条
例
第
六
条
に
規

定
す
る
職
を
占
め
る
職
員 

四 

職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
職
員 

五 

職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
第
四
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
勤
務
し
て

い
る
職
員
（
同
条
例
第
二
条
に
規
定
す
る
定
年
退
職
日
に
お
い
て
前
項
の
規
定
が
適
用
さ

れ
て
い
た
職
員
を
除
く
。
） 

15 

地
方
公
務
員
法
第
二
十
八
条
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
他
の
職
へ
の
降
任
等
を
さ
れ
た
職

員
で
あ
つ
て
、
当
該
他
の
職
へ
の
降
任
等
を
さ
れ
た
日
（
以
下
こ
の
項
及
び
附
則
第
十
九
項

に
お
い
て
「
異
動
日
」
と
い
う
。
）
の
前
日
か
ら
引
き
続
き
同
一
の
給
料
表
の
適
用
を
受
け

る
職
員
の
う
ち
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
（
委
員
会
規
則
で
定
め
る
職
員
を
除
く
。
）
に

は
、
当
分
の
間
、
特
定
日
以
後
、
附
則
第
十
三
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
職
員
の
受
け
る
給
料

月
額
の
ほ
か
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
を
給
料
と
し
て
支
給
す
る
（
第
一
号
に
定
め
る
額
に

あ
つ
て
は
、
給
料
表
の
備
考
を
適
用
さ
せ
て
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。
）
。 

 

一 

附
則
第
十
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
職
員
で
あ
つ
て
、
特
定
日
に
同
項
の
規
定
に
よ
り
当

該
職
員
の
受
け
る
給
料
月
額
（
こ
の
給
料
月
額
を
計
算
す
る
場
合
に
は
、
給
料
表
の
備
考

を
適
用
し
な
い
も
の
と
す
る
。
以
下
こ
の
号
及
び
附
則
第
十
七
項
に
お
い
て
「
備
考
適
用

前
特
定
日
給
料
月
額
」
と
い
う
。
）
が
異
動
日
の
前
日
に
当
該
職
員
が
受
け
て
い
た
給
料

月
額
（
こ
の
給
料
月
額
を
計
算
す
る
場
合
に
は
、
給
料
表
の
備
考
を
適
用
し
な
い
も
の
と

す
る
。
）
に
百
分
の
七
十
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
額
に
、
五
十
円
未
満
の
端
数
を
生
じ

た
と
き
は
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
五
十
円
以
上
百
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を

百
円
に
切
り
上
げ
る
も
の
と
す
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
備
考
適
用
前
基
礎
給
料
月

額
」
と
い
う
。
）
に
達
し
な
い
こ
と
と
な
る
職
員 

備
考
適
用
前
基
礎
給
料
月
額
と
備
考



適
用
前
特
定
日
給
料
月
額
と
の
差
額
に
相
当
す
る
額 

 

二 

附
則
第
十
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
職
員
で
あ
つ
て
、
特
定
日
に
同
項
の
規
定
に
よ
り
当

該
職
員
の
受
け
る
給
料
月
額
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
特
定
日
給
料
月
額
」
と
い
う
。
）

が
異
動
日
の
前
日
に
当
該
職
員
が
受
け
て
い
た
給
料
月
額
に
百
分
の
七
十
を
乗
じ
て
得
た

額
（
当
該
額
に
、
五
十
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
五
十
円
以

上
百
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を
百
円
に
切
り
上
げ
る
も
の
と
す
る
。
以
下

こ
の
号
に
お
い
て
「
基
礎
給
料
月
額
」
と
い
う
。
）
に
達
し
な
い
こ
と
と
な
る
職
員 

基

礎
給
料
月
額
と
特
定
日
給
料
月
額
と
の
差
額
に
相
当
す
る
額 

16 

前
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
の
額
と
当
該
給
料
を
支
給
さ
れ
る
職
員
の
受
け
る
給
料
月
額
と

の
合
計
額
が
第
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
に
お
け
る
最
高

の
号
給
の
給
料
月
額
を
超
え
る
場
合
に
お
け
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第

一
号
中
「
備
考
適
用
前
基
礎
給
料
月
額
と
備
考
適
用
前
特
定
日
給
料
月
額
」
と
あ
る
の
は
、

「
第
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
に
お
け
る
最
高
の
号
給
の

給
料
月
額
（
こ
の
給
料
月
額
を
計
算
す
る
場
合
に
は
、
給
料
表
の
備
考
を
適
用
し
な
い
も
の

と
す
る
。
）
と
当
該
職
員
の
受
け
る
給
料
月
額
（
こ
の
給
料
月
額
を
計
算
す
る
場
合
に
は
、

給
料
表
の
備
考
を
適
用
し
な
い
も
の
と
す
る
。
）
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
基
礎
給
料
月
額

と
特
定
日
給
料
月
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
職
員
の
属
す

る
職
務
の
級
に
お
け
る
最
高
の
号
給
の
給
料
月
額
と
当
該
職
員
の
受
け
る
給
料
月
額
」
と
す

る
。 

17 

警
察
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
五
十
六
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
任
命
に
よ
り
職
員
と
な
つ
た
者
の
う
ち
、
備
考
適
用
前
特
定
日
給
料
月
額
が
、
当
該
任
命

を
さ
れ
た
日
の
前
日
に
当
該
職
員
が
適
用
を
受
け
て
い
た
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
九
十
五
号
）
第
六
条
に
規
定
す
る
公
安
職
俸
給
表
に
定
め
ら

れ
る
俸
給
月
額
に
百
分
の
七
十
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
額
に
、
五
十
円
未
満
の
端
数
を
生

じ
た
と
き
は
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
五
十
円
以
上
百
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を

百
円
に
切
り
上
げ
る
も
の
と
す
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
基
礎
俸
給
月
額
」
と
い
う
。
）

に
達
し
な
い
こ
と
と
な
る
職
員
（
委
員
会
規
則
で
定
め
る
職
員
を
除
く
。
）
に
は
、
当
分
の

間
、
特
定
日
以
後
、
附
則
第
十
三
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
職
員
の
受
け
る
給
料
月
額
の
ほ
か
、

基
礎
俸
給
月
額
と
備
考
適
用
前
特
定
日
給
料
月
額
と
の
差
額
に
相
当
す
る
額
（
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
「
差
額
相
当
額
」
と
い
う
。
）
を
給
料
と
し
て
支
給
す
る
（
差
額
相
当
額
は
、
給

料
表
の
備
考
を
適
用
さ
せ
て
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。
）
。 

 

18 

前
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
の
額
と
当
該
給
料
を
支
給
さ
れ
る
職
員
の
受
け
る
給
料
月
額
と

の
合
計
額
が
第
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
に
お
け
る
最
高

の
号
級
の
給
料
月
額
を
超
え
る
場
合
に
お
け
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中



「
基
礎
俸
給
月
額
と
備
考
適
用
前
特
定
日
給
料
月
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
四
条
第
三
項
の

規
定
に
よ
り
当
該
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
に
お
け
る
最
高
の
号
級
の
給
料
月
額
（
こ
の
給

料
月
額
を
計
算
す
る
場
合
に
は
、
給
料
表
の
備
考
を
適
用
し
な
い
も
の
と
す
る
。
）
と
当
該

職
員
の
受
け
る
給
料
月
額
（
こ
の
給
料
月
額
を
計
算
す
る
場
合
に
は
、
給
料
表
の
備
考
を
適

用
し
な
い
も
の
と
す
る
。
）
」
と
す
る
。 

19 

異
動
日
の
前
日
か
ら
引
き
続
き
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
（
附
則
第
十
三
項
の
規
定

の
適
用
を
受
け
る
職
員
に
限
り
、
附
則
第
十
五
項
各
号
に
掲
げ
る
職
員
を
除
く
。
）
で
あ
つ

て
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
を
支
給
さ
れ
る
職
員
と
の
権
衡
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
職
員
に
は
、
当
分
の
間
、
当
該
職
員
の
受
け
る
給
料
月
額
の
ほ
か
、
委
員
会
規
則
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
附
則
第
十
五
項
及
び
第
十
六
項
の
規
定
に
準
じ
て
算
出
し
た
額
を
給
料

と
し
て
支
給
す
る
。 

20 

附
則
第
十
五
項
、
第
十
七
項
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
を
支
給
さ
れ
る
職
員
以
外
の

附
則
第
十
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
あ
つ
て
、
任
用
の
事
情
を
考
慮
し
て
当
該

給
料
を
支
給
さ
れ
る
職
員
と
の
権
衡
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
職
員
に
は
、
当
分
の
間
、

当
該
職
員
の
受
け
る
給
料
月
額
の
ほ
か
、
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
五
項

の
規
定
に
準
じ
て
算
出
し
た
額
を
給
料
と
し
て
支
給
す
る
。 

21 

附
則
第
十
五
項
、
第
十
七
項
又
は
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
を
支
給
さ
れ
る
職
員
に
対

す
る
第
九
条
の
二
第
二
項
、
第
十
九
条
第
五
項
（
第
十
九
条
の
四
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
十
九
条
の
五
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の

規
定
中
「
給
料
月
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
給
料
月
額
と
附
則
第
十
五
項
、
第
十
七
項
、
第
十

九
項
又
は
第
二
十
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
給
料
の
額
と
の
合
計
額
」
と
す
る
。 

22 

附
則
第
十
三
項
か
ら
前
項
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
附
則
第
十
三
項
の
規
定
に
よ
る

給
料
月
額
、
附
則
第
十
五
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
そ
の
他
附
則
第
十
三
項
か
ら
前
項
ま
で
の

規
定
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
委
員
会
規
則
で
定
め
る
。 

 
 

別
表
第
一
再
任
用
職
員
以
外
の
職
員
の
欄
中
「
再
任
用
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間

勤
務
職
員
」
に
改
め
、
同
表
再
任
用
職
員
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

        



基　　準

給料月額

基　　準

給料月額

基　　準

給料月額

基　　準

給料月額

基　　準

給料月額

基　　準

給料月額

基　　準

給料月額

基　　準

給料月額

基　　準

給料月額

円 円 円 円 円 円 円 円 円

241,500 253,200 257,300 288,600 305,100 319,200 342,800 377,900 409,500

定年前

再任用

短時間

勤務職

員

               
 

別
表
第
二
再
任
用
職
員
以
外
の
職
員
の
欄
中
「
再
任
用
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間

勤
務
職
員
」
に
改
め
、
同
表
再
任
用
職
員
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

               
 

別
表
第
三
再
任
用
職
員
以
外
の
職
員
の
欄
中
「
再
任
用
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間

勤
務
職
員
」
に
改
め
、
同
表
再
任
用
職
員
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

  

基　　準

給料月額

基　　準

給料月額

基　　準

給料月額

基　　準

給料月額

基　　準

給料月額

基　　準

給料月額

基　　準

給料月額

基　　準

給料月額

基　　準

給料月額

基　　準

給料月額

円 円 円 円 円 円 円 円 円 円

187,700 215,200 255,200 274,600 289,700 315,100 356,800 389,900 441,000 521,400

定年前

再任用

短時間

勤務職

員



基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

円 円 円 円 円

217,500 258,700 283,500 325,900 384,400

定年前
再任用
短時間
勤務職
員

基　　準

給料月額

基　　準

給料月額

基　　準

給料月額

基　　準

給料月額

円 円 円 円

296,200 338,600 393,000 466,000

定年前

再任用

短時間

勤務職

員

               
 

別
表
第
四
イ
の
表
再
任
用
職
員
以
外
の
職
員
の
欄
中
「
再
任
用
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用

短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
、
同
表
再
任
用
職
員
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

               
 

別
表
第
四
ロ
の
表
再
任
用
職
員
以
外
の
職
員
の
欄
中
「
再
任
用
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用

短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
、
同
表
再
任
用
職
員
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

  



基　　準

給料月額

基　　準

給料月額

基　　準

給料月額

基　　準

給料月額

基　　準

給料月額

基　　準

給料月額

基　　準

給料月額

基　　準

給料月額

円 円 円 円 円 円 円 円

188,700 215,300 243,500 256,900 282,100 322,800 365,000 426,500

定年前

再任用

短時間

勤務職

員

基　　準

給料月額

基　　準

給料月額

基　　準

給料月額

基　　準

給料月額

基　　準

給料月額

基　　準

給料月額

基　　準

給料月額

円 円 円 円 円 円 円

235,100 255,400 262,600 272,800 289,100 326,200 370,600

定年前

再任用

短時間

勤務職

員

               
 

別
表
第
四
ハ
の
表
再
任
用
職
員
以
外
の
職
員
の
欄
中
「
再
任
用
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用

短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
、
同
表
再
任
用
職
員
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

               

（
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
五
条 

職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
八
年
埼
玉
県
条
例
第
十
八
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
二
条
第
一
項
中
「
地
方
公
務
員
法
第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
、
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項



又
は
第
二
十
八
条
の
六
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
者
を
除
く
。
」

を
削
る
。 

 
第
二
条
の
四
中
「
第
五
条
の
三
」
を
「
第
五
条
の
四
」
に
改
め
る
。 

 

第
四
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
二
十
八
条
の
六
第
一
項
」

に
、
「
第
二
十
八
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
二
十
八
条
の
七
第
一
項
」
に
改
め
る
。 

 

第
五
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
二
十
八
条
の
六
第
一
項
」

に
、
「
第
二
十
八
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
二
十
八
条
の
七
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項

中
「
（
前
項
」
を
「
（
同
項
」
に
改
め
る
。 

 

第
五
条
の
二
第
一
項
中
「
退
職
し
た
者
」
の
下
に
「
（
警
察
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百

六
十
二
号
）
第
五
十
六
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
任
命
（
第
五
条
の
四
及
び
附
則
第
三
十

一
項
に
お
い
て
「
特
定
任
命
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
職
員
と
な
つ
た
後
に
退
職
し
た
者
を
除
く
。
）
」

を
加
え
る
。 

 

第
五
条
の
三
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
特
定
任
命
に
よ
り
職
員
と
な
つ
た
後
に
退
職
し
た
者
に
関
す
る
準
用
規
定
） 

第
五
条
の
四 

第
五
条
の
二
（
前
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規

定
は
、
特
定
任
命
に
よ
り
職
員
と
な
つ
た
後
に
退
職
し
た
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
第
五
条
の
二
の
見
出
し
中
「
給
料
月
額
」
と
あ
る
の
は
「
俸
給
月
額
」
と
、

同
条
中
「
退
職
し
た
者
（
警
察
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
五
十
六
条
の

四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
任
命
（
第
五
条
の
四
及
び
附
則
第
三
十
一
項
に
お
い
て
「
特
定
任

命
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
職
員
と
な
つ
た
後
に
退
職
し
た
者
を
除
く
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
特

定
任
命
（
警
察
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
五
十
六
条
の
四
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
任
命
を
い
う
。
）
に
よ
り
職
員
と
な
つ
た
後
に
退
職
し
た
者
」
と
、
「
給
料
月
額

の
減
額
改
定
（
給
料
月
額
の
改
定
を
す
る
条
例
が
制
定
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
条
例

に
よ
る
改
定
に
よ
り
当
該
改
定
前
に
受
け
て
い
た
給
料
月
額
が
減
額
さ
れ
る
こ
と
を
い
う
。
」

と
あ
る
の
は
「
俸
給
月
額
の
減
額
改
定
（
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律

第
百
八
十
二
号
）
第
五
条
の
二
に
規
定
さ
れ
て
い
る
俸
給
月
額
の
減
額
改
定
を
い
う
。
」
と
、

「
給
料
月
額
が
減
額
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
場
合
」
と
あ
る
の
は
「
俸
給
月
額
が
減
額
さ
れ
た

こ
と
が
あ
る
場
合
（
特
定
任
命
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
特
定
任
命
前
の
俸
給
月
額
よ
り
も

低
い
給
料
月
額
を
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
場
合
を
含
む
。
）
」
と
、
「
給
料
月
額
の
う

ち
」
と
あ
る
の
は
「
俸
給
月
額
の
う
ち
」
と
、
同
条
並
び
に
前
条
の
表
第
五
条
の
二
第
一
項

第
一
号
の
項
及
び
第
五
条
の
二
第
一
項
第
二
号
ロ
の
項
中
「
特
定
減
額
前
給
料
月
額
」
と
あ

る
の
は
「
特
定
減
額
前
俸
給
月
額
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 

第
七
条
の
二
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
第
五
条
の
二
第
一
項
」
の
下
に
「
（
第
五
条
の
四

に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
、
「
同



項
第
二
号
ロ
」
の
下
に
「
（
第
五
条
の
四
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
第

二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
一
号
中
「
特
定
減
額
前
給
料
月
額
」
の
下
に
「
（
第

五
条
の
四
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
特
定
減
額
前
俸
給
月
額
（
同

条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
第
五
条
の
二
に
規
定
す
る
特
定
減
額
前
俸
給
月
額
を
い
う
。
）
。

次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
る
。 

 

第
七
条
の
三
の
表
第
七
条
の
二
の
項
中
「
第
五
条
の
二
第
一
項
の
」
を
「
第
五
条
の
二
第
一

項
（
」
に
、
「
同
条
」
を
「
第
五
条
の
三
」
に
改
め
、
同
表
第
七
条
の
二
第
一
号
の
項
読
み
替

え
ら
れ
る
字
句
の
欄
中
「
特
定
減
額
前
給
料
月
額
」
の
下
に
「
（
第
五
条
の
四
に
お
い
て
読
み

替
え
て
準
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
特
定
減
額
前
俸
給
月
額
（
同
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
ら
れ
た
第
五
条
の
二
に
規
定
す
る
特
定
減
額
前
俸
給
月
額
を
い
う
。
）
。
次
号
に
お
い
て
同

じ
。
）
」
を
加
え
、
同
項
読
み
替
え
る
字
句
の
欄
中
「
特
定
減
額
前
給
料
月
額
及
び
」
を
「
特

定
減
額
前
給
料
月
額
（
第
五
条
の
四
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
特

定
減
額
前
俸
給
月
額
（
同
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
第
五
条
の
二
に
規
定
す
る
特
定

減
額
前
俸
給
月
額
を
い
う
。
）
。
以
下
こ
の
号
及
び
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
」
に
改
め

る
。 

 

第
七
条
の
四
第
一
項
中
「
除
く
。
以
下
」
を
「
除
く
。
第
八
条
第
四
項
に
お
い
て
」
に
改
め
、

「
定
め
る
額
（
以
下
」
の
下
に
「
こ
の
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
」
を
加
え
る
。 

 

第
七
条
の
五
中
「
第
五
条
の
二
」
の
下
に
「
（
第
五
条
の
四
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
る
。 

 

第
十
三
条
第
四
項
中
「
職
員
が
、
」
を
「
職
員
が
」
に
、
「
期
間
内
」
と
す
る
」
を
「
期
間

内
」
と
し
、
当
該
退
職
の
日
後
に
事
業
（
そ
の
実
施
期
間
が
三
十
日
未
満
の
も
の
そ
の
他
知
事

が
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
を
開
始
し
た
職
員
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
知
事
が
定

め
る
職
員
が
知
事
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
知
事
に
そ
の
旨
を
申
し
出
た
と
き
は
、
当
該
事

業
の
実
施
期
間
（
当
該
実
施
期
間
の
日
数
が
四
年
か
ら
第
一
項
及
び
本
項
の
規
定
に
よ
り
算
定

さ
れ
る
期
間
の
日
数
を
除
い
た
日
数
を
超
え
る
場
合
に
お
け
る
当
該
超
え
る
日
数
を
除
く
。
）

は
、
第
一
項
及
び
本
項
の
規
定
に
よ
る
期
間
に
算
入
し
な
い
」
に
改
め
、
同
条
第
十
一
項
第
五

号
中
「
第
四
条
第
八
項
」
を
「
第
四
条
第
九
項
」
に
改
め
る
。 

 

第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
五
項
第
二
号
中
「
禁
錮こ

」
を
「
禁
錮
」
に
改
め
る
。 

 

第
十
七
条
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
第
一
号
中
「
禁
錮こ

」
を
「
禁
錮
」
に
改
め
、
同
項
第

二
号
及
び
第
三
号
中
「
再
任
用
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
る
。 

 

第
十
八
条
第
一
項
中
「
に
あ
つ
て
は
」
を
「
に
は
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
禁
錮こ

」
を

「
禁
錮
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
及
び
第
三
号
中
「
再
任
用
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時

間
勤
務
職
員
」
に
改
め
る
。 

 

第
二
十
条
第
一
項
中
「
含
む
。
以
下
こ
の
条
」
を
「
含
む
。
以
下
こ
の
項
か
ら
第
六
項
ま
で
」



に
、
「
に
あ
つ
て
は
」
を
「
に
は
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
に
あ
つ
て
は
」

を
「
に
は
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
禁
錮こ

」
を
「
禁
錮
」
に
、
「
に
あ
つ
て
は
」
を
「
に

は
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
再
任
用
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
、

「
に
あ
つ
て
は
」
を
「
に
は
」
に
改
め
る
。 

 

附
則
第
五
項
及
び
第
七
項
中
「
第
五
条
の
三
」
を
「
第
五
条
の
四
」
に
改
め
る
。 

 

附
則
第
九
項
中
「
次
項
か
ら
第
十
五
項
ま
で
」
を
「
次
項
及
び
附
則
第
十
一
項
」
に
改
め
る
。 

 

附
則
第
十
項
及
び
第
十
一
項
を
削
り
、
附
則
第
十
二
項
を
附
則
第
十
項
と
し
、
附
則
第
十
三

項
を
削
る
。 

 

附
則
第
十
四
項
中
「
（
附
則
第
二
十
一
項
の
特
殊
退
職
を
除
く
。
）
」
を
削
り
、
同
項
を
附

則
第
十
一
項
と
す
る
。 

 

附
則
第
十
五
項
か
ら
第
二
十
二
項
ま
で
を
削
る
。 

 

附
則
第
二
十
三
項
中
「
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
」
を
削
り
、
「
第
五
条
の

三
」
を
「
第
五
条
の
四
」
に
改
め
、
同
項
を
附
則
第
十
二
項
と
す
る
。 

 

附
則
第
二
十
四
項
中
「
第
五
条
の
三
」
を
「
第
五
条
の
四
」
に
改
め
、
同
項
を
附
則
第
十
三

項
と
す
る
。 

 

附
則
第
二
十
五
項
を
附
則
第
十
四
項
と
す
る
。 

 

附
則
第
二
十
六
項
第
一
号
中
「
（
附
則
第
十
三
項
第
二
号
又
は
附
則
第
十
八
項
の
規
定
に
よ
り

在
職
期
間
が
引
き
続
い
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
期
間
内
に
再
び
職
員
と
な
つ
た
も
の
を
含
む
。
）
」

を
削
り
、
同
項
を
附
則
第
十
五
項
と
す
る
。 

 

附
則
第
二
十
七
項
か
ら
第
二
十
九
項
ま
で
を
削
り
、
附
則
第
三
十
項
を
附
則
第
十
六
項
と
し
、

附
則
第
三
十
一
項
を
附
則
第
十
七
項
と
す
る
。 

 

附
則
第
三
十
二
項
中
「
旧
専
売
公
社
又
は
旧
電
信
電
話
公
社
」
を
「
日
本
た
ば
こ
産
業
株
式

会
社
法
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
六
十
九
号
）
附
則
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
解
散
前

の
日
本
専
売
公
社
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
専
売
公
社
」
と
い
う
。
）
又
は
日
本
電
信
電
話
株
式

会
社
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
八
十
五
号
）
附
則
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
解
散
前
の
日
本
電
信
電
話
公
社
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
電
信
電
話
公
社
」
と
い
う
。
）
」

に
改
め
、
同
項
を
附
則
第
十
八
項
と
す
る
。 

 

附
則
第
三
十
三
項
中
「
た
ば
こ
事
業
法
等
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法

律
」
の
下
に
「
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
七
十
一
号
）
」
を
、
「
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
法

及
び
電
気
通
信
事
業
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
」
の
下
に
「
（
昭

和
五
十
九
年
法
律
第
八
十
七
号
）
」
を
、
「
国
家
公
務
員
等
退
職
手
当
法
」
の
下
に
「
（
昭
和

二
十
八
年
法
律
第
百
八
十
二
号
）
」
を
加
え
、
同
項
を
附
則
第
十
九
項
と
す
る
。 

 

附
則
第
三
十
四
項
中
「
職
員
で
旧
日
本
国
有
鉄
道
」
を
「
職
員
で
日
本
国
有
鉄
道
改
革
法
（
昭

和
六
十
一
年
法
律
第
八
十
七
号
）
附
則
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
日
本
国
有
鉄
道
法
（
昭



和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
十
六
号
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
日
本
国
有
鉄
道
（
以

下
「
旧
日
本
国
有
鉄
道
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
、
同
項
を
附
則
第
二
十
項
と
す
る
。 

 
附
則
第
三
十
五
項
を
附
則
第
二
十
一
項
と
す
る
。 

 

附
則
第
三
十
六
項
中
「
条
例
第
四
十
四
号
」
を
「
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
八
年
埼
玉
県
条
例
第
四
十
四
号
。
以
下
「
条
例
第
四
十
四
号
」

と
い
う
。
）
」
に
、
「
第
五
条
の
三
ま
で
」
を
「
第
五
条
の
四
ま
で
及
び
附
則
第
三
十
三
項
か

ら
第
三
十
八
項
ま
で
」
に
、
「
附
則
第
三
十
六
項
」
を
「
附
則
第
二
十
二
項
」
に
改
め
、
同
項

を
附
則
第
二
十
二
項
と
す
る
。 

 

附
則
第
三
十
七
項
中
「
第
五
条
の
二
」
の
下
に
「
（
第
五
条
の
四
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
附
則
第
三
十
七
項
」
を
加
え
、
同
項
を
附
則
第
二
十
三
項
と
す

る
。 

 

附
則
第
三
十
八
項
中
「
第
五
条
」
の
下
に
「
又
は
附
則
第
三
十
五
項
」
を
加
え
、
「
附
則
第

三
十
六
項
」
を
「
附
則
第
二
十
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
附
則
第
二
十
四
項
と
す
る
。 

 

附
則
第
三
十
九
項
中
「
附
則
第
十
一
条
」
を
「
附
則
第
十
三
条
」
に
改
め
、
同
項
を
附
則
第

二
十
五
項
と
す
る
。 

 

附
則
第
四
十
項
を
附
則
第
二
十
六
項
と
し
、
附
則
第
四
十
一
項
か
ら
附
則
第
四
十
三
項
ま
で

を
十
四
項
ず
つ
繰
り
上
げ
、
附
則
第
四
十
四
項
を
附
則
第
三
十
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一

項
を
加
え
る
。 

31 

特
定
任
命
に
よ
り
職
員
と
な
つ
た
後
に
退
職
し
た
者
の
基
礎
在
職
期
間
中
に
俸
給
月
額
の

減
額
改
定
（
第
五
条
の
四
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
第
五
条
の
二
に
規
定
す
る
俸
給

月
額
の
減
額
改
定
を
い
う
。
）
に
よ
り
そ
の
者
の
俸
給
月
額
が
減
額
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
場

合
に
お
い
て
、
そ
の
者
の
減
額
後
の
俸
給
月
額
が
減
額
前
の
俸
給
月
額
に
達
し
な
い
場
合
に

そ
の
差
額
に
相
当
す
る
額
を
支
給
す
る
こ
と
と
す
る
法
令
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
給
与
の
支
給

の
基
準
の
適
用
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
条
例
の
規
定
に
よ
る
俸
給
月
額
に
は
、

当
該
差
額
を
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
。 

 

附
則
第
四
十
五
項
中
「
平
成
三
十
四
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
」

に
改
め
、
同
項
を
附
則
第
三
十
二
項
と
す
る
。 

 

附
則
に
次
の
六
項
を
加
え
る
。 

33 

当
分
の
間
、
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
附
則
第
十
五
項
第
一
号
、
第
十
七
項
、
第
十
九

項
若
し
く
は
第
二
十
項
又
は
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
附
則
第
十
項
、
第
十
二
項
若

し
く
は
第
十
三
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
職
員
に
対
す
る
第
三
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
同
項
中
「
給
料
月
額
」
と
あ
る
の
は
「
給
料
月
額
及
び
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
（
昭
和
二
十
七
年
埼
玉
県
条
例
第
十
九
号
）
附
則
第
十
五
項
、
第
十
七
項
、
第
十
九
項

若
し
く
は
第
二
十
項
又
は
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
埼
玉
県
条
例



第
三
十
三
号
）
附
則
第
十
項
、
第
十
二
項
若
し
く
は
第
十
三
項
に
定
め
る
給
料
の
額
」
と
、

「
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
七
年
埼
玉
県
条
例
第
十
九
号
）
」
と
あ
る
の
は

「
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
」
と
、
「
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
一

年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
三
号
）
」
と
あ
る
の
は
「
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
」
と
す

る
。 

34 

当
分
の
間
、
第
四
条
第
一
項
の
規
定
は
、
十
一
年
以
上
二
十
五
年
未
満
の
期
間
勤
続
し
た

者
で
あ
つ
て
、
六
十
歳
に
達
し
た
日
以
後
そ
の
者
の
非
違
に
よ
る
こ
と
な
く
退
職
し
た
者
（
定

年
の
定
め
の
な
い
職
を
退
職
し
た
者
及
び
同
項
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
該
当
す
る
者
を

除
く
。
）
に
対
す
る
退
職
手
当
の
基
本
額
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
第
三

条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中
「
又
は
第
五
条
」
と
あ
る
の
は
、
「
、
第

五
条
又
は
附
則
第
三
十
四
項
」
と
す
る
。 

35 

当
分
の
間
、
第
五
条
第
一
項
の
規
定
は
、
二
十
五
年
以
上
の
期
間
勤
続
し
た
者
で
あ
つ
て
、

六
十
歳
に
達
し
た
日
以
後
そ
の
者
の
非
違
に
よ
る
こ
と
な
く
退
職
し
た
者
（
定
年
の
定
め
の

な
い
職
を
退
職
し
た
者
及
び
同
項
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。
）
に

対
す
る
退
職
手
当
の
基
本
額
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
第
三
条
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中
「
又
は
第
五
条
」
と
あ
る
の
は
、
「
、
第
五
条
又
は
附

則
第
三
十
五
項
」
と
す
る
。 

36 

前
二
項
の
規
定
は
、
次
に
掲
げ
る
職
員
が
退
職
し
た
場
合
に
支
給
す
る
退
職
手
当
の
基
本

額
に
つ
い
て
は
適
用
し
な
い
。 

 

一 

職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
条
例
（
令
和
四
年
埼
玉
県

条
例
第
三
十
一
号
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
（
昭

和
五
十
九
年
埼
玉
県
条
例
第
四
号
）
第
三
条
第
一
号
に
掲
げ
る
職
員
に
相
当
す
る
職
員 

 

二 

職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
職
員 

 

三 

給
与
そ
の
他
の
処
遇
の
状
況
が
前
二
号
に
掲
げ
る
職
員
に
類
す
る
職
員
と
し
て
規
則
で

定
め
る
職
員 

37 

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
附
則
第
十
三
項
又
は
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
附
則

第
八
項
の
規
定
に
よ
る
職
員
の
給
料
月
額
の
改
定
は
、
給
料
月
額
の
減
額
改
定
に
該
当
し
な

い
も
の
と
す
る
。 

38 

当
分
の
間
、
第
四
条
第
一
項
第
三
号
並
び
に
第
五
条
第
一
項
第
三
号
、
第
五
号
及
び
第
六

号
に
掲
げ
る
者
に
対
す
る
第
五
条
の
三
、
第
五
条
の
四
及
び
第
七
条
の
三
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
第
五
条
の
三
本
文
中
「
定
年
に
達
す
る
日
」
と
あ
る
の
は
「
定
年
（
附
則
第
三

十
六
項
各
号
に
掲
げ
る
職
員
以
外
の
者
に
あ
つ
て
は
六
十
歳
と
し
、
同
項
第
一
号
及
び
第
二

号
に
掲
げ
る
職
員
に
あ
つ
て
は
六
十
五
歳
と
し
、
同
項
第
三
号
に
掲
げ
る
職
員
に
あ
つ
て
は

規
則
で
定
め
る
年
齢
と
す
る
。
）
に
達
す
る
日
」
と
、
第
五
条
の
三
の
表
第
四
条
第
一
項
及



び
第
五
条
第
一
項
の
項
、
第
五
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
項
及
び
第
五
条
の
二
第
一
項
第
二

号
の
項
並
び
に
第
七
条
の
三
の
表
第
七
条
の
項
、
第
七
条
の
二
第
一
号
の
項
及
び
第
七
条
の

二
第
二
号
の
項
中
「
そ
の
者
に
係
る
定
年
と
退
職
の
日
に
お
け
る
そ
の
者
の
年
齢
と
の
差
に

相
当
す
る
年
数
一
年
に
つ
き
」
と
あ
る
の
は
「
そ
の
者
に
係
る
定
年
（
附
則
第
三
十
六
項
各

号
に
掲
げ
る
職
員
以
外
の
者
に
あ
つ
て
は
六
十
歳
と
し
、
同
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ

る
職
員
に
あ
つ
て
は
六
十
五
歳
と
し
、
同
項
第
三
号
に
掲
げ
る
職
員
に
あ
つ
て
は
規
則
で
定

め
る
年
齢
と
す
る
。
）
と
退
職
の
日
に
お
け
る
そ
の
者
の
年
齢
と
の
差
に
相
当
す
る
年
数
一

年
に
つ
き
」
と
す
る
。 

（
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
六
条 

職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
八
年
埼
玉
県

条
例
第
四
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

附
則
第
三
項
中
「
の
改
正
後
の
条
例
」
を
「
に
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
」
に
改
め
、

「
第
五
条
ま
で
」
の
下
に
「
又
は
附
則
第
三
十
四
項
若
し
く
は
第
三
十
五
項
」
を
加
え
、
「
改

正
後
の
条
例
第
三
条
か
ら
第
五
条
の
三
ま
で
」
を
「
同
条
例
第
三
条
か
ら
第
五
条
の
四
ま
で
及

び
附
則
第
三
十
三
項
か
ら
第
三
十
八
項
ま
で
」
に
改
め
る
。 

 

附
則
第
四
項
中
「
改
正
後
の
条
例
第
三
条
第
一
項
」
を
「
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例

第
三
条
第
一
項
」
に
、
「
改
正
後
の
条
例
第
五
条
の
二
」
を
「
同
条
例
第
五
条
の
二
（
同
条
例

第
五
条
の
四
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
附
則
第
三
十
七
項
」
に

改
め
る
。 

 

附
則
第
五
項
中
「
改
正
後
の
条
例
」
を
「
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
」
に
改
め
、
「
第

五
条
」
の
下
に
「
又
は
附
則
第
三
十
五
項
」
を
加
え
る
。 

 

附
則
第
六
項
中
「
改
正
後
の
条
例
」
を
「
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
」
に
、
「
第
五

条
の
三
」
を
「
第
五
条
の
四
」
に
改
め
る
。 

 
 

附
則
第
十
二
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
対
す
る
改
正
後
の
条
例
」
を
「
対
す
る
職
員
の

退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
」
に
、
「
改
正
後
の
条
例
第
二
条
の
四
か
ら
第
五
条
の
三
ま
で
」
を

「
同
条
例
第
二
条
の
四
か
ら
第
五
条
の
四
ま
で
」
に
、
「
改
正
後
の
条
例
附
則
第
七
項
」
を
「
職

員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
附
則
第
七
項
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
改
正
後
の
条
例
」

を
「
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
」
に
、
「
第
五
条
の
三
」
を
「
第
五
条
の
四
」
に
改
め

る
。 

 

（
外
国
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
） 

第
七
条 

外
国
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
条
例
（
昭

和
六
十
三
年
埼
玉
県
条
例
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
二
条
第
二
項
第
一
号
中
「
（
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）



第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
及
び
第
二
十
八
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
る
職
員
を

除
く
。
）
」
を
削
り
、
同
項
第
三
号
中
「
地
方
公
務
員
法
」
の
下
に
「
（
昭
和
二
十
五
年
法
律

第
二
百
六
十
一
号
）
」
を
加
え
、
同
項
第
五
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
項
第
四
号
の
次
に
次

の
一
号
を
加
え
る
。 

 
 

五 

職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
第
九
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
異
動

期
間
（
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
期
間
を
含
む
。
）
を
延
長
さ
れ
た
管
理
監
督

職
を
占
め
る
職
員 

 

（
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
八
条 

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
四
年
埼
玉
県
条
例
第
六
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
二
条
第
三
号
イ
中
「
（
第
二
条
の
四
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
し
て
育
児
休
業
を
し
よ
う

と
す
る
場
合
は
、
二
歳
に
達
す
る
日
）
」
を
「
（
当
該
子
の
出
生
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
十
七

日
ま
で
の
期
間
内
に
育
児
休
業
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
当
該
五
十
七
日
目
か
ら
起

算
し
て
六
月
を
経
過
す
る
日
、
第
二
条
の
四
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
し
て
育
児
休
業
を
し
よ

う
と
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
二
歳
に
達
す
る
日
）
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
四
号
と
し
、
同

条
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 
 

三 

職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
第
九
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
異
動

期
間
（
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
期
間
を
含
む
。
）
を
延
長
さ
れ
た
管
理
監
督

職
を
占
め
る
職
員 

 
 

第
二
条
の
三
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

三 

非
常
勤
職
員
が
育
児
休
業
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
場
合
の
い

ず
れ
に
も
該
当
す
る
と
き
（
当
該
非
常
勤
職
員
が
第
三
条
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
い

ず
れ
か
の
事
情
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
ロ
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
と
き
） 

 

 
 

 
 

育
児
休
業
に
係
る
子
の
一
歳
六
か
月
到
達
日 

 
 

 

イ 

当
該
非
常
勤
職
員
又
は
そ
の
配
偶
者
が
当
該
子
の
一
歳
到
達
日
（
前
号
に
該
当
す
る

場
合
に
あ
っ
て
は
、
同
号
に
定
め
る
日
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て

育
児
休
業
を
し
て
い
る
場
合 

 
 

 

ロ 

当
該
子
の
一
歳
到
達
日
後
の
期
間
に
つ
い
て
育
児
休
業
を
す
る
こ
と
が
特
に
必
要
と

認
め
ら
れ
る
場
合
と
し
て
委
員
会
規
則
で
定
め
る
場
合
に
該
当
す
る
場
合 

 
 

 

ハ 

当
該
子
に
つ
い
て
、
当
該
非
常
勤
職
員
が
当
該
子
の
一
歳
到
達
日
の
翌
日
（
当
該
非

常
勤
職
員
の
配
偶
者
が
こ
の
号
に
掲
げ
る
場
合
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
場
合
に
該
当
し

て
育
児
休
業
を
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
育
児
休
業
の
期
間
の
末
日
と
さ
れ
た
日

の
翌
日
以
前
の
日
）
を
育
児
休
業
の
期
間
の
初
日
と
す
る
育
児
休
業
を
し
よ
う
と
す
る

場
合 



 
 

 

ニ 

当
該
子
に
つ
い
て
、
当
該
非
常
勤
職
員
が
当
該
子
の
一
歳
到
達
日
後
の
期
間
に
お
い

て
こ
の
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
育
児
休
業
を
し
た
こ
と
が
な
い
場
合 

 
 

第
二
条
の
四
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

（
育
児
休
業
法
第
二
条
第
一
項
の
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
と
し
て
条
例
で
定
め
る
場

合
） 

 

第
二
条
の
四 
育
児
休
業
法
第
二
条
第
一
項
の
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
と
し
て
条
例
で

定
め
る
場
合
は
、
非
常
勤
職
員
が
育
児
休
業
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
次
の
各
号

の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
と
き
（
当
該
非
常
勤
職
員
が
第
三
条
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の

い
ず
れ
か
の
事
情
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
二
号
に
該
当
す
る
と
き
）
と
す
る
。 

 
 

一 

当
該
非
常
勤
職
員
又
は
そ
の
配
偶
者
が
育
児
休
業
に
係
る
子
の
一
歳
六
か
月
到
達
日
に

お
い
て
育
児
休
業
を
し
て
い
る
場
合 

 
 

二 

当
該
子
の
一
歳
六
か
月
到
達
日
後
の
期
間
に
つ
い
て
育
児
休
業
を
す
る
こ
と
が
特
に
必

要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
と
し
て
委
員
会
規
則
で
定
め
る
場
合
に
該
当
す
る
場
合 

 
 

三 

当
該
子
に
つ
い
て
、
当
該
非
常
勤
職
員
が
当
該
子
の
一
歳
六
か
月
到
達
日
の
翌
日
（
当

該
非
常
勤
職
員
の
配
偶
者
が
こ
の
条
の
規
定
に
該
当
し
、
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
場
合
に

該
当
し
て
育
児
休
業
を
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
育
児
休
業
の
期
間
の
末
日
と
さ
れ

た
日
の
翌
日
以
前
の
日
）
を
育
児
休
業
の
期
間
の
初
日
と
す
る
育
児
休
業
を
し
よ
う
と
す

る
場
合 

 
 

四 

当
該
子
に
つ
い
て
、
当
該
非
常
勤
職
員
が
当
該
子
の
一
歳
六
か
月
到
達
日
後
の
期
間
に

お
い
て
こ
の
条
の
規
定
に
該
当
し
て
育
児
休
業
を
し
た
こ
と
が
な
い
場
合 

 
 

第
二
条
の
五
を
削
る
。 

 
 

第
三
条
中
第
四
号
を
削
り
、
第
五
号
を
第
四
号
と
し
、
第
六
号
を
第
五
号
と
し
、
同
条
第
七

号
中
「
任
期
の
末
日
を
」
を
「
任
期
を
定
め
て
採
用
さ
れ
た
職
員
で
あ
っ
て
、
当
該
任
期
の
末

日
を
」
に
、
「
非
常
勤
職
員
」
を
「
も
の
」
に
、
「
当
該
任
期
の
末
日
」
を
「
当
該
育
児
休
業

に
係
る
子
に
つ
い
て
、
当
該
更
新
前
の
任
期
の
末
日
」
に
、
「
引
き
続
き
採
用
さ
れ
た
日
」
を

「
当
該
採
用
の
日
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
六
号
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 
 

（
育
児
休
業
法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
の
人
事
院
規
則
で
定
め
る
期
間
を
基
準
と
し
て
条
例

で
定
め
る
期
間
） 

第
三
条
の
二 

育
児
休
業
法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
の
人
事
院
規
則
で
定
め
る
期
間
を
基
準
と

し
て
条
例
で
定
め
る
期
間
は
、
五
十
七
日
間
と
す
る
。 

 

第
十
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 

三 

職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
第
九
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
異
動

期
間
（
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
期
間
を
含
む
。
）
を
延
長
さ
れ
た
管
理
監
督

職
を
占
め
る
職
員 



 
 

第
十
一
条
第
五
号
中
「
育
児
休
業
等
計
画
書
」
を
「
育
児
短
時
間
勤
務
計
画
書
」
に
改
め
る
。 

 
 

第
十
五
条
の
表
第
四
条
第
十
二
項
の
項
を
削
り
、
同
表
第
十
条
第
二
項
第
二
号
の
項
中
「
再

任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
、
同
表
第
十
四
条

第
四
項
の
項
を
削
り
、
同
表
第
十
四
条
第
五
項
の
項
中
「
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
」

の
下
に
「
（
平
成
四
年
埼
玉
県
条
例
第
六
号
）
」
を
加
え
る
。 

 
 

第
十
六
条
の
表
第
六
条
第
十
一
項
の
項
を
削
り
、
同
表
第
九
条
の
五
第
二
項
第
二
号
の
項
中

「
再
任
用
短
時
間
勤
務
学
校
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
学
校
職
員
」
に
改
め
る
。 

 
 

第
十
七
条
の
表
第
二
十
四
条
第
一
項
の
項
中
「
第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
、
第
二
十
八
条
の

五
第
一
項
又
は
第
二
十
八
条
の
六
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項

又
は
第
二
十
二
条
の
五
第
一
項
」
に
、
「
同
法
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
」
を
「
同
法
第
二
十

二
条
の
四
第
一
項
」
に
、
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職

員
」
に
改
め
、
同
表
第
二
十
四
条
第
二
項
の
項
中
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
定
年
前

再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
る
。 

 
 

第
十
八
条
の
表
第
八
条
の
項
中
「
第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
、
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
又

は
第
二
十
八
条
の
六
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
又
は
第
二
十

二
条
の
五
第
一
項
」
に
、
「
同
法
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
」
を
「
同
法
第
二
十
二
条
の
四
第

一
項
」
に
改
め
る
。 

 
 

第
二
十
六
条
の
表
第
十
条
第
二
項
第
二
号
の
項
中
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
定
年

前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
、
同
表
第
十
四
条
第
四
項
の
項
を
削
り
、
同
表
第
十
四

条
第
五
項
の
項
中
「
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
」
の
下
に
「
（
平
成
四
年
埼
玉
県
条

例
第
六
号
）
」
を
加
え
、
同
表
第
十
九
条
の
六
第
二
項
の
項
中
「
第
七
条
の
三
」
を
「
第
四
条

第
四
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
、
第
七
条
の
三
」
に
、
「
再
任
用
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短

時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
る
。 

 
 

第
二
十
七
条
の
表
第
九
条
の
五
第
二
項
第
二
号
の
項
中
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
学
校
職
員
」

を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
学
校
職
員
」
に
改
め
、
同
表
第
十
二
条
の
十
一
の
項
中
「
第

九
条
、
第
九
条
の
六
、
」
を
「
第
六
条
第
三
項
か
ら
第
十
項
ま
で
、
第
九
条
、
第
九
条
の
六
、
」

に
、
「
再
任
用
学
校
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
学
校
職
員
」
に
改
め
る
。 

 
 

第
二
十
八
条
の
表
第
二
十
四
条
第
一
項
の
項
中
「
第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
、
第
二
十
八
条

の
五
第
一
項
又
は
第
二
十
八
条
の
六
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
四
第
一

項
又
は
第
二
十
二
条
の
五
第
一
項
」
に
、
「
同
法
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
」
を
「
同
法
第
二

十
二
条
の
四
第
一
項
」
に
、
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務

職
員
」
に
改
め
、
同
表
第
二
十
四
条
第
二
項
の
項
中
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
定
年

前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
る
。 

 
 

第
二
十
九
条
の
表
第
八
条
の
項
中
「
第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
、
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項



又
は
第
二
十
八
条
の
六
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
又
は
第
二

十
二
条
の
五
第
一
項
」
に
、
「
同
法
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
」
を
「
同
法
第
二
十
二
条
の
四

第
一
項
」
に
改
め
る
。 

 
 

第
三
十
条
第
二
号
中
「
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
」
に
、

「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
、
同
号
イ
中

「
第
二
条
第
三
号
ロ
」
を
「
第
二
条
第
四
号
ロ
」
に
改
め
る
。 

 
 

第
三
十
一
条
第
三
項
中
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職

員
」
に
改
め
る
。 

 
 

附
則
に
次
の
見
出
し
及
び
二
項
を
加
え
る
。 

 
 

（
職
員
の
給
与
条
例
附
則
第
十
三
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
に
関

す
る
読
替
え
） 

 

４ 

育
児
短
時
間
勤
務
職
員
に
対
す
る
職
員
の
給
与
条
例
附
則
第
十
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
同
項
中
「
額
と
す
る
」
と
あ
る
の
は
、
「
額
に
、
勤
務
時
間
条
例
が
適
用
さ
れ
る

者
に
あ
つ
て
は
勤
務
時
間
条
例
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務

時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
、
学
校
職
員
勤
務
時
間
条
例
が
適
用
さ
れ
る

者
に
あ
つ
て
は
学
校
職
員
勤
務
時
間
条
例
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の

者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
そ
れ
ぞ
れ
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ

て
得
た
額
と
す
る
」
と
す
る
。 

 

５ 

育
児
休
業
法
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
勤
務
を
し
て
い
る
職
員
が
職
員
の
給
与
条
例
附
則

第
十
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
お
け
る
第
二
十
四
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
同
条
中
「
第
二
十
一
条
ま
で
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
二
十
一
条
ま
で
及
び
附
則
第
四
項
」

と
す
る
。 

 
 

附
則
に
次
の
見
出
し
及
び
二
項
を
加
え
る
。 

 
 

（
学
校
職
員
の
給
与
条
例
附
則
第
八
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
に

関
す
る
読
替
え
） 

 

６ 

育
児
短
時
間
勤
務
職
員
に
対
す
る
学
校
職
員
の
給
与
条
例
附
則
第
八
項
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
同
項
中
「
額
と
す
る
」
と
あ
る
の
は
、
「
額
に
、
勤
務
時
間
条
例
第
三
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間

で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
」
と
す
る
。 

 

７ 

育
児
休
業
法
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
勤
務
を
し
て
い
る
職
員
が
学
校
職
員
の
給
与
条
例

附
則
第
八
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
お
け
る
第
二
十
四
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
同
条
中
「
第
二
十
一
条
ま
で
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
二
十
一
条
ま
で
及
び
附
則
第
六

項
」
と
す
る
。 

 

（
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 



第
九
条 

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
七
年
埼
玉
県
条
例
第
二
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
二
条
第
三
項
中
「
第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
、
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
又
は
第
二
十
八

条
の
六
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
又
は
第
二
十
二
条
の
五
第

一
項
」
に
、
「
同
法
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
」
を
「
同
法
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
」
に
、

「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
る
。 

 
 

第
三
条
第
一
項
た
だ
し
書
及
び
第
二
項
た
だ
し
書
、
第
四
条
第
二
項
、
第
十
一
条
第
一
項
第

一
号
並
び
に
第
十
七
条
中
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職

員
」
に
改
め
る
。 

 

（
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
十
条 

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
一
年
埼
玉
県
条
例
第
五
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
二
十
四
条
の
見
出
し
中
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務

職
員
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
、
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
又

は
第
二
十
八
条
の
六
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
又
は
第
二
十

二
条
の
五
第
一
項
」
に
、
「
同
法
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
」
を
「
同
法
第
二
十
二
条
の
四
第

一
項
」
に
、
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
、

同
条
第
二
項
中
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改

め
る
。 

 

（
公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
十
一
条 

公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
三
年
埼
玉
県
条
例
第

七
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
二
条
第
二
項
第
一
号
中
「
第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
、
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
又
は
第

二
十
八
条
の
六
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
又
は
第
二
十
二
条

の
五
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
又
は
第
二
十
八
条
の
六

第
二
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
又
は
第
二
十
二
条
の
五
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第

五
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
項
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 

五 

職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
第
九
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
異
動

期
間
（
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
期
間
を
含
む
。
）
を
延
長
さ
れ
た
管
理
監
督

職
を
占
め
る
職
員 

 

（
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
十
二
条 

職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
十
五
年
埼
玉

県
条
例
第
九
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

附
則
第
四
項
中
「
附
則
第
三
十
六
項
」
を
「
附
則
第
二
十
二
項
」
に
改
め
る
。 



 

（
埼
玉
県
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
十
三
条 

埼
玉
県
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
七
年
埼
玉
県

条
例
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
三
条
中
「
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
る
。 

 

（
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
十
四
条 

職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
十
八
年
埼
玉
県

条
例
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

附
則
第
二
項
中
「
新
条
例
第
二
条
の
四
か
ら
第
五
条
の
三
ま
で
」
を
「
職
員
の
退
職
手
当
に

関
す
る
条
例
第
二
条
の
四
か
ら
第
五
条
の
四
ま
で
」
に
、
「
附
則
第
三
十
六
項
か
ら
第
三
十
八

項
ま
で
、
条
例
第
四
十
四
号
」
を
「
附
則
第
二
十
二
項
か
ら
第
二
十
四
項
ま
で
、
条
例
第
四
十

四
号
」
に
改
め
る
。 

 

（
埼
玉
県
職
員
の
留
学
費
用
の
償
還
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
十
五
条 

埼
玉
県
職
員
の
留
学
費
用
の
償
還
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
九
年
埼
玉
県
条
例
第
六

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
四
条
第
二
号
中
「
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
二
十
八
条
の
六
第
一
項
」
に
、
「
第

二
十
八
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
二
十
八
条
の
七
第
一
項
」
に
改
め
る
。 

 

（
職
員
の
修
学
部
分
休
業
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
十
六
条 

職
員
の
修
学
部
分
休
業
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
三
年
埼
玉
県
条
例
第
九
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
三
条
第
二
項
中
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」

に
、
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
学
校
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
学
校
職
員
」
に
改

め
、
同
条
第
三
項
中
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」

に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
職
員
の
修
学
部
分
休
業
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
三
年
埼
玉
県

条
例
第
九
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
」
を
削
る
。 

 

（
職
員
の
再
任
用
に
関
す
る
条
例
の
廃
止
） 

第
十
七
条 

職
員
の
再
任
用
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
三
年
埼
玉
県
条
例
第
六
号
）
は
、
廃
止
す

る
。 

 
 

 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

第
一
条 

こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

一 

第
五
条
中
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
第
十
三
条
第
四
項
の
改
正
規
定
、
附
則
第
三

十
九
項
の
改
正
規
定
（
「
附
則
第
十
一
条
」
を
「
附
則
第
十
三
条
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）

及
び
附
則
第
四
十
五
項
の
改
正
規
定
（
「
平
成
三
十
四
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
七
年



三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）
並
び
に
附
則
第
十
一
条
及
び
第
二
十
二
条
の

規
定 

公
布
の
日 

 
二 

第
五
条
中
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
第
十
三
条
第
十
一
項
第
五
号
の
改
正
規
定
並

び
に
第
八
条
中
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
第
二
条
第
三
号
の
改
正
規
定
（
「
（
第

二
条
の
四
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
し
て
育
児
休
業
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
二
歳
に
達

す
る
日
）
」
を
「
（
当
該
子
の
出
生
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
十
七
日
ま
で
の
期
間
内
に
育
児

休
業
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
当
該
五
十
七
日
目
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
す

る
日
、
第
二
条
の
四
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
し
て
育
児
休
業
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ

っ
て
は
二
歳
に
達
す
る
日
）
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
二
条
の
三
第
三
号
の
改
正

規
定
、
第
二
条
の
四
の
改
正
規
定
、
第
二
条
の
五
を
削
る
改
正
規
定
、
第
三
条
の
改
正
規
定
、

第
三
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
及
び
第
十
一
条
第
五
号
の
改
正
規
定 

令
和
四
年

十
月
一
日 

 

（
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
伴
う
勤
務
延
長
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

第
二
条 

任
命
権
者
は
、
施
行
日
（
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
前
に
第
一

条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
（
以
下
「
旧
定
年
条
例
」
と
い
う
。
）

第
四
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
勤
務
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
か
つ
、
旧
定
年
条
例
勤

務
延
長
期
限
（
同
条
第
一
項
の
期
限
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
期
限
を
い

う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
施
行
日
以
後
に
到
来
す
る
職
員
（
以
下
こ
の
項
に
お

い
て
「
旧
定
年
条
例
勤
務
延
長
職
員
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
旧
定
年
条
例
勤
務
延
長
期
限

又
は
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
期
限
が
到
来
す
る
場
合
に
お
い
て
、
第
一
条
の
規
定

に
よ
る
改
正
後
の
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
（
以
下
「
新
定
年
条
例
」
と
い
う
。
）
第
四

条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
埼
玉
県
人
事
委
員
会
の
承
認
を
得

て
、
こ
れ
ら
の
期
限
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
期
限
を
延
長
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
当
該
期
限
は
、
当
該
旧
定
年
条
例
勤
務
延
長
職
員
に
係
る
旧
定
年
条

例
第
二
条
に
規
定
す
る
定
年
退
職
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

２ 

任
命
権
者
は
、
基
準
日
（
施
行
日
、
令
和
七
年
四
月
一
日
、
令
和
九
年
四
月
一
日
、
令
和
十

一
年
四
月
一
日
及
び
令
和
十
三
年
四
月
一
日
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
か
ら

基
準
日
の
翌
年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
基
準
日
に
お
け
る
新
定
年
条
例
定
年
（
新
定
年

条
例
第
三
条
に
規
定
す
る
定
年
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
基
準
日
の
前
日
に
お
け
る
新
定
年

条
例
定
年
（
基
準
日
が
施
行
日
で
あ
る
場
合
に
は
、
施
行
日
の
前
日
に
お
け
る
旧
定
年
条
例
第

三
条
に
規
定
す
る
定
年
）
を
超
え
る
職
（
基
準
日
に
お
け
る
新
定
年
条
例
定
年
が
新
定
年
条
例

第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
定
年
で
あ
る
職
に
限
る
。
）
及
び
こ
れ
に
相
当
す
る
基
準
日
以
後

に
設
置
さ
れ
た
職
そ
の
他
の
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
（
以
下
「
人
事
委
員
会
規
則
」
と
い
う
。
）

で
定
め
る
職
に
、
基
準
日
か
ら
基
準
日
の
翌
年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
定
年
条
例
第



四
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
、
地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三

年
法
律
第
六
十
三
号
。
以
下
「
令
和
三
年
改
正
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
三
条
第
五
項
又
は
前

項
の
規
定
に
よ
り
勤
務
し
て
い
る
職
員
の
う
ち
、
基
準
日
の
前
日
に
お
い
て
同
日
に
お
け
る
当

該
職
に
係
る
新
定
年
条
例
定
年
（
基
準
日
が
施
行
日
で
あ
る
場
合
に
は
、
施
行
日
の
前
日
に
お

け
る
旧
定
年
条
例
第
三
条
に
規
定
す
る
定
年
）
に
達
し
て
い
る
職
員
（
当
該
人
事
委
員
会
規
則

で
定
め
る
職
に
あ
っ
て
は
、
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
職
員
）
を
、
昇
任
し
、
降
任
し
、
又

は
転
任
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

３ 

新
定
年
条
例
第
四
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
勤
務
に

つ
い
て
準
用
す
る
。 

 

（
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
伴
う
定
年
退
職
者
等
の
再
任
用
に
関
す
る
経

過
措
置
） 

第
三
条 

任
命
権
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
、
年
齢
六
十
五
年
に
達
す
る
日
以
後
に
お
け
る

最
初
の
三
月
三
十
一
日
（
以
下
こ
の
条
か
ら
附
則
第
六
条
ま
で
に
お
い
て
「
特
定
年
齢
到
達
年

度
の
末
日
」
と
い
う
。
）
ま
で
の
間
に
あ
る
者
で
あ
っ
て
、
当
該
者
を
採
用
し
よ
う
と
す
る
常

時
勤
務
を
要
す
る
職
に
係
る
旧
定
年
条
例
定
年
（
旧
定
年
条
例
第
三
条
に
規
定
す
る
定
年
を
い

う
。
以
下
同
じ
。
）
（
施
行
日
以
後
に
新
た
に
設
置
さ
れ
た
職
及
び
施
行
日
以
後
に
組
織
の
変

更
等
に
よ
り
名
称
が
変
更
さ
れ
た
職
に
あ
っ
て
は
、
当
該
職
が
施
行
日
の
前
日
に
設
置
さ
れ
て

い
た
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
旧
定
年
条
例
定
年
に
準
じ
た
当
該
職
に
係
る
年
齢
。
次
条
第

一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
達
し
て
い
る
者
を
、
従
前
の
勤
務
実
績
そ
の
他
の
人
事
委
員
会
規

則
で
定
め
る
情
報
に
基
づ
く
選
考
に
よ
り
、
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
任
期
を
定
め
、
当
該

常
時
勤
務
を
要
す
る
職
に
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

一 

施
行
日
前
に
旧
定
年
条
例
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
退
職
し
た
者 

 

二 

旧
定
年
条
例
第
四
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
令
和
三
年
改
正
法
附
則
第
三
条
第
五
項

又
は
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
勤
務
し
た
後
退
職
し
た
者 

 

三 

二
十
五
年
以
上
勤
続
し
て
施
行
日
前
に
退
職
し
た
者
（
前
二
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

で
あ
っ
て
、
当
該
退
職
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
あ
る

者 

 

四 

二
十
五
年
以
上
勤
続
し
て
施
行
日
前
に
退
職
し
た
者
（
前
三
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

で
あ
っ
て
、
当
該
退
職
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
、
旧

地
方
公
務
員
法
再
任
用
（
令
和
三
年
改
正
法
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十

五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
、
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
又
は

第
二
十
八
条
の
六
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
す
る
こ
と
を
い
う
。
）
又

は
暫
定
再
任
用
（
令
和
三
年
改
正
法
附
則
第
四
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規

定
を
令
和
三
年
改
正
法
附
則
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を



含
む
。
）
、
第
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
（
こ
れ

ら
の
規
定
を
令
和
三
年
改
正
法
附
則
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
七
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
す
る
こ
と
を

い
う
。
次
項
第
六
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
者 

２ 

令
和
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
任
命
権
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
、
特
定
年

齢
到
達
年
度
の
末
日
ま
で
の
間
に
あ
る
者
で
あ
っ
て
、
当
該
者
を
採
用
し
よ
う
と
す
る
常
時
勤

務
を
要
す
る
職
に
係
る
新
定
年
条
例
定
年
に
達
し
て
い
る
者
を
、
従
前
の
勤
務
実
績
そ
の
他
の

人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
情
報
に
基
づ
く
選
考
に
よ
り
、
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
任
期

を
定
め
、
当
該
常
時
勤
務
を
要
す
る
職
に
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

一 

施
行
日
以
後
に
新
定
年
条
例
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
退
職
し
た
者 

 

二 

施
行
日
以
後
に
新
定
年
条
例
第
四
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
勤
務
し
た
後
退

職
し
た
者 

 

三 

施
行
日
以
後
に
新
定
年
条
例
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
者
の
う
ち
、
令
和
三

年
改
正
法
に
よ
る
改
正
後
の
地
方
公
務
員
法
（
以
下
「
新
地
方
公
務
員
法
」
と
い
う
。
）
第

二
十
二
条
の
四
第
三
項
に
規
定
す
る
任
期
が
満
了
し
た
こ
と
に
よ
り
退
職
し
た
者 

 

四 

施
行
日
以
後
に
新
定
年
条
例
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
者
の
う
ち
、

新
地
方
公
務
員
法
第
二
十
二
条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
新
地
方
公
務
員
法
第
二
十

二
条
の
四
第
三
項
に
規
定
す
る
任
期
が
満
了
し
た
こ
と
に
よ
り
退
職
し
た
者 

 

五 

二
十
五
年
以
上
勤
続
し
て
施
行
日
以
後
に
退
職
し
た
者
（
前
各
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

で
あ
っ
て
、
当
該
退
職
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
あ
る

者 

 

六 

二
十
五
年
以
上
勤
続
し
て
施
行
日
以
後
に
退
職
し
た
者
（
前
各
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

で
あ
っ
て
、
当
該
退
職
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
、
暫

定
再
任
用
を
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
者 

３ 

前
二
項
の
任
期
又
は
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
更
新
さ
れ
た
任
期
は
、
一
年
を
超
え
な
い
範
囲

内
で
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
当
該
任
期
の
末
日
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
採

用
す
る
者
又
は
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
任
期
を
更
新
す
る
者
の
特
定
年
齢
到
達
年
度
の
末
日
以

前
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

暫
定
再
任
用
職
員
（
令
和
三
年
改
正
法
附
則
第
四
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
（
こ
れ
ら
の

規
定
を
令
和
三
年
改
正
法
附
則
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
、
第
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
（
こ
れ
ら

の
規
定
を
令
和
三
年
改
正
法
附
則
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
又
は
第
七
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）
の
前
項
の
規
定
に
よ
る
任
期
の
更
新
は
、
当
該
暫
定
再
任
用
職
員
の
当
該
更
新



直
前
の
任
期
に
お
け
る
勤
務
実
績
が
、
当
該
暫
定
再
任
用
職
員
の
能
力
評
価
及
び
実
績
評
価
の

全
体
評
語
そ
の
他
勤
務
の
状
況
を
示
す
事
実
に
基
づ
き
良
好
で
あ
る
場
合
に
行
う
こ
と
が
で
き

る
。 

５ 

任
命
権
者
は
、
暫
定
再
任
用
職
員
の
任
期
を
更
新
す
る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
当
該
暫
定

再
任
用
職
員
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

第
四
条 

任
命
権
者
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
組
合
（
県
が
加
入
す
る
地
方
自
治

法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
八
十
四
条
第
一
項
の
一
部
事
務
組
合
又
は
広

域
連
合
を
い
う
。
次
項
及
び
附
則
第
六
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
け
る
前
条
第
一
項
各
号
に

掲
げ
る
者
の
う
ち
、
特
定
年
齢
到
達
年
度
の
末
日
ま
で
の
間
に
あ
る
者
で
あ
っ
て
、
当
該
者
を

採
用
し
よ
う
と
す
る
常
時
勤
務
を
要
す
る
職
に
係
る
旧
定
年
条
例
定
年
に
達
し
て
い
る
者
を
、

従
前
の
勤
務
実
績
そ
の
他
の
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
情
報
に
基
づ
く
選
考
に
よ
り
、
一
年

を
超
え
な
い
範
囲
内
で
任
期
を
定
め
、
当
該
常
時
勤
務
を
要
す
る
職
に
採
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
。 

２ 

令
和
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
任
命
権
者
は
、
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、

組
合
に
お
け
る
同
項
各
号
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
、
特
定
年
齢
到
達
年
度
の
末
日
ま
で
の
間
に
あ

る
者
で
あ
っ
て
、
当
該
者
を
採
用
し
よ
う
と
す
る
常
時
勤
務
を
要
す
る
職
に
係
る
新
定
年
条
例

定
年
に
達
し
て
い
る
者
を
、
従
前
の
勤
務
実
績
そ
の
他
の
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
情
報
に

基
づ
く
選
考
に
よ
り
、
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
任
期
を
定
め
、
当
該
常
時
勤
務
を
要
す
る

職
に
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

前
二
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
前
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。 

第
五
条 

任
命
権
者
は
、
新
地
方
公
務
員
法
第
二
十
二
条
の
四
第
四
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

附
則
第
三
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
、
特
定
年
齢
到
達
年
度
の
末
日
ま
で
の
間
に
あ

る
者
で
あ
っ
て
、
当
該
者
を
採
用
し
よ
う
と
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
（
新
定
年
条
例
第
十
二
条

に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
係
る
旧
定
年
条
例
定
年
相
当
年
齢

（
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
職
員
が
、
常
時
勤
務
を
要
す
る
職
で
そ
の
職
務
が
当
該
短
時
間

勤
務
の
職
と
同
種
の
職
を
占
め
て
い
る
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
旧
定
年
条
例
定
年
（
施
行

日
以
後
に
新
た
に
設
置
さ
れ
た
短
時
間
勤
務
の
職
及
び
施
行
日
以
後
に
組
織
の
変
更
等
に
よ
り

名
称
が
変
更
さ
れ
た
短
時
間
勤
務
の
職
に
あ
っ
て
は
、
当
該
職
が
施
行
日
の
前
日
に
設
置
さ
れ

て
い
た
も
の
と
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
職
を
占
め
る
職
員
が
、
常
時
勤
務
を
要
す
る
職
で

そ
の
職
務
が
当
該
職
と
同
種
の
職
を
占
め
て
い
る
も
の
と
し
た
と
き
に
お
け
る
旧
定
年
条
例
定

年
に
準
じ
た
当
該
職
に
係
る
年
齢
）
を
い
う
。
次
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
達
し
て
い

る
者
を
、
従
前
の
勤
務
実
績
そ
の
他
の
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
情
報
に
基
づ
く
選
考
に
よ

り
、
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
任
期
を
定
め
、
当
該
短
時
間
勤
務
の
職
に
採
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
。 



２ 

令
和
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
任
命
権
者
は
、
新
地
方
公
務
員
法
第
二
十
二
条
の

四
第
四
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
附
則
第
三
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
、
特
定
年

齢
到
達
年
度
の
末
日
ま
で
の
間
に
あ
る
者
で
あ
っ
て
、
当
該
者
を
採
用
し
よ
う
と
す
る
短
時
間

勤
務
の
職
に
係
る
新
定
年
条
例
定
年
相
当
年
齢
（
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
職
員
が
、
常
時

勤
務
を
要
す
る
職
で
そ
の
職
務
が
当
該
短
時
間
勤
務
の
職
と
同
種
の
職
を
占
め
て
い
る
も
の
と

し
た
場
合
に
お
け
る
新
定
年
条
例
定
年
を
い
う
。
次
条
第
二
項
及
び
附
則
第
十
条
に
お
い
て
同

じ
。
）
に
達
し
て
い
る
者
（
新
定
年
条
例
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
短
時
間
勤
務
の
職
に

採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
を
除
く
。
）
を
、
従
前
の
勤
務
実
績
そ
の
他
の
人
事
委
員
会
規
則

で
定
め
る
情
報
に
基
づ
く
選
考
に
よ
り
、
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
任
期
を
定
め
、
当
該
短

時
間
勤
務
の
職
に
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

前
二
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
附
則
第
三
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。 

第
六
条 

任
命
権
者
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
新
地
方
公
務
員
法
第
二
十
二
条
の

五
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
新
地
方
公
務
員
法
第
二
十
二
条
の
四
第
四
項
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
組
合
に
お
け
る
附
則
第
三
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
、
特
定
年
齢
到
達
年
度

の
末
日
ま
で
の
間
に
あ
る
者
で
あ
っ
て
、
当
該
者
を
採
用
し
よ
う
と
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
に

係
る
旧
定
年
条
例
定
年
相
当
年
齢
に
達
し
て
い
る
者
を
、
従
前
の
勤
務
実
績
そ
の
他
の
人
事
委

員
会
規
則
で
定
め
る
情
報
に
基
づ
く
選
考
に
よ
り
、
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
任
期
を
定
め
、

当
該
短
時
間
勤
務
の
職
に
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

令
和
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
任
命
権
者
は
、
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、

新
地
方
公
務
員
法
第
二
十
二
条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
新
地
方
公
務
員
法
第
二
十
二

条
の
四
第
四
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
組
合
に
お
け
る
附
則
第
三
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る

者
の
う
ち
、
特
定
年
齢
到
達
年
度
の
末
日
ま
で
の
間
に
あ
る
者
で
あ
っ
て
、
当
該
者
を
採
用
し

よ
う
と
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
に
係
る
新
定
年
条
例
定
年
相
当
年
齢
に
達
し
て
い
る
者
（
新
定

年
条
例
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
短
時
間
勤
務
の
職
に
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

者
を
除
く
。
）
を
、
従
前
の
勤
務
実
績
そ
の
他
の
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
情
報
に
基
づ
く

選
考
に
よ
り
、
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
任
期
を
定
め
、
当
該
短
時
間
勤
務
の
職
に
採
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

前
二
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
附
則
第
三
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。 

 

（
令
和
三
年
改
正
法
附
則
第
八
条
第
三
項
の
条
例
で
定
め
る
職
及
び
年
齢
） 

第
七
条 

令
和
三
年
改
正
法
附
則
第
八
条
第
三
項
の
条
例
で
定
め
る
職
は
、
次
に
掲
げ
る
職
と
す

る
。 

 

一 

施
行
日
以
後
に
新
た
に
設
置
さ
れ
た
職 

 

二 

施
行
日
以
後
に
組
織
の
変
更
等
に
よ
り
名
称
が
変
更
さ
れ
た
職 

２ 

令
和
三
年
改
正
法
附
則
第
八
条
第
三
項
の
条
例
で
定
め
る
年
齢
は
、
前
項
に
規
定
す
る
職
が



施
行
日
の
前
日
に
設
置
さ
れ
て
い
た
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
旧
定
年
条
例
第
三
条
に
規
定

す
る
定
年
に
準
じ
た
当
該
職
に
係
る
年
齢
と
す
る
。 

 
（
令
和
三
年
改
正
法
附
則
第
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
新
地
方
公
務

員
法
第
二
十
二
条
の
四
第
四
項
の
条
例
で
定
め
る
職
及
び
年
齢
） 

第
八
条 

令
和
三
年
改
正
法
附
則
第
四
条
か
ら
第
七
条
ま
で
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に
お
け

る
令
和
三
年
改
正
法
附
則
第
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
新
地
方
公
務

員
法
第
二
十
二
条
の
四
第
四
項
の
条
例
で
定
め
る
職
は
、
次
に
掲
げ
る
職
と
す
る
。 

 

一 

施
行
日
以
後
に
新
た
に
設
置
さ
れ
た
短
時
間
勤
務
の
職 

 

二 

施
行
日
以
後
に
組
織
の
変
更
等
に
よ
り
名
称
が
変
更
さ
れ
た
短
時
間
勤
務
の
職 

２ 

令
和
三
年
改
正
法
附
則
第
四
条
か
ら
第
七
条
ま
で
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
令

和
三
年
改
正
法
附
則
第
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
新
地
方
公
務
員
法

第
二
十
二
条
の
四
第
四
項
の
条
例
で
定
め
る
年
齢
は
、
前
項
に
規
定
す
る
職
が
施
行
日
の
前
日

に
設
置
さ
れ
て
い
た
も
の
と
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
職
を
占
め
る
職
員
が
、
常
時
勤
務
を

要
す
る
職
で
そ
の
職
務
が
前
項
に
規
定
す
る
職
と
同
種
の
職
を
占
め
て
い
る
も
の
と
し
た
と
き

に
お
け
る
旧
定
年
条
例
定
年
に
準
じ
た
前
項
に
規
定
す
る
職
に
係
る
年
齢
と
す
る
。 

 

（
令
和
三
年
改
正
法
附
則
第
八
条
第
五
項
の
条
例
で
定
め
る
職
並
び
に
条
例
で
定
め
る
者
及
び

職
員
） 

第
九
条 

令
和
三
年
改
正
法
附
則
第
八
条
第
五
項
の
条
例
で
定
め
る
職
は
、
次
に
掲
げ
る
職
の
う

ち
、
当
該
職
が
基
準
日
（
附
則
第
三
条
か
ら
第
六
条
ま
で
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
間
に
お
け
る

各
年
の
四
月
一
日
（
施
行
日
を
除
く
。
）
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
前
日

に
設
置
さ
れ
て
い
た
も
の
と
し
た
場
合
に
お
い
て
、
基
準
日
に
お
け
る
新
定
年
条
例
定
年
が
基

準
日
の
前
日
に
お
け
る
新
定
年
条
例
定
年
を
超
え
る
職
と
す
る
。 

 

一 

基
準
日
以
後
に
新
た
に
設
置
さ
れ
た
職
（
短
時
間
勤
務
の
職
を
含
む
。
） 

 

二 

基
準
日
以
後
に
組
織
の
変
更
等
に
よ
り
名
称
が
変
更
さ
れ
た
職
（
短
時
間
勤
務
の
職
を
含

む
。
） 

２ 

令
和
三
年
改
正
法
附
則
第
八
条
第
五
項
の
条
例
で
定
め
る
者
は
、
前
項
に
規
定
す
る
職
が
基

準
日
の
前
日
に
設
置
さ
れ
て
い
た
も
の
と
し
た
場
合
に
お
い
て
、
同
日
に
お
け
る
当
該
職
に
係

る
新
定
年
条
例
定
年
に
達
し
て
い
る
者
と
す
る
。 

３ 

令
和
三
年
改
正
法
附
則
第
八
条
第
五
項
の
条
例
で
定
め
る
職
員
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
職

が
基
準
日
の
前
日
に
設
置
さ
れ
て
い
た
も
の
と
し
た
場
合
に
お
い
て
、
同
日
に
お
け
る
当
該
職

に
係
る
新
定
年
条
例
定
年
に
達
し
て
い
る
職
員
と
す
る
。 

 

（
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
伴
う
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
に
関

す
る
経
過
措
置
） 

第
十
条 

任
命
権
者
は
、
基
準
日
（
令
和
七
年
四
月
一
日
、
令
和
九
年
四
月
一
日
、
令
和
十
一
年



四
月
一
日
及
び
令
和
十
三
年
四
月
一
日
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
か
ら
基
準

日
の
翌
年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
基
準
日
に
お
け
る
新
定
年
条
例
定
年
相
当
年
齢
が
基

準
日
の
前
日
に
お
け
る
新
定
年
条
例
定
年
相
当
年
齢
を
超
え
る
短
時
間
勤
務
の
職
（
基
準
日
に

お
け
る
新
定
年
条
例
定
年
相
当
年
齢
が
新
定
年
条
例
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
定
年
で
あ
る

短
時
間
勤
務
の
職
に
限
る
。
）
及
び
こ
れ
に
相
当
す
る
基
準
日
以
後
に
設
置
さ
れ
た
短
時
間
勤

務
の
職
そ
の
他
の
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
短
時
間
勤
務
の
職
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新

定
年
条
例
原
則
定
年
相
当
年
齢
引
上
げ
短
時
間
勤
務
職
」
と
い
う
。
）
に
、
基
準
日
の
前
日
ま

で
に
新
定
年
条
例
第
十
二
条
に
規
定
す
る
年
齢
六
十
年
以
上
退
職
者
（
基
準
日
前
か
ら
新
定
年

条
例
第
四
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
勤
務
し
た
後
基
準
日
以
後
に
退
職
を
し
た
者

を
含
む
。
）
の
う
ち
基
準
日
の
前
日
に
お
い
て
同
日
に
お
け
る
当
該
新
定
年
条
例
原
則
定
年
相

当
年
齢
引
上
げ
短
時
間
勤
務
職
に
係
る
新
定
年
条
例
定
年
相
当
年
齢
に
達
し
て
い
る
者
（
当
該

人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
短
時
間
勤
務
の
職
に
あ
っ
て
は
、
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
者
）

を
、
新
定
年
条
例
第
十
二
条
又
は
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

新
定
年
条
例
原
則
定
年
相
当
年
齢
引
上
げ
短
時
間
勤
務
職
に
、
新
定
年
条
例
第
十
二
条
又
は
第

十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
（
以
下
こ
の
条
か
ら
附
則
第
十
七
条
ま
で
に

お
い
て
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
基
準
日
の
前
日
に
お
い
て

同
日
に
お
け
る
当
該
新
定
年
条
例
原
則
定
年
相
当
年
齢
引
上
げ
短
時
間
勤
務
職
に
係
る
新
定
年

条
例
定
年
相
当
年
齢
に
達
し
て
い
る
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
（
当
該
人
事
委
員
会
規

則
で
定
め
る
短
時
間
勤
務
の
職
に
あ
っ
て
は
、
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
定
年
前
再
任
用
短

時
間
勤
務
職
員
）
を
、
昇
任
し
、
降
任
し
、
又
は
転
任
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

 

（
令
和
三
年
改
正
法
附
則
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
条
例
で
定
め
る
年
齢
） 

第
十
一
条 

令
和
三
年
改
正
法
附
則
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
条
例
で
定
め
る
年
齢
は
年
齢
六

十
年
と
す
る
。 

 

（
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
） 

第
十
二
条 

第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
以
下
「
新
給
与
条

例
」
と
い
う
。
）
附
則
第
十
三
項
か
ら
第
二
十
二
項
ま
で
の
規
定
は
、
令
和
三
年
改
正
法
附
則

第
三
条
第
五
項
又
は
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
勤
務
し
て
い
る
職
員
に
は
適
用
し
な
い
。 

第
十
三
条 

暫
定
再
任
用
職
員
の
う
ち
暫
定
再
任
用
職
員
で
地
方
公
務
員
法
第
二
十
二
条
の
四
第

一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
も
の
（
以
下
「
暫
定
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」

と
い
う
。
）
を
除
い
た
職
員
の
給
料
月
額
は
、
当
該
職
員
が
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員

で
あ
る
も
の
と
し
た
場
合
に
適
用
さ
れ
る
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
第
三
条
第
二
項
に
規
定

す
る
給
料
表
の
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
欄
に
掲
げ
る
基
準
給
料
月
額
の
う
ち
、
同

条
例
第
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
に
応
じ
た
額
と
す
る
。 

第
十
四
条 

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
十
号
）
第
十
条



第
一
項
に
規
定
す
る
育
児
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
、
暫
定
再
任
用
職
員
の
う
ち
暫
定
再
任
用

短
時
間
勤
務
職
員
を
除
い
た
職
員
に
対
す
る
前
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
と

す
る
」
と
あ
る
の
は
、
「
に
、
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
が
適
用
さ
れ
る
者

に
あ
っ
て
は
同
条
例
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
当
該
職
員
の
勤
務
時
間
を
同

条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
、
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
平

成
七
年
埼
玉
県
条
例
第
二
十
八
号
）
が
適
用
さ
れ
る
者
に
あ
っ
て
は
同
条
例
第
三
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
当
該
職
員
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
そ

れ
ぞ
れ
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
」
と
す
る
。 

第
十
五
条 

暫
定
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
給
料
月
額
は
、
当
該
暫
定
再
任
用
短
時
間
勤
務
職

員
が
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
で
あ
る
も
の
と
し
た
場
合
に
適
用
さ
れ
る
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
給
料
表
の
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
欄

に
掲
げ
る
基
準
給
料
月
額
の
う
ち
、
同
条
例
第
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
暫
定
再
任
用

短
時
間
勤
務
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
に
応
じ
た
額
に
、
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す

る
条
例
が
適
用
さ
れ
る
者
に
あ
っ
て
は
同
条
例
第
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
当

該
暫
定
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
、
学

校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
が
適
用
さ
れ
る
者
に
あ
っ
て
は
同
条
例
第
三
条

第
三
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
当
該
暫
定
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
勤
務
時
間
を
同
条

第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
そ
れ
ぞ
れ
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。 

第
十
六
条 

暫
定
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
は
、
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
と
み
な
し
て
、

新
給
与
条
例
第
十
条
第
二
項
及
び
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。 

第
十
七
条 

暫
定
再
任
用
職
員
は
、
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
と
み
な
し
て
、
新
給
与
条

例
第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。 

第
十
八
条 

新
給
与
条
例
第
十
九
条
の
四
第
一
項
の
職
員
に
暫
定
再
任
用
職
員
が
含
ま
れ
る
場
合

に
お
け
る
勤
勉
手
当
の
額
の
同
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
ご
と
の
総
額
の
算
定
に

係
る
同
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
一
号
中
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」

と
あ
る
の
は
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
及
び
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
等
の
条
例
（
令
和
四
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
一
号
）
附
則
第
三
条
第
四
項
に
規

定
す
る
暫
定
再
任
用
職
員
（
次
号
に
お
い
て
「
暫
定
再
任
用
職
員
」
と
い
う
。
）
」
と
、
同
項

第
二
号
中
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
と
あ
る
の
は
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務

職
員
及
び
暫
定
再
任
用
職
員
」
と
す
る
。 

第
十
九
条 

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
第
四
条
第
四
項
、
第
五
項
、
第
七
項
及
び
第
九
項
か
ら

第
十
一
項
ま
で
、
第
七
条
の
三
か
ら
第
九
条
ま
で
、
第
九
条
の
三
、
第
九
条
の
五
、
第
十
二
条

の
二
並
び
に
第
十
二
条
の
三
並
び
に
新
給
与
条
例
第
四
条
第
六
項
及
び
第
八
項
の
規
定
は
、
暫

定
再
任
用
職
員
に
は
適
用
し
な
い
。 



第
二
十
条 

前
七
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
暫
定
再
任
用
職
員
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
人
事

委
員
会
規
則
で
定
め
る
。 

 
（
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
） 

第
二
十
一
条 

暫
定
再
任
用
職
員
に
対
す
る
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
職
員
の
退
職
手
当

に
関
す
る
条
例
（
次
条
及
び
附
則
第
二
十
三
条
に
お
い
て
「
新
退
職
手
当
条
例
」
と
い
う
。
）

第
二
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
（
以
下
「
職
員
」
と
い
う
。
）
」
と

あ
る
の
は
、
「
（
地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
六
十
三
号
）

附
則
第
四
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
附
則
第
九
条
第
三
項
の
規
定

に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
六

条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
附
則
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読

み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
七
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

採
用
さ
れ
た
職
員
を
除
く
。
以
下
「
職
員
」
と
い
う
。
）
」
と
す
る
。 

第
二
十
二
条 

新
退
職
手
当
条
例
第
十
三
条
第
四
項
の
規
定
は
、
附
則
第
一
条
第
一
号
に
掲
げ
る

日
以
後
に
同
項
の
事
業
を
開
始
し
た
職
員
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
同
項
の
知
事
が

定
め
る
職
員
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
者
に
つ
い
て
適
用
す
る
。 

第
二
十
三
条 

暫
定
再
任
用
職
員
は
、
新
退
職
手
当
条
例
第
十
七
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
と
み
な
し
て
、
新
退
職
手
当
条
例
の
規
定
を
適
用
す
る
。 

 

（
外
国
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
伴
う
経
過
措
置
） 

第
二
十
四
条 

暫
定
再
任
用
職
員
の
う
ち
暫
定
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
を
除
い
た
職
員
に
対
す

る
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
外
国
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
職
員
の

処
遇
等
に
関
す
る
条
例
第
二
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
中
「
定
め

て
任
用
さ
れ
る
職
員
」
と
あ
る
の
は
、
「
定
め
て
任
用
さ
れ
る
職
員
（
地
方
公
務
員
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
六
十
三
号
）
附
則
第
四
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
（
こ

れ
ら
の
規
定
を
同
法
附
則
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
又
は
第
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
を
除
く
。
）
」

と
す
る
。 

 

（
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
） 

第
二
十
五
条 

暫
定
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
は
、
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
職
員
の
育

児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
育
児
休
業
条
例
」
と
い
う
。
）
第
三

十
条
第
二
号
に
規
定
す
る
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
と
み
な
し
て
、
新
育
児
休
業
条
例

の
規
定
を
適
用
す
る
。 

 

（
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
） 

第
二
十
六
条 

暫
定
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
は
、
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
職
員
の
勤



務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
勤
務
時
間
条
例
」
と
い
う
。
）

第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
と
み
な
し
て
、
新
勤
務
時
間
条

例
の
規
定
を
適
用
す
る
。 

 

（
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
） 

第
二
十
七
条 
暫
定
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
は
、
第
十
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
職
員
の
特

殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
特
殊
勤
務
手
当
条
例
」
と
い
う
。
）

第
二
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
と
み
な
し
て
、
新
特
殊
勤

務
手
当
条
例
の
規
定
を
適
用
す
る
。 

 

（
公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
） 

第
二
十
八
条 

暫
定
再
任
用
職
員
に
対
す
る
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
公
益
的
法
人
等

へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
第
二
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同

号
中
「
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項

又
は
第
二
十
二
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
る
職
員
」
と
あ
る
の
は
、
「
地
方
公

務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
六
十
三
号
）
附
則
第
四
条
第
一
項
若
し

く
は
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
附
則
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二

項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
附
則
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
又
は
第
七
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
」
と
す

る
。 

第
二
十
九
条 

暫
定
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
に
対
す
る
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
公

益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
第
二
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
同
号
中
「
地
方
公
務
員
法
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
又
は
第
二
十
二
条
の
五
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
る
職
員
」
と
あ
る
の
は
、
「
地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
令
和
三
年
法
律
第
六
十
三
号
）
附
則
第
四
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定

を
同
法
附
則
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
五

条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
附

則
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
七
条
第
一

項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
の
う
ち
、
地
方
公
務
員
法
第
二
十
二
条

の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
も
の
」
と
す
る
。 



条

例 

埼
玉
県
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
四
年
七
月
八
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
条
例
第
三
十
二
号 

 
 

 

埼
玉
県
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

（
埼
玉
県
税
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
一
条 

埼
玉
県
税
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に 

 

改
正
す
る
。 

 
 

第
二
十
六
条
の
五
の
見
出
し
中
「
扶
養
親
族
申
告
書
」
を
「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」
に
改
め

る
。 

 
 

第
二
十
六
条
の
六
の
見
出
し
中
「
扶
養
親
族
申
告
書
」
を
「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」
に
改
め
、

同
条
第
一
項
中
「
あ
つ
て
、
」
の
下
に
「
特
定
配
偶
者
（
所
得
割
の
納
税
義
務
者
（
合
計
所
得

金
額
が
九
百
万
円
以
下
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
の
自
己
と
生
計
を
一
に
す
る
配
偶
者
（
法
第

三
十
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
青
色
事
業
専
従
者
に
該
当
す
る
も
の
で
同
項
に
規
定
す
る
給
与

の
支
払
を
受
け
る
も
の
及
び
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
事
業
専
従
者
に
該
当
す
る
も
の
を
除
き
、

退
職
手
当
等
（
所
得
税
法
第
百
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
所
得
税
を
徴
収
し
て
納
付
す

べ
き
も
の
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）
に
係
る
所
得
を
有
す
る
者
で
あ
つ
て
、
合
計
所
得
金
額
が

九
十
五
万
円
以
下
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
を
い
う
。
）
又
は
」
を
、
「
控
除
対
象
扶
養
親
族
」

の
下
に
「
で
あ
つ
て
退
職
手
当
等
に
係
る
所
得
を
有
し
な
い
者
」
を
加
え
る
。 

 
 

第
二
十
九
条
中
「
（
所
得
税
法
第
百
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
所
得
税
を
徴
収
し
て

納
付
す
べ
き
も
の
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）
」
を
削
る
。 

 
 

第
三
十
二
条
の
五
第
一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。 

 
 

 

た
だ
し
、
当
該
不
動
産
の
取
得
に
つ
い
て
、
当
該
期
間
内
に
不
動
産
登
記
法
（
平
成
十
六

年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
表
示
に
関
す
る
登
記
又
は
所
有
権
の
登

記
の
申
請
を
し
た
場
合
（
同
法
第
二
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
申
請
が
却
下
さ
れ
た
場
合

を
除
く
。
）
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 
 

第
三
十
二
条
の
五
第
三
項
中
「
知
事
は
」
の
下
に
「
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
」
を
加

え
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
第
一
項
」
に
、
「
添
附
」
を

「
添
付
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

 

２ 

前
項
た
だ
し
書
の
場
合
に
お
い
て
も
、
知
事
は
、
不
動
産
取
得
税
の
賦
課
徴
収
に
つ
い
て

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
不
動
産
を
取
得
し
た
者
に
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を

申
告
さ
せ
、
又
は
報
告
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

第
三
十
二
条
の
七
中
「
第
七
十
三
条
の
十
八
第
三
項
の
規
定
に
よ
つ
て
」
を
「
第
七
十
三
条



の
十
八
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
」
に
、
「
に
お
い
て
は
」
を
「
に
は
」
に
、
「
損
か
い

ヽ

ヽ

」
を
「
損

壊
」
に
、
「
あ
わ
せ
て
」
を
「
併
せ
て
」
に
改
め
る
。 

 
 

第
三
十
二
条
の
九
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
」
を
「
前
項
」
に
改
め
、
同

項
を
同
条
第
二
項
と
す
る
。 

 
 

第
三
十
二
条
の
十
一
の
二
第
三
項
中
「
第
三
項
並
び
に
」
を
削
る
。 

 
 

第
三
十
二
条
の
十
一
の
三
第
一
項
中
「
に
よ
つ
て
」
を
「
に
よ
り
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項

中
「
第
三
十
二
条
の
九
第
三
項
」
を
「
第
三
十
二
条
の
九
第
二
項
」
に
改
め
る
。 

 
 

附
則
第
六
条
の
二
第
二
項
中
「
令
和
十
五
年
度
」
を
「
令
和
二
十
年
度
」
に
改
め
る
。 

 
 

附
則
第
二
十
八
条
を
削
り
、
附
則
第
二
十
九
条
を
附
則
第
二
十
八
条
と
す
る
。 

 

（
埼
玉
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
二
条 

埼
玉
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
令
和
三
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
四
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
二
十
六
条
の
六
第
一
項
の
改
正
規
定
中
「
第
二
十
六
条
の
六
第
一
項
中
」
の
下
に
「
「
扶

養
親
族
（
」
の
下
に
「
年
齢
十
六
歳
未
満
の
者
又
は
」
を
加
え
、
」
を
加
え
、
「
控
除
対
象
扶

養
親
族
」
を
「
有
し
な
い
者
」
に
、
「
年
齢
十
六
歳
未
満
の
者
」
を
「
有
す
る
者
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
埼
玉
県
税
条
例

第
三
十
二
条
の
五
、
第
三
十
二
条
の
七
、
第
三
十
二
条
の
九
、
第
三
十
二
条
の
十
一
の
二
及
び

第
三
十
二
条
の
十
一
の
三
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
五
項
の
規
定
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日

か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
個
人
の
県
民
税
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

２ 

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
埼
玉
県
税
条
例
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
改

正
後
の
条
例
」
と
い
う
。
）
第
二
十
六
条
の
六
第
一
項
の
規
定
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
（
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
に
支
払
を
受
け
る
べ
き
所
得
税
法
（
昭
和

四
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
二
百
三
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
公
的
年
金
等
（
同
法
第
二

百
三
条
の
七
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
公
的
年
金
等
」

と
い
う
。
）
に
つ
い
て
提
出
す
る
改
正
後
の
条
例
第
二
十
六
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
申
告

書
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
支
払
を
受
け
る
べ
き
公
的
年
金
等
に
つ
い
て
提
出
し
た
第

一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
埼
玉
県
税
条
例
（
附
則
第
四
項
に
お
い
て
「
改
正
前
の
条
例
」

と
い
う
。
）
第
二
十
六
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
申
告
書
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
。 

３ 

改
正
後
の
条
例
附
則
第
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
は
、
県
民
税
の
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が

令
和
四
年
一
月
一
日
以
後
に
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
四
号
。



以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
所
得
税
法
等
改
正
法
」
と
い
う
。
）
第
十
一
条
の
規
定
に

よ
る
改
正
後
の
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
四
十
一
条
第
一
項

に
規
定
す
る
居
住
用
家
屋
若
し
く
は
既
存
住
宅
又
は
増
改
築
等
を
し
た
家
屋
（
当
該
増
改
築
等

に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
を
同
項
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
そ
の
者
の
居
住
の
用
に
供
す
る
場

合
に
つ
い
て
適
用
し
、
県
民
税
の
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
同
日
前
に
所
得
税
法
等
改
正
法
第

十
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
租
税
特
別
措
置
法
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
租
税
特
別
措
置
法
」

と
い
う
。
）
第
四
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
居
住
用
家
屋
若
し
く
は
既
存
住
宅
又
は
増
改
築

等
を
し
た
家
屋
（
当
該
増
改
築
等
に
係
る
部
分
に
限
る
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
同
条
第

一
項
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
そ
の
者
の
居
住
の
用
に
供
し
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
。 

４ 

県
民
税
の
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
令
和
四
年
一
月
一
日
前
に
旧
租
税
特
別
措
置
法
第
四
十

一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
居
住
用
家
屋
若
し
く
は
既
存
住
宅
若
し
く
は
増
改
築
等
を
し
た
家
屋

を
同
項
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
そ
の
者
の
居
住
の
用
に
供
し
た
場
合
又
は
同
日
前
に
所
得
税

法
等
改
正
法
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
等
に
係
る
国
税
関

係
法
律
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
十
三
条
の
二
第

一
項
に
規
定
す
る
居
住
用
家
屋
若
し
く
は
既
存
住
宅
若
し
く
は
増
改
築
等
を
し
た
家
屋
（
当
該

増
改
築
等
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
若
し
く
は
認
定
住
宅
を
同
項
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
そ

の
者
の
居
住
の
用
に
供
し
た
場
合
に
お
け
る
改
正
前
の
条
例
附
則
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
改
正
前
の
条
例
附
則
第
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
控

除
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

 

（
不
動
産
取
得
税
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

５ 

附
則
第
一
項
た
だ
し
書
に
掲
げ
る
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
埼
玉
県
税
条
例
の
規
定
中
不
動
産

取
得
税
に
関
す
る
部
分
は
、
同
項
た
だ
し
書
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
以
後
の
不
動
産
の
取

得
に
対
し
て
課
す
べ
き
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
の
不
動
産
の
取
得
に
対
し

て
課
す
る
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 



条

例 

埼
玉
県
性
の
多
様
性
を
尊
重
し
た
社
会
づ
く
り
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
四
年
七
月
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

埼
玉
県
条
例
第
三
十
三
号 

 
 

 

埼
玉
県
性
の
多
様
性
を
尊
重
し
た
社
会
づ
く
り
条
例 

 

（
目
的
） 

第
一
条 

こ
の
条
例
は
、
男
女
と
い
う
二
つ
の
枠
組
み
で
は
な
く
連
続
的
か
つ
多
様
で
あ
る
性
の

在
り
方
の
尊
重
に
つ
い
て
、
そ
の
緊
要
性
に
鑑
み
、
性
的
指
向
及
び
性
自
認
の
多
様
性
（
以

下
「
性
の
多
様
性
」
と
い
う
。
）
を
尊
重
し
た
社
会
づ
く
り
に
関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
、

県
、
県
民
及
び
事
業
者
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
性
の
多
様
性
を
尊
重
し
た
社

会
づ
く
り
に
関
す
る
施
策
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
性
の
多
様
性
を
尊

重
し
た
社
会
づ
く
り
に
関
す
る
取
組
を
推
進
し
、
も
っ
て
全
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る

社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

 

（
定
義
） 

第
二
条 

こ
の
条
例
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
る
。 

 

一 

性
的
指
向 

自
己
の
恋
愛
又
は
性
的
な
関
心
の
対
象
と
な
る
性
別
に
つ
い
て
の
指
向
を
い

う
。 

 

二 

性
自
認 

自
己
の
性
別
に
つ
い
て
の
認
識
を
い
う
。 

 

三 

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ 

互
い
を
人
生
の
パ
ー
ト
ナ
ー
又
は
家
族
と

し
て
尊
重
し
、
継
続
的
に
協
力
し
合
う
関
係
を
い
う
。 

 

（
基
本
理
念
） 

第
三
条 

性
の
多
様
性
を
尊
重
し
た
社
会
づ
く
り
は
、
全
て
の
人
が
あ
ら
ゆ
る
場
に
お
い
て
性
の

多
様
性
を
尊
重
さ
れ
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

性
の
多
様
性
を
尊
重
し
た
社
会
づ
く
り
に
当
た
っ
て
は
、
性
の
多
様
性
に
関
す
る
理
解
の
増

進
、
相
談
体
制
の
整
備
及
び
暮
ら
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
関
す
る
取
組
が
行
わ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

 

（
差
別
的
取
扱
い
等
の
禁
止
） 

第
四
条 

何
人
も
、
性
的
指
向
又
は
性
自
認
を
理
由
と
す
る
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
を
し
て
は
な

ら
な
い
。 

２ 

何
人
も
、
性
的
指
向
又
は
性
自
認
の
表
明
に
関
し
て
、
強
制
し
、
又
は
禁
止
し
て
は
な
ら
な

い
。 

３ 

何
人
も
、
正
当
な
理
由
な
く
ア
ウ
テ
ィ
ン
グ
（
性
的
指
向
又
は
性
自
認
に
関
し
て
本
人
の
意



に
反
し
て
本
人
が
秘
密
に
し
て
い
る
こ
と
を
明
か
す
こ
と
を
い
う
。
）
を
し
て
は
な
ら
な

い
。 

 
（
県
の
責
務
） 

第
五
条 
県
は
、
第
三
条
に
定
め
る
基
本
理
念
（
以
下
「
基
本
理
念
」
と
い
う
。
）
に
の
っ
と

り
、
性
の
多
様
性
を
尊
重
し
た
社
会
づ
く
り
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
実
施

す
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

県
は
、
前
項
の
施
策
を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
市
町
村
、
関
係
団
体
等
と
相
互
に
連
携

を
図
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
市
町
村
へ
の
支
援
） 

第
六
条 

県
は
、
市
町
村
が
性
の
多
様
性
を
尊
重
し
た
社
会
づ
く
り
に
関
す
る
施
策
を
実
施
す
る

た
め
、
情
報
の
提
供
、
助
言
そ
の
他
の
必
要
な
支
援
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

 

（
県
民
の
責
務
） 

第
七
条 

県
民
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
性
の
多
様
性
に
関
す
る
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
、
県
が
実
施
す
る
性
の
多
様
性
を
尊
重
し
た
社
会
づ
く
り
に
関
す
る
施
策
に
協
力
す
る
よ

う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
事
業
者
の
責
務
） 

第
八
条 

事
業
者
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
性
の
多
様
性
に
関
す
る
理
解
を
深
め
、
そ
の
事

業
活
動
を
行
う
に
当
た
っ
て
性
の
多
様
性
に
配
慮
し
た
取
組
を
行
う
よ
う
努
め
る
と
と
も

に
、
県
が
実
施
す
る
性
の
多
様
性
を
尊
重
し
た
社
会
づ
く
り
に
関
す
る
施
策
に
協
力
す
る
よ

う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
基
本
計
画
） 

第
九
条 

県
は
、
性
の
多
様
性
を
尊
重
し
た
社
会
づ
く
り
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的

に
推
進
す
る
た
め
の
計
画
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
基
本
計
画
」
と
い
う
。
）
を
策
定
す

る
も
の
と
す
る
。 

２ 

基
本
計
画
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

一 

性
の
多
様
性
を
尊
重
し
た
社
会
づ
く
り
に
関
す
る
基
本
方
針 

 

二 

性
の
多
様
性
を
尊
重
し
た
社
会
づ
く
り
に
関
す
る
具
体
的
施
策 

 

三 

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
性
の
多
様
性
を
尊
重
し
た
社
会
づ
く
り
に
関
す
る
施
策

を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項 

３ 

県
は
、
基
本
計
画
を
定
め
、
又
は
変
更
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
こ
れ
を
公
表
す
る
も
の
と

す
る
。 

 

（
性
の
多
様
性
へ
の
配
慮
） 

第
十
条 

県
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
県
が
実
施
す
る
事
務
事
業
に
お
い
て
、
性
の
多
様
性

に
合
理
的
な
配
慮
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 



 

（
制
度
の
整
備
等
） 

第
十
一
条 

県
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ
に
関

す
る
制
度
そ
の
他
の
性
の
多
様
性
を
尊
重
し
た
社
会
づ
く
り
の
た
め
の
制
度
を
整
備
す
る
等

必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
啓
発
等
） 

第
十
二
条 

県
は
、
性
の
多
様
性
に
関
す
る
県
民
等
の
理
解
を
深
め
、
暮
ら
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
必
要
な
啓
発
、
制
度
の
周
知
等
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

２ 

県
は
、
学
校
の
授
業
そ
の
他
の
教
育
活
動
に
お
い
て
、
性
の
多
様
性
に
関
す
る
理
解
を
深
め

る
た
め
、
学
校
の
設
置
者
と
連
携
し
、
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
人
材
の
育
成
） 

第
十
三
条 

県
は
、
性
の
多
様
性
を
尊
重
し
た
社
会
づ
く
り
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
た
め
の
研

修
の
実
施
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
相
談
体
制
等
の
整
備
） 

第
十
四
条 

県
は
、
性
の
多
様
性
に
関
す
る
相
談
体
制
を
整
備
す
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

県
は
、
性
の
多
様
性
を
尊
重
し
た
社
会
づ
く
り
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
実

施
す
る
た
め
に
必
要
な
体
制
を
整
備
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
財
政
上
の
措
置
） 

第
十
五
条 

県
は
、
性
の
多
様
性
を
尊
重
し
た
社
会
づ
く
り
に
関
す
る
施
策
を
推
進
す
る
た
め
、

必
要
な
財
政
上
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

 

附 

則 

１ 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

県
は
、
社
会
状
況
の
変
化
等
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ
こ
の
条
例
に
つ
い
て
見
直
し
を
行
う

も
の
と
す
る
。 



条

例 

埼
玉
県
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
四
年
七
月
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

埼
玉
県
条
例
第
三
十
四
号 

 
 

 

埼
玉
県
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
条
例 

 

（
目
的
） 

第
一
条 

こ
の
条
例
は
、
現
在
も
な
お
部
落
差
別
が
存
在
す
る
と
と
も
に
、
情
報
化
の
進
展
に
伴

っ
て
部
落
差
別
に
関
す
る
状
況
の
変
化
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
部
落
差
別
の
解
消
の

推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
百
九
号
。
第
九
条
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）

第
二
条
に
規
定
す
る
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
部
落
差
別
は
許
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
と
の
認

識
の
下
に
こ
れ
を
解
消
す
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
部
落
差
別
の
解
消
に

関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
、
県
、
県
民
及
び
事
業
者
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
部

落
差
別
の
解
消
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
部
落
差

別
の
解
消
を
推
進
し
、
も
っ
て
部
落
差
別
の
な
い
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

 

（
基
本
理
念
） 

第
二
条 

部
落
差
別
の
解
消
に
関
す
る
施
策
は
、
全
て
の
県
民
が
等
し
く
基
本
的
人
権
を
享
有
す

る
か
け
が
え
の
な
い
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
の
理
念
に
の
っ
と
り
、
部
落
差

別
を
解
消
す
る
必
要
性
に
対
す
る
県
民
一
人
一
人
の
理
解
を
深
め
る
よ
う
努
め
る
こ
と
に
よ
り
、

部
落
差
別
の
な
い
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
を
旨
と
し
て
、
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
部
落
差
別
の
禁
止
） 

第
三
条 

何
人
も
、
図
書
、
地
図
そ
の
他
資
料
の
公
表
又
は
流
布
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に

よ
る
情
報
の
提
供
、
結
婚
又
は
就
職
に
際
し
て
の
身
元
の
調
査
、
土
地
建
物
等
を
取
引
の
対
象

か
ら
除
外
す
る
た
め
の
調
査
そ
の
他
の
行
為
に
よ
り
、
部
落
差
別
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。 

 

（
県
の
責
務
） 

第
四
条 

県
は
、
第
二
条
に
定
め
る
基
本
理
念
（
次
条
及
び
第
六
条
に
お
い
て
「
基
本
理
念
」
と

い
う
。
）
に
の
っ
と
り
、
部
落
差
別
の
解
消
に
関
す
る
総
合
的
な
施
策
を
実
施
す
る
も
の
と
す

る
。 

２ 

県
は
、
前
項
の
施
策
を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
国
、
市
町
村
、
県
民
及
び
事
業
者
と
の

連
携
を
図
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

県
は
、
部
落
差
別
の
解
消
に
関
し
、
市
町
村
が
実
施
す
る
施
策
並
び
に
県
民
及
び
事
業
者
の

取
組
に
必
要
な
情
報
の
提
供
、
助
言
そ
の
他
の
支
援
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

 

（
県
民
の
責
務
） 

第
五
条 

県
民
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
部
落
差
別
を
解
消
す
る
必
要
性
に
対
す
る
理
解
を



深
め
る
と
と
も
に
、
県
が
実
施
す
る
部
落
差
別
の
解
消
に
関
す
る
施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め

る
も
の
と
す
る
。 

 
（
事
業
者
の
責
務
） 

第
六
条 
事
業
者
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
部
落
差
別
を
解
消
す
る
必
要
性
に
対
す
る
理
解

を
深
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
事
業
活
動
を
行
う
に
当
た
っ
て
県
が
実
施
す
る
部
落
差
別
の
解
消

に
関
す
る
施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
教
育
及
び
啓
発
） 

第
七
条 

県
は
、
国
及
び
市
町
村
と
の
適
切
な
役
割
分
担
を
踏
ま
え
て
、
部
落
差
別
を
解
消
す
る

た
め
、
必
要
な
教
育
及
び
啓
発
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

 

（
相
談
体
制
の
充
実
） 

第
八
条 

県
は
、
国
及
び
市
町
村
と
の
適
切
な
役
割
分
担
を
踏
ま
え
て
、
部
落
差
別
に
関
す
る
相

談
に
応
ず
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

県
は
、
部
落
差
別
に
関
す
る
相
談
に
的
確
に
応
ず
る
た
め
、
相
談
に
応
ず
る
者
の
資
質
の
向

上
等
相
談
体
制
の
充
実
を
図
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
部
落
差
別
の
実
態
把
握
） 

第
九
条 

県
は
、
国
及
び
市
町
村
と
の
適
切
な
役
割
分
担
を
踏
ま
え
て
、
法
第
六
条
の
規
定
に
よ

り
国
が
行
う
調
査
に
協
力
す
る
と
と
も
に
、
部
落
差
別
の
解
消
に
関
す
る
施
策
の
実
施
に
資
す

る
た
め
、
情
報
化
の
進
展
に
伴
う
部
落
差
別
に
関
す
る
状
況
の
変
化
も
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ

て
、
実
態
を
把
握
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

 

附 

則 

１ 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

県
は
、
社
会
状
況
の
変
化
等
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ
こ
の
条
例
に
つ
い
て
見
直
し
を
行
う

も
の
と
す
る
。 

 



条

例 

知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に

公
布
す
る
。 

令
和
四
年
七
月
八
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
条
例
第
三
十
五
号 

 
 

 

知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
一
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十

一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

別
表
第
二
十
三
項
第
二
号
事
務
の
欄
１
中
「
第
八
十
五
条
第
三
項
、
第
五
項
及
び
第
六
項
」
を

「
第
八
十
五
条
第
三
項
及
び
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
」
に
、
「
第
八
十
七
条
の
三
第
三
項
、
第
五

項
及
び
第
六
項
」
を
「
第
八
十
七
条
の
三
第
三
項
及
び
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

   



条 
 

例 

 

埼
玉
県
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ

に
公
布
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
七
月
八
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
条
例
第
三
十
六
号 

 
 

 

埼
玉
県
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
一
年
埼
玉
県
条
例
第

六
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
二
条
第
一
項
中
「
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
る
。 

 

第
七
条
第
一
号
中
「
道
路
（
以
下
」
の
下
に
「
こ
の
号
及
び
第
三
号
に
お
い
て
」
を
加
え
、
「
料

金
（
以
下
」
を
「
料
金
（
同
号
に
お
い
て
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
以
下
」
の
下
に
「
こ
の

号
及
び
次
号
に
お
い
て
」
を
加
え
る
。 

 

第
十
六
条
中
「
そ
の
者
」
を
「
当
該
職
員
」
に
改
め
る
。 

 

第
二
十
一
条
の
見
出
し
中
「
再
任
用
職
員
等
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
等
」
に

改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
、
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
又
は
第
二
十
八

条
の
六
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
又
は
第
二
十
二
条
の
五
第
一

項
」
に
改
め
る
。 

 

附
則
に
次
の
見
出
し
及
び
四
項
を
加
え
る
。 

 

（
職
員
の
給
料
に
関
す
る
特
例
措
置
） 

５ 

当
分
の
間
、
職
員
（
管
理
者
が
定
め
る
職
員
を
除
く
。
）
の
給
料
月
額
は
、
当
該
職
員
が
六

十
歳
に
達
し
た
日
後
に
お
け
る
最
初
の
四
月
一
日
（
次
項
に
お
い
て
「
特
定
日
」
と
い
う
。
）

以
後
、
管
理
者
が
定
め
る
額
と
す
る
。 

６ 

地
方
公
務
員
法
第
二
十
八
条
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
他
の
職
へ
の
降
任
等
（
次
項
に
お
い

て
単
に
「
他
の
職
へ
の
降
任
等
」
と
い
う
。
）
を
さ
れ
た
職
員
で
あ
つ
て
、
管
理
者
が
定
め
る

職
員
に
は
、
当
分
の
間
、
特
定
日
以
後
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
職
員
の
受
け
る
給
料
月
額

の
ほ
か
、
管
理
者
が
定
め
る
額
を
給
料
と
し
て
支
給
す
る
。 

７ 

他
の
職
へ
の
降
任
等
を
さ
れ
た
日
の
前
日
か
ら
引
き
続
き
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
給
料

表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
（
附
則
第
五
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
に
限
り
、
前
項
に
規

定
す
る
職
員
を
除
く
。
）
で
あ
つ
て
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
を
支
給
さ
れ
る
職
員
と
の
権

衡
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
職
員
に
は
、
当
分
の
間
、
当
該
職
員
の
受
け
る
給
料
月
額
の

ほ
か
、
管
理
者
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
項
の
規
定
に
準
じ
て
算
出
し
た
額
を
給
料
と
し

て
支
給
す
る
。 

８ 

前
二
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
を
支
給
さ
れ
る
職
員
以
外
の
附
則
第
五
項
の
規
定
の
適
用
を
受



け
る
職
員
で
あ
つ
て
、
任
用
の
事
情
を
考
慮
し
て
当
該
給
料
を
支
給
さ
れ
る
職
員
と
の
権
衡
上

必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
職
員
に
は
、
当
分
の
間
、
当
該
職
員
の
受
け
る
給
料
月
額
の
ほ
か
、

管
理
者
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
二
項
の
規
定
に
準
じ
て
算
出
し
た
額
を
給
料
と
し
て
支

給
す
る
。 

 
 

 

附 
則 

１ 

こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

埼
玉
県
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
第
五
条
、
第
六
条
、
第
六
条
の

三
、
第
九
条
の
二
、
第
九
条
の
三
及
び
第
十
七
条
の
規
定
は
、
暫
定
再
任
用
職
員
（
地
方
公
務

員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
六
十
三
号
）
附
則
第
四
条
第
一
項
若
し
く

は
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
附
則
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項

（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
附
則
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
又
は
第
七
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
を
い
う
。
）

に
は
適
用
し
な
い
。 

 



条

例 

埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
四
年
七
月
八
日 

埼
玉
県
知
事 

大

野

元

裕 

埼
玉
県
条
例
第
三
十
七
号 

 
 

 

埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
一

年
埼
玉
県
条
例
第
七
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
二
条
第
一
項
中
「
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
る
。 

 

第
十
七
条
中
「
そ
の
者
」
を
「
当
該
職
員
」
に
改
め
る
。 

 

第
二
十
四
条
の
見
出
し
中
「
再
任
用
職
員
等
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
等
」
に

改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
、
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
又
は
第
二
十
八

条
の
六
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
又
は
第
二
十
二
条
の
五
第
一

項
」
に
改
め
る
。 

 

附
則
に
次
の
見
出
し
及
び
四
項
を
加
え
る
。 

 

（
職
員
の
給
料
に
関
す
る
特
例
措
置
） 

５ 

当
分
の
間
、
職
員
（
管
理
者
が
定
め
る
職
員
を
除
く
。
）
の
給
料
月
額
は
、
当
該
職
員
が
六

十
歳
に
達
し
た
日
後
に
お
け
る
最
初
の
四
月
一
日
（
次
項
に
お
い
て
「
特
定
日
」
と
い
う
。
）

以
後
、
管
理
者
が
定
め
る
額
と
す
る
。 

６ 

地
方
公
務
員
法
第
二
十
八
条
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
他
の
職
へ
の
降
任
等
（
次
項
に
お
い

て
単
に
「
他
の
職
へ
の
降
任
等
」
と
い
う
。
）
を
さ
れ
た
職
員
で
あ
っ
て
、
管
理
者
が
定
め
る

職
員
に
は
、
当
分
の
間
、
特
定
日
以
後
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
職
員
の
受
け
る
給
料
月
額

の
ほ
か
、
管
理
者
が
定
め
る
額
を
給
料
と
し
て
支
給
す
る
。 

７ 

他
の
職
へ
の
降
任
等
を
さ
れ
た
日
の
前
日
か
ら
引
き
続
き
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
給
料

表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
（
附
則
第
五
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
に
限
り
、
前
項
に
規

定
す
る
職
員
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
を
支
給
さ
れ
る
職
員
と
の
権

衡
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
職
員
に
は
、
当
分
の
間
、
当
該
職
員
の
受
け
る
給
料
月
額
の

ほ
か
、
管
理
者
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
項
の
規
定
に
準
じ
て
算
出
し
た
額
を
給
料
と
し

て
支
給
す
る
。 

８ 

前
二
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
を
支
給
さ
れ
る
職
員
以
外
の
附
則
第
五
項
の
規
定
の
適
用
を
受

け
る
職
員
で
あ
っ
て
、
任
用
の
事
情
を
考
慮
し
て
当
該
給
料
を
支
給
さ
れ
る
職
員
と
の
権
衡
上

必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
職
員
に
は
、
当
分
の
間
、
当
該
職
員
の
受
け
る
給
料
月
額
の
ほ
か
、



管
理
者
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
二
項
の
規
定
に
準
じ
て
算
出
し
た
額
を
給
料
と
し
て
支

給
す
る
。 

 
 

 

附 

則 

１ 

こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
第
五
条
、
第

六
条
、
第
八
条
及
び
第
十
九
条
の
規
定
は
、
暫
定
再
任
用
職
員
（
地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
六
十
三
号
）
附
則
第
四
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
（
こ
れ

ら
の
規
定
を
同
法
附
則
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、

第
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同

法
附
則
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
七
条

第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
を
い
う
。
）
に
は
適
用
し
な
い
。 

   



条

例 

学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
四
年
七
月
八
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
条
例
第
三
十
八
号 

学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

（
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
一
条 

学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
三
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
二
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
」

に
改
め
る
。 

第
六
条
第
五
項
及
び
第
七
項
中
「
そ
の
者
」
を
「
当
該
学
校
職
員
」
に
改
め
、
同
条
第
十
一

項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 
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地
方
公
務
員
法
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
又
は
第
二
十
二
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

採
用
さ
れ
た
学
校
職
員
で
同
法
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を

占
め
る
も
の
（
以
下
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
学
校
職
員
」
と
い
う
。
）
の
給
料
月
額

は
、
当
該
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
学
校
職
員
に
適
用
さ
れ
る
給
料
表
の
定
年
前
再
任
用

短
時
間
勤
務
学
校
職
員
の
欄
に
掲
げ
る
基
準
給
料
月
額
の
う
ち
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当

該
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
学
校
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
に
応
じ
た
額
に
、
勤
務
時
間

条
例
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
当
該
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
学
校
職

員
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額

と
す
る
。 

第
六
条
の
二
を
削
る
。 

第
九
条
の
五
第
一
項
第
一
号
中
「
以
下
」
の
下
に
「
こ
の
項
か
ら
第
三
項
ま
で
に
お
い
て
」

を
加
え
、
同
項
第
二
号
中
「
以
下
」
の
下
に
「
こ
の
条
に
お
い
て
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
第

一
号
中
「
算
出
し
た
そ
の
者
」
を
「
算
出
し
た
当
該
学
校
職
員
」
に
改
め
、
「
相
当
す
る
額
（
以

下
」
の
下
に
「
こ
の
号
及
び
次
項
に
お
い
て
」
を
加
え
、
同
号
た
だ
し
書
中
「
以
下
」
の
下
に

「
こ
の
号
及
び
第
三
号
に
お
い
て
」
を
加
え
、
「
そ
の
者
」
を
「
当
該
学
校
職
員
」
に
改
め
、

同
項
第
二
号
中
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
学
校
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
学
校
職

員
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
そ
の
者
」
を
「
当
該
学
校
職
員
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中

「
交
通
機
関
等
（
以
下
」
を
「
交
通
機
関
等
（
第
一
号
に
お
い
て
」
に
、
「
。
以
下
」
を
「
。

第
一
号
に
お
い
て
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
算
出
し
た
そ
の
者
」
を
「
算
出
し
た
当
該
学

校
職
員
」
に
改
め
、
同
号
た
だ
し
書
中
「
以
下
」
の
下
に
「
こ
の
号
に
お
い
て
」
を
加
え
、
「
そ

の
者
」
を
「
当
該
学
校
職
員
」
に
改
め
る
。 



第
十
二
条
の
二
第
二
項
中
「
第
十
二
条
の
五
」
を
「
第
十
二
条
の
五
第
二
項
各
号
」
に
、
「
そ

の
者
」
を
「
当
該
学
校
職
員
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
再
任
用
学
校
職
員
」
を
「
定
年
前

再
任
用
短
時
間
勤
務
学
校
職
員
」
に
改
め
る
。 

第
十
二
条
の
三
第
三
号
及
び
第
四
号
並
び
に
第
十
二
条
の
四
第
一
項
第
一
号
及
び
第
三
項
第

一
号
中
「
禁
錮こ

」
を
「
禁
錮
」
に
改
め
る
。 

 

第
十
二
条
の
五
第
一
項
中
「
こ
の
条
」
を
「
こ
の
項
か
ら
第
三
項
ま
で
」
に
、
「
そ
の
者
」

を
「
当
該
学
校
職
員
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
各
号
中
「
再
任
用
学
校
職
員
」
を
「
定
年
前
再

任
用
短
時
間
勤
務
学
校
職
員
」
に
改
め
る
。 

第
十
二
条
の
九
第
二
項
中
「
再
任
用
学
校
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
学
校
職

員
」
に
改
め
る
。 

第
十
二
条
の
十
一
の
見
出
し
中
「
再
任
用
学
校
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
学

校
職
員
」
に
改
め
、
同
条
中
「
第
九
条
、
」
を
「
第
六
条
第
三
項
か
ら
第
十
項
ま
で
、
第
九
条
、
」

に
、
「
再
任
用
学
校
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
学
校
職
員
」
に
改
め
る
。 

附
則
に
次
の
七
項
を
加
え
る
。 

８ 

当
分
の
間
、
学
校
職
員
の
給
料
月
額
は
、
当
該
学
校
職
員
が
六
十
歳
に
達
し
た
日
後
に
お

け
る
最
初
の
四
月
一
日
（
附
則
第
十
項
に
お
い
て
「
特
定
日
」
と
い
う
。
）
以
後
、
当
該
学

校
職
員
に
適
用
さ
れ
る
給
料
表
の
給
料
月
額
の
う
ち
、
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該

学
校
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
並
び
に
同
条
第
三
項
、
第
四
項
、
第
六
項
及
び
第
七
項
の
規

定
に
よ
り
当
該
学
校
職
員
の
受
け
る
号
給
に
応
じ
た
額
（
こ
の
給
料
月
額
を
計
算
す
る
場
合

に
は
、
別
表
第
一
及
び
別
表
第
二
に
あ
つ
て
は
備
考
２
、
別
表
第
三
及
び
別
表
第
四
に
あ
つ

て
は
備
考
の
規
定
（
以
下
こ
の
項
及
び
附
則
第
十
項
に
お
い
て
「
給
料
表
の
備
考
」
と
い
う
。
）

を
適
用
し
な
い
も
の
と
す
る
。
）
に
百
分
の
七
十
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
額
に
、
五
十
円

未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
五
十
円
以
上
百
円
未
満
の
端
数
を
生
じ

た
と
き
は
こ
れ
を
百
円
に
切
り
上
げ
る
も
の
と
す
る
。
）
に
給
料
表
の
備
考
を
適
用
さ
せ
た

額
と
す
る
。 

９ 

前
項
の
規
定
は
、
次
に
掲
げ
る
学
校
職
員
に
は
適
用
し
な
い
。 

一 

臨
時
的
に
任
用
さ
れ
る
学
校
職
員
そ
の
他
の
法
律
に
よ
り
任
期
を
定
め
て
任
用
さ
れ
る

学
校
職
員
及
び
非
常
勤
の
学
校
職
員 

二 

職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
五
十
九
年
埼
玉
県
条
例
第
四
号
）
第
九
条
第
一

項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
地
方
公
務
員
法
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
異

動
期
間
（
同
条
例
第
九
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
期
間
を
含
む
。
）

を
延
長
さ
れ
た
同
条
例
第
六
条
に
規
定
す
る
職
を
占
め
る
学
校
職
員 

三 

職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
第
四
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
勤
務
し
て

い
る
学
校
職
員
（
同
条
例
第
二
条
に
規
定
す
る
定
年
退
職
日
に
お
い
て
前
項
の
規
定
が
適



用
さ
れ
て
い
た
学
校
職
員
を
除
く
。
） 
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地
方
公
務
員
法
第
二
十
八
条
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
他
の
職
へ
の
降
任
等
を
さ
れ
た
学

校
職
員
で
あ
つ
て
、
当
該
他
の
職
へ
の
降
任
等
を
さ
れ
た
日
（
以
下
こ
の
項
及
び
附
則
第
十

二
項
に
お
い
て
「
異
動
日
」
と
い
う
。
）
の
前
日
か
ら
引
き
続
き
同
一
の
給
料
表
の
適
用
を

受
け
る
学
校
職
員
の
う
ち
、
特
定
日
に
附
則
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
学
校
職
員
の
受
け

る
給
料
月
額
（
こ
の
給
料
月
額
を
計
算
す
る
場
合
に
は
、
給
料
表
の
備
考
を
適
用
し
な
い
も

の
と
す
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
備
考
適
用
前
特
定
日
給
料
月
額
」
と
い
う
。
）
が
異

動
日
の
前
日
に
当
該
学
校
職
員
が
受
け
て
い
た
給
料
月
額
（
こ
の
給
料
月
額
を
計
算
す
る
場

合
に
は
、
給
料
表
の
備
考
を
適
用
し
な
い
も
の
と
す
る
。
）
に
百
分
の
七
十
を
乗
じ
て
得
た

額
（
当
該
額
に
、
五
十
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
五
十
円
以
上

百
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を
百
円
に
切
り
上
げ
る
も
の
と
す
る
。
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
「
備
考
適
用
前
基
礎
給
料
月
額
」
と
い
う
。
）
に
達
し
な
い
こ
と
と
な
る
学
校

職
員
（
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
学
校
職
員
を
除
く
。
）
に
は
、
当
分
の
間
、
特
定
日
以

後
、
附
則
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
学
校
職
員
の
受
け
る
給
料
月
額
の
ほ
か
、
備
考
適
用

前
基
礎
給
料
月
額
と
備
考
適
用
前
特
定
日
給
料
月
額
と
の
差
額
に
相
当
す
る
額
（
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
「
差
額
相
当
額
」
と
い
う
。
）
を
給
料
と
し
て
支
給
す
る
（
差
額
相
当
額
は
、

給
料
表
の
備
考
を
適
用
さ
せ
て
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。
）
。 
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前
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
の
額
と
当
該
給
料
を
支
給
さ
れ
る
学
校
職
員
の
受
け
る
給
料
月

額
と
の
合
計
額
が
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
学
校
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
に
お

け
る
最
高
の
号
給
の
給
料
月
額
を
超
え
る
場
合
に
お
け
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

同
項
中
「
備
考
適
用
前
基
礎
給
料
月
額
と
備
考
適
用
前
特
定
日
給
料
月
額
」
と
あ
る
の
は
、

「
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
学
校
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
に
お
け
る
最
高
の
号

給
の
給
料
月
額
（
こ
の
給
料
月
額
を
計
算
す
る
場
合
に
は
、
給
料
表
の
備
考
を
適
用
し
な
い

も
の
と
す
る
。
）
と
当
該
学
校
職
員
の
受
け
る
給
料
月
額
（
こ
の
給
料
月
額
を
計
算
す
る
場

合
に
は
、
給
料
表
の
備
考
を
適
用
し
な
い
も
の
と
す
る
。
）
」
と
す
る
。 

12 

異
動
日
の
前
日
か
ら
引
き
続
き
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
学
校
職
員
（
附
則
第
八
項
の
規

定
の
適
用
を
受
け
る
学
校
職
員
に
限
り
、
附
則
第
十
項
に
規
定
す
る
学
校
職
員
を
除
く
。
）

で
あ
つ
て
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
を
支
給
さ
れ
る
学
校
職
員
と
の
権
衡
上
必
要
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
学
校
職
員
に
は
、
当
分
の
間
、
当
該
学
校
職
員
の
受
け
る
給
料
月
額
の
ほ
か
、

教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
二
項
の
規
定
に
準
じ
て
算
出
し
た
額
を
給

料
と
し
て
支
給
す
る
。 

13 

附
則
第
十
項
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
を
支
給
さ
れ
る
学
校
職
員
以
外
の
附
則
第
八

項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
学
校
職
員
で
あ
つ
て
、
任
用
の
事
情
を
考
慮
し
て
当
該
給
料
を

支
給
さ
れ
る
学
校
職
員
と
の
権
衡
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
学
校
職
員
に
は
、
当
分
の



間
、
当
該
学
校
職
員
の
受
け
る
給
料
月
額
の
ほ
か
、
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
前
三
項
の
規
定
に
準
じ
て
算
出
し
た
額
を
給
料
と
し
て
支
給
す
る
。 

14 

附
則
第
八
項
か
ら
前
項
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
附
則
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
給
料

月
額
、
附
則
第
十
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
そ
の
他
附
則
第
八
項
か
ら
前
項
ま
で
の
規
定
の
施

行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
。 

 

別
表
第
一
再
任
用
学
校
職
員
以
外
の
学
校
職
員
の
欄
中
「
再
任
用
学
校
職
員
」
を
「
定
年
前

再
任
用
短
時
間
勤
務
学
校
職
員
」
に
改
め
、
同
表
再
任
用
学
校
職
員
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め

る
。 

 

 
 

別
表
第
二
再
任
用
学
校
職
員
以
外
の
学
校
職
員
の
欄
中
「
再
任
用
学
校
職
員
」
を
「
定
年
前

再
任
用
短
時
間
勤
務
学
校
職
員
」
に
改
め
、
同
表
再
任
用
学
校
職
員
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め

る
。 

 

 
 

別
表
第
三
再
任
用
学
校
職
員
以
外
の
学
校
職
員
の
欄
中
「
再
任
用
学
校
職
員
」
を
「
定
年
前

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

円 円 円 円 円

234,000 274,300 303,000 331,100 415,200

定年前
再任用
短時間
勤務学
校職員

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

円 円 円 円 円

225,200 271,100 298,100 324,400 405,200

定年前
再任用
短時間
勤務学
校職員



再
任
用
短
時
間
勤
務
学
校
職
員
」
に
改
め
、
同
表
再
任
用
学
校
職
員
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め

る
。 

 

 
 

別
表
第
四
再
任
用
学
校
職
員
以
外
の
学
校
職
員
の
欄
中
「
再
任
用
学
校
職
員
」
を
「
定
年
前

再
任
用
短
時
間
勤
務
学
校
職
員
」
に
改
め
、
同
表
再
任
用
学
校
職
員
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め

る
。 

 

 

（
義
務
教
育
諸
学
校
等
の
教
育
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
特
別
措
置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
） 

第
二
条 

義
務
教
育
諸
学
校
等
の
教
育
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
特
別
措
置
に
関
す
る
条
例
（
昭

和
四
十
六
年
埼
玉
県
条
例
第
八
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
二
条
第
二
項
中
「
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め

る
。 附

則
を
附
則
第
一
項
と
し
、
同
項
に
見
出
し
と
し
て
「
（
施
行
期
日
）
」
を
付
し
、
附
則
に

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

円 円 円 円 円

188,700 215,300 243,500 256,900 282,100

定年前
再任用
短時間
勤務学
校職員

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

基　　準
給料月額

円 円 円 円 円 円

187,700 215,200 255,200 274,600 289,700 315,100

定年前
再任用
短時間
勤務学
校職員



次
の
一
項
を
加
え
る
。 

 

（
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
伴
う
義
務
教
育
諸
学
校
等
の
教
育
職
員

の
給
与
等
に
関
す
る
特
別
措
置
に
関
す
る
条
例
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

２ 
給
与
条
例
附
則
第
十
項
、
第
十
二
項
又
は
第
十
三
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
を
支
給
さ
れ
る

義
務
教
育
諸
学
校
等
の
教
育
職
員
に
対
す
る
第
三
条
第
一
項
及
び
第
四
条
第
二
項
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
給
料
月
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
給
料
月
額
と
給
与

条
例
附
則
第
十
項
、
第
十
二
項
又
は
第
十
三
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
給
料
の
額
と
の

合
計
額
」
と
す
る
。 

（
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
三
条 

学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
七
年
埼
玉
県
条
例
第
二
十
八

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
三
条
第
三
項
中
「
第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
、
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
又
は
第
二
十
八

条
の
六
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
又
は
第
二
十
二
条
の
五
第

一
項
」
に
、
「
同
法
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
」
を
「
同
法
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
」
に
、

「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
る
。 

 
 

第
四
条
第
一
項
た
だ
し
書
及
び
第
二
項
た
だ
し
書
、
第
五
条
第
二
項
、
第
十
三
条
第
一
項
第

一
号
並
び
に
第
十
八
条
の
二
中
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤

務
職
員
」
に
改
め
る
。 

 

（
学
校
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
四
条 

学
校
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
一
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
八
条
の
見
出
し
中
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」

に
改
め
、
同
条
中
「
第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
、
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
又
は
第
二
十
八
条

の
六
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
又
は
第
二
十
二
条
の
五
第
一

項
」
に
、
「
同
法
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
」
を
「
同
法
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め

る
。 

 

（
会
計
年
度
任
用
学
校
職
員
の
報
酬
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
五
条 

会
計
年
度
任
用
学
校
職
員
の
報
酬
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
三
十
一
年
埼
玉
県
条
例
第

二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
二
条
第
一
号
中
「
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め

る
。 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



 

（
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
） 

２ 

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
以
下
「
新
学
校
職
員

給
与
条
例
」
と
い
う
。
）
附
則
第
八
項
か
ら
第
十
四
項
ま
で
の
規
定
は
、
地
方
公
務
員
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
六
十
三
号
。
次
項
に
お
い
て
「
令
和
三
年
改
正
法
」

と
い
う
。
）
附
則
第
三
条
第
五
項
又
は
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
勤
務
し
て
い
る
学
校
職
員
に
は

適
用
し
な
い
。 

３ 

暫
定
再
任
用
学
校
職
員
（
令
和
三
年
改
正
法
附
則
第
四
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
（
こ
れ

ら
の
規
定
を
令
和
三
年
改
正
法
附
則
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場

合
を
含
む
。
）
、
第
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
（
こ

れ
ら
の
規
定
を
令
和
三
年
改
正
法
附
則
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
七
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
学
校
職

員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
う
ち
暫
定
再
任
用
学
校
職
員
で
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五

年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め

る
も
の
（
以
下
「
暫
定
再
任
用
短
時
間
勤
務
学
校
職
員
」
と
い
う
。
）
を
除
い
た
学
校
職
員
の

給
料
月
額
は
、
当
該
学
校
職
員
が
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の

条
例
（
令
和
四
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
一
号
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
職
員
の
定
年

等
に
関
す
る
条
例
第
十
二
条
又
は
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
学
校
職
員
（
以

下
こ
の
項
か
ら
附
則
第
七
項
ま
で
に
お
い
て
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
学
校
職
員
」
と
い

う
。
）
で
あ
る
も
の
と
し
た
場
合
に
適
用
さ
れ
る
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
第
五
条
に

規
定
す
る
給
料
表
の
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
学
校
職
員
の
欄
に
掲
げ
る
基
準
給
料
月
額
の

う
ち
、
同
条
例
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
学
校
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
に
応
じ
た

額
と
す
る
。 

４ 

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
十
号
）
第
十
条
第
一
項

に
規
定
す
る
育
児
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
、
暫
定
再
任
用
学
校
職
員
の
う
ち
暫
定
再
任
用
短

時
間
勤
務
学
校
職
員
を
除
い
た
学
校
職
員
に
対
す
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項

中
「
と
す
る
」
と
あ
る
の
は
、
「
に
、
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
第
三

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
当
該
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す

る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
」
と
す
る
。 

５ 

暫
定
再
任
用
短
時
間
勤
務
学
校
職
員
の
給
料
月
額
は
、
当
該
暫
定
再
任
用
短
時
間
勤
務
学
校

職
員
が
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
学
校
職
員
で
あ
る
も
の
と
し
た
場
合
に
適
用
さ
れ
る
学
校

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
第
五
条
に
規
定
す
る
給
料
表
の
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
学
校

職
員
の
欄
に
掲
げ
る
基
準
給
料
月
額
の
う
ち
、
同
条
例
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
暫

定
再
任
用
短
時
間
勤
務
学
校
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
に
応
じ
た
額
に
、
学
校
職
員
の
勤
務
時

間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
当
該
暫
定
再
任
用
短



時
間
勤
務
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
を

乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。 

６ 
暫
定
再
任
用
短
時
間
勤
務
学
校
職
員
は
、
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
学
校
職
員
と
み
な
し

て
、
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
第
十
条
の
四
第
二
項
及
び
新
学
校
職
員
給
与
条
例
第
九

条
の
五
第
二
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。 

７ 

暫
定
再
任
用
学
校
職
員
は
、
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
学
校
職
員
と
み
な
し
て
、
新
学
校

職
員
給
与
条
例
第
十
二
条
の
二
第
三
項
及
び
第
十
二
条
の
九
第
二
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。 

８ 

新
学
校
職
員
給
与
条
例
第
十
二
条
の
五
第
一
項
の
学
校
職
員
に
暫
定
再
任
用
学
校
職
員
が
含

ま
れ
る
場
合
に
お
け
る
勤
勉
手
当
の
額
の
同
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
学
校
職
員
の
区
分
ご
と

の
総
額
の
算
定
に
係
る
同
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
一
号
中
「
定
年
前
再
任
用

短
時
間
勤
務
学
校
職
員
」
と
あ
る
の
は
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
学
校
職
員
及
び
学
校
職

員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
令
和
四
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
八
号
）

附
則
第
三
項
に
規
定
す
る
暫
定
再
任
用
学
校
職
員
（
次
号
に
お
い
て
「
暫
定
再
任
用
学
校
職
員
」

と
い
う
。
）
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
学
校
職
員
」
と
あ
る
の
は

「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
学
校
職
員
及
び
暫
定
再
任
用
学
校
職
員
」
と
す
る
。 

９ 

学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
第
六
条
第
三
項
、
第
四
項
、
第
六
項
及
び
第
八
項
か
ら
第

十
項
ま
で
、
第
九
条
、
第
九
条
の
六
、
第
十
条
の
二
並
び
に
第
十
条
の
三
並
び
に
新
学
校
職
員

給
与
条
例
第
六
条
第
五
項
及
び
第
七
項
の
規
定
は
、
暫
定
再
任
用
学
校
職
員
に
は
適
用
し
な
い
。 

10 

前
七
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
暫
定
再
任
用
学
校
職
員
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
埼
玉
県

教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
。 

 

（
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
） 

11 

暫
定
再
任
用
短
時
間
勤
務
学
校
職
員
は
、
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
学
校
職
員
の
勤

務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
新
学
校
職
員
勤
務
時
間
条
例
」

と
い
う
。
）
第
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
と
み
な
し
て
、
新

学
校
職
員
勤
務
時
間
条
例
の
規
定
を
適
用
す
る
。 

 

（
学
校
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
） 

12 

暫
定
再
任
用
短
時
間
勤
務
学
校
職
員
は
、
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
学
校
職
員
の
特

殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
新
学
校
職
員
特
殊
勤
務
手
当
条
例
」

と
い
う
。
）
第
八
条
に
規
定
す
る
地
方
公
務
員
法
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
又
は
第
二
十
二
条

の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
で
同
法
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る

短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
も
の
と
み
な
し
て
、
新
学
校
職
員
特
殊
勤
務
手
当
条
例
の
規
定
を

適
用
す
る
。 



条

例 

埼
玉
県
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
四
年
七
月
八
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
条
例
第
三
十
九
号 

 
 

 

埼
玉
県
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
学
校
設
置
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。 

第
二
号
の
表
埼
玉
県
立
児
玉
高
等
学
校
の
項
中
「
八
幡
山
四
百
十
番
地
」
を
「
金
屋
九
百
八
十

番
地
」
に
改
め
、
同
表
埼
玉
県
立
児
玉
白
楊
高
等
学
校
の
項
を
削
り
、
同
表
埼
玉
県
立
栗
橋
北
彩

高
等
学
校
の
項
中
「
伊
坂
一
番
地
」
を
「
伊
坂
南
二
丁
目
十
六
番
地
」
に
改
め
、
同
表
埼
玉
県
立

飯
能
南
高
等
学
校
の
項
を
削
る
。 

第
三
号
の
表
中
「
埼
玉
県
立
戸
田
か
け
は
し
高
等
特
別
支
援
学
校 

戸
田
市
大
字
新
曽
字
稲
荷 

     
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
号
の
表
埼
玉
県
立
栗
橋

北
彩
高
等
学
校
の
項
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

 

「
埼
玉
県
立
戸
田
か
け
は
し
高
等
特
別
支
援
学
校 

戸
田
市
大
字
新
曽
字 

埼
玉
県
立
岩
槻
は
る
か
ぜ
特
別
支
援
学
校 

 
 

さ
い
た
ま
市
岩
槻
区 

 

稲
荷
千
九
十
三
番
地
一 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
字
馬
込
字
十
一
番
二
千
四
百
二
十
六
番
地
一
」 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

千
九
十
三
番
地
一
」
を 

 

に
改
め
る
。 

 

 



条

例 

 

埼
玉
県
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
七
月
八
日 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

埼
玉
県
条
例
第
四
十
号 

 
 

 

埼
玉
県
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る 

 
 

 

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る
条
例 

（
昭
和
三
十
二
年
埼
玉
県
条
例
第
五
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
七
条
の
二
第
二
項
第
二
号
中
「
七
万
三
千
九
十
円
」
を
「
七
万
五
千
二
百
九
十
円
」
に
改
め
、

同
項
第
四
号
中
「
三
万
六
千
五
百
円
」
を
「
三
万
七
千
六
百
円
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

 
 

 

附 

則 

１ 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

改
正
後
の
第
七
条
の
二
第
二
項
の
規
定
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
以
後
に
支
給
す
べ
き
事
由 

 

 

が
生
じ
た
介
護
補
償
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
介
護
補
償
に 

 

つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

  



規

則 

埼
玉
県
知
事
の
職
務
代
理
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
四
年
七
月
八
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
規
則
第
六
十
五
号 

埼
玉
県
知
事
の
職
務
代
理
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

埼
玉
県
知
事
の
職
務
代
理
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
埼
玉
県
規
則
第
四
十
一
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
一
項
中
「
橋
本
雅
道
」
を
「
髙
栁
三
郎
」
に
、
「
髙
栁
三
郎
」
を
「
山
本
悟
司
」
に
改
め
る
。 

附 

則 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 



規

則 

技
能
職
員
の
給
与
、
勤
務
時
間
等
の
勤
務
条
件
そ
の
他
勤
務
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
四
年
七
月
八
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
規
則
第
六
十
六
号 

 
 

 

技
能
職
員
の
給
与
、
勤
務
時
間
等
の
勤
務
条
件
そ
の
他
勤
務
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則 

 

技
能
職
員
の
給
与
、
勤
務
時
間
等
の
勤
務
条
件
そ
の
他
勤
務
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
四
年

埼
玉
県
規
則
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
十
条
を
第
十
一
条
と
し
、
第
五
条
か
ら
第
九
条
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
四
条
の
次

に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
高
齢
者
部
分
休
業
） 

第
五
条 

技
能
職
員
の
高
齢
者
部
分
休
業
（
地
方
公
務
員
法
第
二
十
六
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す

る
高
齢
者
部
分
休
業
を
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
適
用
を
受
け
る
職
員
の
例
に
よ
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



訓

令 

埼
玉
県
訓
令
第
七
号 

本 
 

 
 

 

庁 

地 

域 

機 

関 

副
知
事
の
担
任
事
務
に
関
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

令
和
四
年
七
月
八
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

副
知
事
の
担
任
事
務
に
関
す
る
訓
令 

１ 

副
知
事
の
担
任
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
議
会
と
の
連
絡
調
整
に
つ
い
て

は
共
同
し
て
担
任
す
る
も
の
と
し
、
全
庁
的
に
推
進
す
る
事
務
等
で
知
事
が
特
に
指
定
す
る
も

の
に
つ
い
て
は
別
に
定
め
る
副
知
事
が
担
任
す
る
も
の
と
す
る
。 

副
知
事 

砂
川
裕
紀 

企
画
財
政
部
（
交
通
政
策
課
を
除
く
。
）
、
福
祉
部
、
保
健
医
療
部
及
び
会
計
管
理
者
の

所
掌
事
務
に
関
す
る
こ
と
並
び
に
公
安
委
員
会
、
選
挙
管
理
委
員
会
及
び
監
査
委
員
と
の
連

絡
調
整
に
関
す
る
こ
と
。 

副
知
事 

髙
栁
三
郎 

総
務
部
、
県
民
生
活
部
、
産
業
労
働
部
及
び
農
林
部
の
所
掌
事
務
に
関
す
る
こ
と
並
び
に

企
業
局
、
教
育
委
員
会
、
人
事
委
員
会
及
び
労
働
委
員
会
と
の
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

副
知
事 

山
本
悟
司 

企
画
財
政
部
（
交
通
政
策
課
に
限
る
。
）
、
危
機
管
理
防
災
部
、
環
境
部
、
県
土
整
備
部

及
び
都
市
整
備
部
の
所
掌
事
務
に
関
す
る
こ
と
並
び
に
下
水
道
局
及
び
収
用
委
員
会
と
の
連

絡
調
整
に
関
す
る
こ
と
。 

２ 

前
項
の
担
任
事
務
に
つ
い
て
疑
義
が
生
じ
た
と
き
は
、
知
事
が
こ
れ
を
裁
定
す
る
。 

附 

則 

１ 

こ
の
訓
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

副
知
事
の
担
任
事
務
に
関
す
る
訓
令
（
令
和
三
年
埼
玉
県
訓
令
第
三
号
）
は
、
廃
止
す
る
。 

 



訓

令 

埼
玉
県
訓
令
第
八
号 

本 
 

 
 

 

庁 
 

 
 

地 

域 

機 

関 
 

 
 

 

技
能
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
規
程
等
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 
 

令
和
四
年
七
月
八
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

 
 

 

技
能
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
規
程
等
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

 

（
技
能
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
改
正
） 

第
一
条 

技
能
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
四
十
四
年
埼
玉
県
訓
令
第
四
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
四
条
第
三
項
及
び
第
四
項
中
「
そ
の
者
」
を
「
当
該
技
能
職
員
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項

を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

５ 

地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
又

は
第
二
十
二
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
技
能
職
員
で
同
法
第
二
十
二
条
の

四
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
も
の
（
以
下
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間

勤
務
職
員
」
と
い
う
。
）
の
給
料
月
額
は
、
第
二
条
第
一
項
の
給
料
表
の
定
年
前
再
任
用
短

時
間
勤
務
職
員
の
欄
に
掲
げ
る
基
準
給
料
月
額
の
う
ち
、
当
該
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務

職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
に
応
じ
た
額
に
、
技
能
職
員
の
給
与
、
勤
務
時
間
等
の
勤
務
条
件

そ
の
他
勤
務
に
関
す
る
規
則
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
職
員
の

勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
七
年
埼
玉
県
条
例
第
二
号
）
第
二
条
第
三
項
の

規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
当
該
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一

項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。 

 
 

第
四
条
の
二
を
削
る
。 

 
 

第
八
条
の
五
を
第
八
条
の
六
と
し
、
第
八
条
の
四
を
第
八
条
の
五
と
し
、
第
八
条
の
三
の
次

に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 
 

（
高
齢
者
部
分
休
業
を
す
る
者
の
給
与
等
） 

 

第
八
条
の
四 

技
能
職
員
が
高
齢
者
部
分
休
業
の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
い
場
合
の
給
与
及

び
退
職
手
当
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
高
齢
者
部
分
休
業
に
関
す
る
条
例
（
令
和
四
年
埼
玉
県

条
例
第
三
十
号
）
第
三
条
及
び
第
四
条
の
例
に
よ
る
。 

 
 

附
則
第
三
項
を
削
り
、
附
則
に
次
の
見
出
し
及
び
二
項
を
加
え
る
。 

 
 

（
給
料
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

 

３ 

当
分
の
間
、
技
能
職
員
の
給
料
月
額
は
、
当
該
技
能
職
員
が
六
十
歳
（
職
員
の
定
年
等
に

関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
条
例
（
令
和
四
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
一
号
）
第



一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
五
十
九
年
埼
玉
県
条

例
第
四
号
）
第
三
条
第
二
号
に
掲
げ
る
職
員
に
相
当
す
る
技
能
職
員
に
あ
つ
て
は
六
十
三
歳
）

に
達
し
た
日
後
に
お
け
る
最
初
の
四
月
一
日
以
後
、
当
該
技
能
職
員
に
適
用
さ
れ
る
給
料
表

の
給
料
月
額
の
う
ち
、
当
該
技
能
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
並
び
に
第
四
条
第
一
項
、
第
三

項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
技
能
職
員
の
受
け
る
号
給
に
応
じ
た
額
（
こ
の
給
料
月

額
を
計
算
す
る
場
合
に
は
、
別
表
第
一
の
備
考
の
規
定
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
給
料
表

の
備
考
」
と
い
う
。
）
を
適
用
し
な
い
も
の
と
す
る
。
）
に
百
分
の
七
十
を
乗
じ
て
得
た
額

（
当
該
額
に
、
五
十
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
五
十
円
以
上
百

円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を
百
円
に
切
り
上
げ
る
も
の
と
す
る
。
）
に
給
料
表

の
備
考
を
適
用
さ
せ
た
額
と
す
る
。 

 

４ 

前
項
の
規
定
は
、
次
に
掲
げ
る
技
能
職
員
に
は
適
用
し
な
い
。 

 
 

一 

臨
時
的
に
任
用
さ
れ
る
技
能
職
員
そ
の
他
の
法
律
に
よ
り
任
期
を
定
め
て
任
用
さ
れ
る

技
能
職
員
及
び
非
常
勤
の
技
能
職
員 

 
 

二 

職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
第
四
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
勤
務
し
て

い
る
技
能
職
員
（
同
条
例
第
二
条
に
規
定
す
る
定
年
退
職
日
に
お
い
て
前
項
の
規
定
が
適

用
さ
れ
て
い
た
技
能
職
員
を
除
く
。
） 

 
 

附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

 
 

（
退
職
手
当
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

 

５ 

当
分
の
間
、
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
条
例
第
一
条
の

規
定
に
よ
る
改
正
前
の
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
第
三
条
第
二
号
に
掲
げ
る
職
員
に
相

当
す
る
技
能
職
員
に
対
す
る
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
職
員
の

退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
附
則
第
三
十
四
項
、
第
三
十
五
項
及
び
第
三
十
八
項
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
同
条
例
附
則
第
三
十
四
項
及
び
第
三
十
五
項
中
「
六
十
歳
」
と
あ
る
の
は

「
六
十
三
歳
」
と
し
、
同
条
例
附
則
第
三
十
八
項
中
「
定
年
（
附
則
第
三
十
六
項
各
号
に
掲

げ
る
職
員
以
外
の
者
に
あ
つ
て
は
六
十
歳
と
し
、
同
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
職
員

に
あ
つ
て
は
六
十
五
歳
と
し
、
同
項
第
三
号
に
掲
げ
る
職
員
に
あ
つ
て
は
規
則
で
定
め
る
年

齢
と
す
る
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
定
年
（
附
則
第
三
十
六
項
各
号
に
掲
げ
る
職
員
以
外
の
者

に
あ
つ
て
は
六
十
歳
と
し
、
同
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
職
員
に
あ
つ
て
は
六
十
五

歳
と
し
、
同
項
第
三
号
に
掲
げ
る
職
員
に
あ
つ
て
は
規
則
で
定
め
る
年
齢
と
し
、
職
員
の
定

年
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
条
例
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
職

員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
第
三
条
第
二
号
に
掲
げ
る
職
員
に
相
当
す
る
職
員
に
あ
つ
て
は

六
十
三
歳
と
す
る
。
）
」
と
す
る
。 

 
 

別
表
第
一
再
任
用
職
員
以
外
の
職
員
の
欄
中
「
再
任
用
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間

勤
務
職
員
」
に
改
め
、
同
表
再
任
用
職
員
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 



基　　準

給料月額

基　　準

給料月額

基　　準

給料月額

基　　準

給料月額

基　　準

給料月額

円 円 円 円 円

193,600 204,700 223,200 244,000 274,700

定年前
再任用
短時間
勤務職
員

                

（
技
能
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
の
一
部
改
正
） 

第
二
条 

技
能
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
（
平
成
三
十
年
埼
玉
県

訓
令
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

附
則
第
九
項
を
附
則
第
十
二
項
と
し
、
附
則
第
八
項
を
附
則
第
十
一
項
と
し
、
附
則
第
七
項

中
「
前
三
項
」
を
「
前
六
項
」
に
、
「
第
六
項
ま
で
」
を
「
第
九
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
を

附
則
第
十
項
と
し
、
附
則
第
六
項
の
次
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。 

 

７ 

附
則
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
が
支
給
さ
れ
る
技
能
職
員
で
あ
っ
て
、
給
与
規
程
附
則

第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
技
能
職
員
に
あ
っ
て
は
、
附
則
第
四
項
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
給
与
規
程
附
則
第
三
項
に
定
め
る
給
料
月
額
の
ほ
か
、
施
行
日
の
前
日
に
お
け
る
当

該
技
能
職
員
の
受
け
る
給
料
月
額
に
百
分
の
七
十
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
額
に
、
五
十
円

未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
五
十
円
以
上
百
円
未
満
の
端
数
を
生
じ

た
と
き
は
こ
れ
を
百
円
に
切
り
上
げ
る
も
の
と
す
る
。
）
に
百
分
の
百
一
・
五
七
一
を
乗
じ

て
得
た
額
（
そ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
額
）
と

給
与
規
程
附
則
第
三
項
に
定
め
る
給
料
月
額
と
の
差
額
を
給
料
と
し
て
支
給
す
る
。 

 

８ 

附
則
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
が
支
給
さ
れ
る
技
能
職
員
で
あ
っ
て
、
給
与
規
程
附
則

第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
技
能
職
員
に
あ
っ
て
は
、
附
則
第
五
項
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
知
事
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
項
の
規
定
に
準
じ
て
、
給
料
を
支
給
す
る
。 

 

９ 

附
則
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
が
支
給
さ
れ
る
技
能
職
員
で
あ
っ
て
、
給
与
規
程
附
則

第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
技
能
職
員
に
あ
っ
て
は
、
附
則
第
六
項
の
規
定
に
か
か
わ



ら
ず
、
知
事
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
二
項
の
規
定
に
準
じ
て
、
給
料
を
支
給
す
る
。 

 
 

 

附 

則 

 
（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
訓
令
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
経
過
措
置
） 

２ 

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
技
能
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
規
程
（
次
項
に
お
い
て
「
改

正
後
の
規
程
」
と
い
う
。
）
附
則
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、
地
方
公
務
員
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
六
十
三
号
。
次
項
に
お
い
て
「
令
和
三
年
改
正
法
」
と
い

う
。
）
附
則
第
三
条
第
五
項
又
は
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
勤
務
し
て
い
る
技
能
職
員
に
は
適
用

し
な
い
。 

３ 

暫
定
再
任
用
職
員
（
令
和
三
年
改
正
法
附
則
第
四
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
（
こ
れ
ら
の

規
定
を
令
和
三
年
改
正
法
附
則
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
、
第
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
（
こ
れ
ら

の
規
定
を
令
和
三
年
改
正
法
附
則
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
又
は
第
七
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
技
能
職
員
を

い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
う
ち
暫
定
再
任
用
職
員
で
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第

二
百
六
十
一
号
）
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
も
の
（
次

項
及
び
附
則
第
五
項
に
お
い
て
「
暫
定
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
と
い
う
。
）
を
除
い
た
技

能
職
員
の
給
料
月
額
は
、
当
該
技
能
職
員
が
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
（
改
正
後
の
規

程
第
四
条
第
五
項
に
規
定
す
る
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で

あ
る
も
の
と
し
た
場
合
に
適
用
さ
れ
る
技
能
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
規
程
第
二
条
第
一
項
の

給
料
表
の
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
欄
に
掲
げ
る
基
準
給
料
月
額
の
う
ち
、
当
該
技

能
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
に
応
じ
た
額
と
す
る
。 

４ 

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
十
号
）
第
十
条
第
一
項

に
規
定
す
る
育
児
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
、
暫
定
再
任
用
職
員
の
う
ち
暫
定
再
任
用
短
時
間

勤
務
職
員
を
除
い
た
技
能
職
員
に
対
す
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
と
す

る
」
と
あ
る
の
は
、
「
に
、
技
能
職
員
の
給
与
、
勤
務
時
間
等
の
勤
務
条
件
そ
の
他
勤
務
に
関

す
る
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
埼
玉
県
規
則
第
六
号
）
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ

と
と
さ
れ
る
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
七
年
埼
玉
県
条
例
第
二
号
）

第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
当
該
技
能
職
員
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規

定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
」
と
す
る
。 

５ 

暫
定
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
給
料
月
額
は
、
当
該
暫
定
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
が
定

年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
で
あ
る
も
の
と
し
た
場
合
に
適
用
さ
れ
る
技
能
職
員
の
給
与
等

に
関
す
る
規
程
第
二
条
第
一
項
の
給
料
表
の
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
欄
に
掲
げ
る



基
準
給
料
月
額
の
う
ち
、
当
該
暫
定
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
に
応
じ
た

額
に
、
技
能
職
員
の
給
与
、
勤
務
時
間
等
の
勤
務
条
件
そ
の
他
勤
務
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四

十
四
年
埼
玉
県
規
則
第
六
号
）
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
職
員
の

勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
七
年
埼
玉
県
条
例
第
二
号
）
第
二
条
第
三
項
の
規

定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
当
該
暫
定
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規

定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。 

６ 

前
三
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
暫
定
再
任
用
職
員
の
給
与
に
つ
い
て
は
、
当
該
暫
定
再
任

用
職
員
が
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
で
あ
る
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
七
年
埼
玉
県
条
例
第
十
九
号
）
の
適
用
を
受
け
る
職
員
の
例
に
よ

る
。 

 

（
補
則
） 

７ 

附
則
第
二
項
か
ら
前
項
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
訓
令
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事

項
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
。 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
十
七
号 

埼
玉
県
議
会
令
和
四
年
六
月
定
例
会
に
お
い
て
議
決
さ
れ
た
令
和
四
年
度
埼
玉
県
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
二
号
）
及
び
令
和
四
年
度
埼
玉
県
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）
を
地
方
自
治
法

（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公

表
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
七
月
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 



 

 

      令和４年度埼玉県一般会計補正予算（第２号） 

 令和４年度埼玉県一般会計の補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ2,470,490千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ2,231,208,751千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。 

 （債務負担行為の補正） 

第２条 債務負担行為の変更は、「第２表債務負担行為補正」による。 

 （地方債の補正） 

第３条 地方債の変更は、「第３表地方債補正」による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第１表 歳入歳出予算補正 

 歳  入 （単位 千円）  

款 項  補 正 前 の 額    補 正 額   計 

9 国 庫 支 出 金     350,785,169  2,468,316  353,253,485  

2 国 庫 補 助 金  226,845,984  2,468,316  229,314,300  

13 繰 越 金     500,000  174  500,174  

1 繰 越 金  500,000  174  500,174  

15 県 債     200,128,000  2,000  200,130,000  

1 県 債  200,128,000  2,000  200,130,000  

歳 入 合 計 2,228,738,261  2,470,490  2,231,208,751  

 

  



 

 歳  出 （単位 千円）  

 款 項  補 正 前 の 額    補 正 額   計 

 
2 

 

 

総 務 費     91,436,722  1,103,106  92,539,828  

 
2 企 画 費  7,620,992  428,800  8,049,792  

 
4 環 境 費  8,694,953  674,306  9,369,259  

 
3 民 生 費     426,676,728  131,630  426,808,358  

 
1 社 会 福 祉 費  308,867,494  40,446  308,907,940  

 
2 児 童 福 祉 費  105,648,736  81,373  105,730,109  

 
3 生 活 保 護 費  12,113,132  9,811  12,122,943  

 
4 衛 生 費     249,855,823  13,212  249,869,035  

 
   2 環 境 衛 生 費  4,174,611  13,212  4,187,823  

 
6 農 林 水 産 業 費      22,165,820  594,262  22,760,082  

 
   1 

 

農 業 費  7,407,757  486,810  7,894,567  

 
   3 畜 産 業 費  1,420,399  107,452  1,527,851  

 
7 商 工 費     40,515,456  389,315  40,904,771  

    1 商 工 業 費  40,086,215  96,250  40,182,465  

2 観 光 費  429,241  293,065  722,306  



  （単位 千円）  

 款 項  補 正 前 の 額    補 正 額   計 

 
10 

 

教 育 費 

 

 

 

   491,781,175  94,065  491,875,240  

 
4 高 等 学 校 費  98,377,039  6,972  98,384,011  

 
5 特 別 支 援 学 校 費  49,657,220  46,599  49,703,819  

 
7 私 立 学 校 費  60,042,422  40,494  60,082,916  

 
11 災 害 復 旧 費     3,983,050  144,900  4,127,950  

 
   1 農林水産施設災害復旧費  30,000  144,900  174,900  

歳 出 合 計 2,228,738,261  2,470,490  2,231,208,751  

  



第２表 債務負担行為補正 
 

 変  更                                                    （単位 千円） 

 事        項    
 補 正 前   補 正 後  

期     間 限    度    額 期     間 限    度    額 

 
中小企業者制度融資貸付事業利

子補助（令和４年度融資分） 
  

令 和  5  年 度 か ら 

令 和 1 9 年 度 ま で 
  3,864,500   

令 和  5  年 度 か ら 

令 和 1 9 年 度 ま で 
   5,119,250  

 

   

 



第３表 地方債補正 

 変  更                                                                                                         （単位 千円） 

起 債 の 目 的 
補      正      前 補      正      後 

限 度 額 起債の方法 利  率 償還の方法 限 度 額 起債の方法 利  率 償還の方法 

 

農林施設災害復旧事業   20,000   

普通貸借又は証券

発行（他の地方公

共団体との共同発

行を含む。）。た 

だし、発行価格が

額面金額を下回る

ときは、その発行

価格差減額をうめ

るため必要な金額

を限度額に加算し

た金額とすること

ができる。    

  10％以内。ただ

し、利率見直し 

方式で借り入れ

る資金につい 

て、利率の見直 

しを行った後に 

おいては、当該

見直し後の利率

とする。 

  政府資金について

はその融通条件に

より、銀行その他 

の場合はその債権

者と協定した融通

条件による。ただ

し、県財政の都合 

により据置期間を

短縮し、若しくは 

繰上償還又は低利

に借り換えること

ができる。 

  

22,000 

      

 

 

    

 
 

 

（  補正前に同じ。） 



 

 

      令和４年度埼玉県一般会計補正予算（第３号） 

 令和４年度埼玉県一般会計の補正予算（第３号）は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ874,508千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ2,232,083,259千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。 

 （債務負担行為の補正） 

第２条 債務負担行為の変更は、「第２表債務負担行為補正」による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第１表 歳入歳出予算補正 

 歳  入 （単位 千円）  

款 項  補 正 前 の 額    補 正 額   計 

12 繰 入 金     106,029,224  874,508  106,903,732  

2 基 金 繰 入 金  105,179,925  874,508  106,054,433  

歳 入 合 計 2,231,208,751  874,508  2,232,083,259  

 

 歳  出 （単位 千円）  

 款 項  補 正 前 の 額    補 正 額   計 

 
6 農 林 水 産 業 費      22,760,082  874,508  23,634,590  

 
   1 

 

農 業 費  7,894,567  874,508  8,769,075  

歳 出 合 計 2,231,208,751  874,508  2,232,083,259  

  



第２表 債務負担行為補正 
 

 変  更                                                    （単位 千円） 

 事        項    
 補 正 前   補 正 後  

期     間 限    度    額 期     間 限    度    額 

 
農業近代化資金等利子補助（令

和４年度融資分） 
  

令 和  5  年 度 か ら 

令 和 2 5 年 度 ま で 
  88,065   

令 和  5  年 度 か ら 

令 和 2 5 年 度 ま で 
   257,276  

 
農業災害復旧経営資金利子補助

（令和４年度融資分） 
  

令 和  5  年 度 か ら 

令 和 1 1 年 度 ま で 
  877   

令 和  5  年 度 か ら 

令 和 1 1 年 度 ま で 
  8,137  

 

 



 

 

 

告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
十
八
号 

 
自
衛
隊
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
七
十
九
号
）
第
百
十
四
条
、
第
百
十
七
条
第
一

項
及
び
第
百
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
、
自
衛
官
の
募
集
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
七
月
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

一 

募
集
種
目 

 
 

自
衛
官
候
補
生 

二 

応
募
資
格 

 

イ 

採
用
予
定
月
の
一
日
現
在
に
お
い
て
年
齢
十
八
歳
以
上
三
十
三
歳
未
満
の
日
本
国
籍
を
有

 
 

す
る
者
。
た
だ
し
、
三
十
二
歳
の
者
に
あ
っ
て
は
、
採
用
予
定
月
の
末
日
現
在
三
十
三
歳
に

 
 

達
し
て
い
な
い
者
に
限
る
。 

 

ロ 

自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
三
十
八
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る 

 
 

者
に
該
当
し
な
い
も
の 

三 

試
験
種
目 

 

イ 

筆
記
試
験
（
国
語
、
数
学
、
地
理
歴
史
、
公
民
及
び
作
文
） 

 

ロ 

口
述
試
験 

 

ハ 

適
性
検
査 

 

ニ 

身
体
検
査 

 

ホ 

経
歴
評
定 

四 

募
集
期
間 

 
 

令
和
四
年
七
月
十
九
日
（
火
）
か
ら
同
月
二
十
九
日
（
金
）
ま
で 

五 

採
用
予
定
時
期 

 
 

令
和
四
年
九
月
下
旬
、
同
年
十
一
月
下
旬
、
又
は
令
和
五
年
三
月
下
旬
か
ら
同
年
四
月
上
旬

ま
で 

六 

試
験
期
日 

 

イ 

筆
記
試
験
及
び
適
正
検
査
（
Ｗ
ｅ
ｂ
試
験
方
式
） 

 
 

 

令
和
四
年
八
月
七
日
（
日
）
及
び
同
月
八
日
（
月
）
の
う
ち
任
意
の
日 

 

 

ロ 

口
述
試
験
及
び
身
体
検
査 

 
 

 

令
和
四
年
八
月
二
十
日
（
土
）
か
ら
同
月
二
十
二
日
（
月
）
ま
で
の
間
の
指
定
す
る
日 

七 

試
験
場
の
位
置
及
び
名
称
（
口
述
試
験
及
び
身
体
検
査
） 

 
 

東
京
都
練
馬
区
大
泉
学
園
町 

 
 

陸
上
自
衛
隊
朝
霞
駐
屯
地 

八 

応
募
者
の
受
付 



 

イ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
場
合 

 
 

 

自
衛
官
募
集
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
m
o
d
.
g
o
.
j
p
/
g
s
d
f
/
j
i
e
i
k
a
n
b
o
s
y
u
/

）
に

お
い
て
受
け
付
け
る
。 

 

ロ 
郵
送
又
は
持
参
に
よ
る
場
合 

 
 

 

各
市
役
所
、
各
町
村
役
場
並
び
に
自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
及
び
各
地
域
事
務
所
に
お

い
て
受
け
付
け
る
。 

九 

自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
及
び
各
地
域
事
務
所
の
位
置
及
び
名
称 

 

イ 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
常
盤
四
丁
目
十
一
番
十
五
号
浦
和
地
方
合
同
庁
舎
三
階 

 
 

 

自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部 

 
 

 

（
電
話
〇
四
八
―
八
三
一
―
六
〇
四
三
） 

 
 

 

（
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジh

t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
m
o
d
.
g
o
.
j
p
/
p
c
o
/
s
a
i
t
a
m
a
/

） 

 
 

 

（
電
子
メ
ー
ル

h
q
1
-
s
a
i
t
a
m
a
@
p
c
o
.
m
o
d
.
g
o
.
j
p

） 

 

ロ 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
二
丁
目
三
百
七
十
六
番
地
Ｍ
Ｓ
―
１
ビ
ル
二
階 

 
 

 

自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
さ
い
た
ま
地
域
事
務
所 

 
 

 

（
電
話
〇
四
八
―
六
五
一
―
二
四
二
〇
） 

 

ハ 

埼
玉
県
所
沢
市
西
所
沢
一
丁
目
九
番
十
九
号
鹿
島
屋
ビ
ル
三
階 

 
 

 

自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
入
間
地
域
事
務
所 

 
 

 

（
電
話
〇
四
―
二
九
二
三
―
四
六
九
一
） 

 

ニ 

東
京
都
練
馬
区
大
泉
学
園
町
陸
上
自
衛
隊
朝
霞
駐
屯
地
内 

 
 

 

自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
朝
霞
地
域
事
務
所 

 
 

 

（
電
話
〇
四
八
―
四
六
六
―
四
四
三
五
） 

 

ホ 

埼
玉
県
熊
谷
市
筑
波
二
丁
目
九
十
八
番
地
駅
前
パ
ー
ル
ビ
ル
二
階 

 
 

 

自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
熊
谷
地
域
事
務
所 

 
 

 

（
電
話
〇
四
八
―
五
二
二
―
四
八
五
五
） 

 

ヘ 

埼
玉
県
秩
父
市
大
野
原
四
百
九
十
一
番
地
一
関
東
森
林
管
理
局
埼
玉
森
林
管
理
事
務
所
内 

 
 

 

自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
秩
父
地
域
事
務
所 

 
 

 

（
電
話
〇
四
九
四
―
二
二
―
六
一
五
七
） 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
十
九
号 

 
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
随
意
契
約
の

相
手
方
を
決
定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

令
和
四
年
七
月
八
日 

埼
玉
県
知
事 

大

野

元

裕 

  
 



１ 購入等件名及び数量 

  参議院議員通常選挙投票用紙印刷業務 一式 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県企画財政部市町村課選挙担当 埼玉県さいたま市浦和区高砂３丁目15番 

 １号 

３ 随意契約の相手方を決定した日 

  令和４年５月13日 

４ 随意契約の相手方の氏名及び住所 

  望月印刷株式会社 埼玉県さいたま市中央区円阿弥５丁目８番36号 

５ 契約金額 

  38,844,960円 

６ 契約の相手方を決定した手続 

  随意契約 

７ 随意契約とした理由 

地方自治法施行令第167条の２第１項第５号に該当 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
二
十
号 

 
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
随
意
契
約
の

相
手
方
を
決
定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

令
和
四
年
七
月
八
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

  
 



１ 購入等件名及び数量 

  特定健診未受診者勧奨及び特定保健指導未利用者勧奨業務委託 一式 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県保健医療部国保医療課国保企画担当 埼玉県さいたま市浦和区高砂３丁

目15番１号 

３ 随意契約の相手方を決定した日 

  令和４年５月２日 

４ 随意契約の相手方の氏名及び住所 

  株式会社キャンサースキャン 東京都品川区西五反田１丁目３番８号 

５ 契約金額 

  141,200,000円 

６ 契約の相手方を決定した手続 

  随意契約 

７ 随意契約とした理由 

  地方公共団体の物品等又は特定役務の調達手続の特例を定める政令第11条第１ 

 項第１号に該当 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
二
十
一
号 

 
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
随
意
契
約
の

相
手
方
を
決
定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

令
和
四
年
七
月
八
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

               
 



１ 購入等件名及び数量 

  埼玉県感染防止対策協力金（追加申請（第２回））支給業務委託 一式 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県産業労働部経済対策担当 埼玉県さいたま市浦和区高砂３丁目15番１号 

３ 随意契約の相手方を決定した日 

  令和４年６月１日 

４ 随意契約の相手方の氏名及び住所 

  トランス・コスモス株式会社 東京都渋谷区東１丁目２番20号 

５ 契約金額 

  34,675,872円 

６ 契約の相手方を決定した手続 

  随意契約 

７ 随意契約とした理由 

  地方自治法施行令第167条の２第１項第５号に該当 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
二
十
二
号 

 
森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
七
月
八
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所 

 
 

埼
玉
県
入
間
郡
毛
呂
山
町
大
字
旭
台
一
〇
二
番 

二 

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的 

 
 

耕
地
の
防
風 

三 

解
除
の
理
由 

 
 

指
定
理
由
の
消
滅 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
二
十
三
号 

 
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
土
地
改
良
区
の
定
款
の
変
更
を
令
和
四
年
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１ 調達内容 

 ⑴ 購入等件名及び数量 

   令和４年度埼玉県立学校教職員用コンピュータ賃貸借 3,147台 

 ⑵ 調達案件の仕様等 

   入札説明書及び仕様書による。 

 ⑶ 履行期間 

   令和５年１月１日（日）から令和９年12月31日（金）まで（一部県立学校へ

の納入分ついては、令和５年３月１日（水）から令和９年12月31日（金）まで。）。

ただし、翌年度以降において、歳入歳出予算の当該契約の金額について減額又

は削除があった場合は、当該契約を解除する。 

 ⑷ 納入場所 

埼玉県教育局県立学校部ＩＣＴ教育推進課長が指定する場所 

 ⑸ 入札方法 

   本件入札は、「埼玉県電子入札共同システム」により行う。ただし、同シス

テムの利用者登録をしていない者については、紙媒体による入札書の郵送又は

持参による入札も認める。また、入札金額については、履行期間全体の総価を

入力し、又は記載すること。 

   なお、落札決定に当たっては、入札書に入力され、又は記載された金額に当

該金額の10パーセントに相当する額を加算した金額（当該金額に１円未満の端

数があるときは、その端数金額を切り捨てるものとする。）をもって落札金額

とするので、入札者は、消費税及び地方消費税に係る課税事業者であるか免税

事業者であるかを問わず、見積もった契約金額の110分の100に相当する金額を

入札書に入力し、又は記載すること。 

２ 競争入札参加資格 

 ⑴ 地方自治法施行令（昭和22年政令第16号）第167条の４の規定に該当しない者

であること。 

 ⑵ 物品の買入れ等に係る入札参加資格に関する告示（令和２年埼玉県告示第870

号）に基づき、業種区分「物品の賃貸」のＡ等級に格付けされた者であること。 

 ⑶ 本件入札の公告日から落札決定までの期間に、埼玉県の契約に係る入札参加

停止等の措置要綱（平成21年３月31日付け入審第513号）に基づく入札参加停止

措置を受けていない者であること。 

 ⑷ 本件入札の公告日から落札決定までの期間に、埼玉県の契約に係る暴力団排

除措置要綱（平成21年４月１日付け入審第97号）に基づく入札参加除外措置を

受けていない者であること。 



 ⑸ 納入しようとする物品が仕様書等に示す各要求事項に適合することを認めら

れた者であること（詳細は、入札説明書及び仕様書による。）。 

３ 入札書の提出場所等 

 ⑴ 紙媒体の入札書を郵送し、又は持参する場合の提出場所、契約条項を示す場

所、入札説明書及び仕様書の交付場所並びに問合せ先 

   〒330-9301 埼玉県さいたま市浦和区高砂３丁目15番１号 埼玉県教育局県

立学校部ＩＣＴ教育推進課企画・総合調整担当 加藤 電話048-830-7555（直

通） 

 ⑵ 入札説明書及び仕様書の交付方法 

  ア 「埼玉県電子入札共同システム」による場合 

    埼玉県ホームページを開き、「電子入札総合案内」を選択して、「入札情

報公開システム」からダウンロードすること。 

  イ 紙媒体による場合 

    上記⑴の交付場所において交付する（事前に電話により連絡すること。）。 

 ⑶ 入札書受付期間 

  ア 「埼玉県電子入札共同システム」を使用する場合 

    競争入札参加資格の確認を得た日から令和４年８月８日（月）午前10時30

分まで 

  イ 紙媒体の入札書を郵送し、又は持参する場合 

   (ｱ) 郵送の場合 

     競争入札参加資格の確認を得た日から令和４年８月５日（金）午後５時

まで 

     なお、書留郵便によること。 

   (ｲ) 持参の場合 

     競争入札参加資格の確認を得た日から令和４年８月８日（月）午前10時

30分まで 

 ⑷ 開札の場所及び日時 

   埼玉県教育局県立学校部ＩＣＴ教育推進課 令和４年８月８日（月）午前11

時 

４ その他 

 ⑴ 契約手続において使用する言語及び通貨 

   日本語及び日本国通貨 

 ⑵ 入札保証金及び契約保証金 

  ア 入札保証金 



    入札者は、見積もった契約金額に入札保証金の率（100分の５以上）を乗じ

た額を納付するものとする。ただし、埼玉県財務規則（昭和39年埼玉県規則

第18号。以下「財務規則」という。）第93条第２項の規定に該当する場合は、

免除する。 

  イ 契約保証金 

    契約の相手方は、契約金額に契約保証金の率（100分の10以上）を乗じた額

を納付するものとする。ただし、財務規則第81条第２項の規定に該当する場

合は、免除する。 

 ⑶ 入札者に要求される事項 

   この一般競争入札への参加を希望する者は、入札説明書に示す必要な書類を

次のいずれかの方法で令和４年７月26日（火）午後５時までに提出し、競争入

札参加資格の確認を得なければならない。また、入札事務の担当者から、提出

した書類に関し説明を求められた場合は、それに応じなければならない。 

  ア 「埼玉県電子入札共同システム」により確認申請する。 

  イ 紙媒体の書類を上記３⑴の提出場所に郵送し、又は持参する。 

 ⑷ 入札の無効 

   次に掲げる入札書は、無効とする。 

  ア この公告に示した競争入札参加資格のない者の提出した入札書 

  イ 入札者に求められる義務を履行しなかった者の提出した入札書 

  ウ 財務規則第97条又は埼玉県の物品等又は特定役務の調達手続の特例を定め

る規則（平成７年埼玉県規則第106号）第９条の規定に該当する入札書 

 ⑸ 契約書作成の要否 

   要 

 ⑹ 落札者の決定方法 

   財務規則第94条の規定に基づいて定められた予定価格の制限の範囲内で最低

の価格をもって有効な入札を行った者を落札者とする。 

 ⑺ 手続における交渉の有無 

   無 

 ⑻ 競争入札参加資格の付与 

   上記２⑵に定める競争入札参加資格のない者で入札を希望するものは、埼玉

県ホームページを開き、「電子入札総合案内」を選択して、「競争入札参加資

格申請受付システム」から登録申請を行い、受付票その他の登録に必要な書類

を令和４年７月19日（火）までに埼玉県総務部入札審査課審査担当（〒330-9301 

      埼玉県さいたま市浦和区高砂３丁目15番１号 電話048-830-5775（直通））



へ送付すること。 

 ⑼ 支払条件 

   発注者埼玉県は、適法な代金請求書を受理した日から30日以内に当該代金を

受注者に支払うものとする。 

 ⑽ その他詳細は、入札説明書及び仕様書による。 

５ Summary 

 ⑴ Nature and quantity of the products to be leased: Computer leasing 

for 3,147 faculty and staff. 

 ⑵ Time-limit for the tender: By the electronic tender system;10:30 a.m. 

August 8, 2022, By mail; 5:00 p.m. August 5, 2022, In person; 10:30 

a.m. August 8, 2022. 

 ⑶ Contact point for the notice: ICT Education Promotion Division, 

Prefectural Schools Department, Education Bureau, Saitama Prefectural 

Government, Takasago3-15-1, Urawa-ku, Saitama-shi, Saitama-ken 

330-9301, Telephone 048-830-7555. 
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